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SC22-3Eの
認可に関しては、
申請中です。

•	全設定可能な入力と出力を搭載した使いや 
すいコントローラ。

•	ISO 13849-1カテゴリ2,3、または4とOSHA/
ANSI 信頼できる制御入力デバイス接続。

•	いくつかの安全関連機能を管理。

•	安全・非安全入力デバイスの２２点の入力。

•	選択可能なON・OFFディレーによる３つのデ
ュアルチャンネル安全出力。

•	10の状態出力は、入出力状態、ミュート状
態、ロックアウト、故障状況と必要とされ 
るリセットをトラックします。

•	PCインターフェイス（PCI）またはオンボー
ドコントローラインターフェイス（OBI）を
用いたシンプルな設定手順は、各入力デバ 
イスを3つの安全出力のどれにでもマップし
ます。

•	完全なる安全性確保の為、設定はパスワー 
ドで保護され使用前に確認します。

•	設定は多数のセーフティコントローラに移 
転可能で、添付ファイルとしてメール送信 
可能。

•	電源電圧DC24V。

•	IEC 62061およびIEC 61508の安全度水準
（SIL）3、ISO 13849-1のカテゴリ４ 性能 
水準「e」に適合。

•	ライブディスプレイと故障ログは、「リア 
ルタイム」状態の情報を提供し、これまで 
の故障をトラックします。

•	構成ファイルは印刷またはエクスポートで 
きます。

•	SC22-3Eはイーサネット/IPとModbus/TCPネ 
ットワーク通信を提供。

特性

セーフティコントローラ
ＳＣ２２－３とＳＣ２２－３Ｅ

取扱説明書

オリジナル説明書



 警告。。。ユーザーの責任
以下はセーフティコントローラの設定やインストー
ル、維持する適格者の責任となります。

•	 マニュアルの情報を注意深く読み、理解し、それ
に従って下さい。

•	 アプリケーションを保護する特定の機械のリスク
アセスメントを実行して下さい。

•	 ISO13849-1で定められる必要条件とこのマニュア
ルで参照されているような他の適切な基準の適切
である安全防護装置デバイスとメソッドを決定し
て下さい。

•	 各設定を作成、確認し、そして全安全防護装置シ
ステム（入力デバイスと出力デバイスを含む）が
使用可能で、目的通り動くか確かめて下さい。

•	 全安全防護装置システムが目的通り動くよう必要
に応じて定期的に再検証して下さい。

これらの推奨のいずれにも従わない場合、大怪我や死
亡事故につながりえる危険な状態を引き起こす可能性
があります。

適正証明書

セーフティコントローラ取扱説明書（p/n 133487、リビ
ジョンB）は機械ディレクティブ　2006/42/EC、セクショ
ン1.7.4の要件を満たします。
－取扱説明書

重要。。。進める前にこちらをお読み下さい。
すべての適切な規制と規格に完全にのっとる、この商
品の使用や維持は、機械設計者、総括技術者、機械メ
ーカー、電気保守管理者の責任となります。適切にイ
ンストールされ、適切に操作され、適切に維持される
場合にのみ、製品は必要な保護機能を提供できます。
このマニュアルは、完全な操作上のインストールと保
守指示の提供を試みます。マニュアル全て読む事を強
くお勧めします。アプリケーションや製品の使用に関
しては裏表紙に記載してあります弊社までお問い合わ
せ下さい。

安全防護装置アプリケーションや安全防護装置製品性
能基準を提供する米国または国際的学術組織に関する
詳しい情報に関しては、裏表紙内のリストをご覧下さ
い。

警告の用途
この製品の誤用を避け、様々な安全防護装置アプリケ
ーション要件を満たす為に、セーフティコントローラ
の効率よく適用する方法を、「警告」が機械設計者、
総括技術者、機械メーカー、電気保守管理者、または
エンドユーザーに指摘しようとします。「警告」を読
み、守る事を強くお勧めします。
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1．	 概要

1.1	 アプリケーション
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バナーのSC22-3/SC22-3Eセーフティコントローラ（セー
フティコントローラもしくはコントローラ）は、使いや
すく、設定可能で、複数の安全・非安全入力デバイスを
モニタするよう設計されたDC24V安全モジュールであり、
最大３つの独立した機械の一次制御要素（MPCE）をコン
トロールします。危険な動きをする機械用に安全停止や
スタート機能を備えています。セーフティコントローラ
は、非常停止ボタン、ゲート連動スイッチ、安全ライト
カーテンや他の安全防護装置デバイスといった安全入力
デバイスを含むアプリケーションにおける複数の安全リ
レーモジュールを補います。それらがアプリケーション
に対し過剰となる場合、安全PLCや他の安全ロジックデバ
イスの代わりにセーフティコントローラを用いる事がで
きます。

設定は、オンボードLCDとプッシュボタンインターフェイ
ス、又は、USBポートでセーフティコントローラに接続さ
れたPCを使用して作成されます。

イーサネット互換モデル
SC22-3EはSC22-3と同じ特性を提供し、その上、Modbus/
TCP又はイーサネット/IPＴＭプロトコルを用い、イー
サネットにインターフェイスの能力を与えます（例え
ば、PLC又はHMIヒューマンインターフェイスタッチパネ
ルに）。

Modbus/TCPはModbus IDAを改良したオープンスタンダー
ドプロトコルです。ModbusRTUに似ていますが、Web通信
やEメールのようなスタンダードインターネット通信プロ
トコルを用います。マスターは「クライアント」と呼ば
れ、スレーブが「サーバー」にあたります。（SC22-3Eは
「サーバー」です。）Modbus/TCPは、クライアントが全
ての通信を起動し、サーバーは応答する事だけができる
といったModbus RTUと同じ構造になっています。

イーサネット/IP（イーサネット工業製品）はアレン・
ブラドリーによって開発されたオープンスタンダードプ
ロトコルですが、ODVAにより管理されます。イーサネッ
ト/IPはインターネット通信プロトコルを使用するデバイ
スネットシリアルフィールドバスプロトコル適応です。
イーサネット/IPはイーサネットを上回るデバイスネッ
トです。サポートされている互換デバイスは下記の通り
です。

•	アレン・ブラドリーのPLC系コントロールロジックス
へのイーサネット/IP接続（CIPプロトコル使用）。
黙示的かつ明示的メッセージングがサポートされて
います。

•	アレン・ブラドリーSLCとPLC系PLC５へのイーサネッ
ト/IP接続（PCCCプロトコル使用）。

•	互換PLCやHMI、又はデバイスへのModbus/TCP接続。

安全モジュールがどこで使用されようとセーフティコン
トローラの使用は可能です。セーフティコントローラは
多くの種類のアプリケーション対処によく適しており、
下記を含みますがこれらに限定はされません。

•	ミュート機能付き両手操作コントロール

•	デュアルゾーンミューティング付きロボット溶接/処
理セル

•	複数の入力やバイパス機能を必要とする運搬作業

•	手動でロードされたロータリー積載ステーション

•	複数の両手操作コントロールステーションアプリケ
ーション

•	リーン製造ステーション

1.2	 設計とテスト

セーフティコントローラは最大カテゴリ
４PLe（ISO13849-1）と安全度水準３（IEC61508と
IEC62061）安全防護装置アプリケーション用に設計され
ました。安全機能性や動作信頼度、両方におけるULや
IEC、ISO製品性能の要件を満たす事を確認する為、広範
に試験されています。この自己診断コントローラは下記
を取り入れています。

•	二重化マイクロプロセッサ

•	二重化入力信号検出回路

•	二重化安全出力コントロール回路

特定の安全または安全防護装置デバイスの安全回路性能
（例：カテゴリ）は使用されるデバイスとセーフティコ
ントローラへの相互接続で主に決められます。詳しくは
付録Ａをご参照下さい。

www.bannerengineering.co.jp
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SC22-3とSC22-3Eセーフティコントローラ

取扱説明書
概要

１.3	 コンポーネント

セーフティコントローラのスターターキット（セクショ
ン2.1のモデル参照）は下記を含みます。

•	セーフティーコントローラ（SC22-3またはSC22-
3E）…１

•	取り外し可能端子台（スクリューまたはクランプタ
イプどちらか選択）…１セット

•	SC-XM1外部メモリ（XM）カード…１

•	USB　A/Bケーブル（一部のモデル）…１

•	SC-XMP　XMカードプログラミングツール（一部のモ
デル）…１

•	PCIソフトウェア、取扱説明書と設定方法（p/n 
134534）を含むCD…１

•	クイックスタートガイド…１

イーサネット接続ケーブル（SC22-3E用）はお客様でご用
意下さい。

PCシステム要件

オペレーティングシステム：Windows® XP、Windows 2000
、PCIソフトウェアバージョン1.1と最新版、Microsoft®
　Windows Vista®

ハードドライブスペース：100ＭＢ（導入されていない場
合は、Microsoft .NET 2.0に最大280MB増やしてくださ
い。）

第三者ソフトウェア：
PCIを含むMicrosoft .NET 2.0、コンピューターに内蔵さ
れてない場合はインストールして下さい。
Windowsバージョン7.0または最新版のAdobe® Rader®

ＵＳＢポート：USB1.1か2.0タイプＡポート

セーフティコントローラ

取り外し可能端子台

USB　A/Bケーブル

SC-XMP XMカードプログラミングツール
（一部のモデル）

クイックスタートガイド
PCIソフトウェア、取扱説明書と
設定チュートリアルを含むCD

外部メモリカード
（XMカード）

Fig. 1-1　セーフティコントローラキットコンポーネント

www.bannerengineering.co.jp



SC22-3とSC22-3Eセーフティコントローラ

取扱説明書
概要

P/N JP133487 3

１.3.1　USBコネクション １.3.4　SC－XM1外部メモリ（XM）カード

セーフティコントローラは、USB　A/BケーブルでPCに接
続されます。XMカードに設定をダウンロードする目的
で、PCをSC－XMPプログラミングツールに接続するのにも
ケーブルが使用されます

1.3.2	 イーサネット接続

イーサネット接続は、SC22-３Eイーサネット（Fig.1-3参
考）からネットワークスイッチまたはユーザーのコント
ロールデバイスまで、イーサネットケーブルを用いてい
ます。SC22-3Eは、スタンダードまたはクロスオーバース
タイルのケーブルどちらかの使用を支持します。利用可
能型番に関してはセクション2.1をご参照下さい。シール
ドケーブルは高ノイズ環境で必要な場合もあります。

Fig.1-2 USB接続―セーフティコントローラとプログラミングツール

SC-XMP
プログラミングツール
接続のPC

セーフティコントローラ
USBポート接続のPC

1.3.3	 SC-XMPプログラミングツール

プログラミングツールは、セーフティコントローラを必
要とする事なくPC（PCIソフトウェア実行中）からXMカー
ドへ、または、XMカードからPCへ設定を移行するのに使
用できる便利なデバイスです。USB　A/BケーブルとPCの
USBポートを通してPCに接続します。

SC-XM1外部メモリ（XM）カードは、保存または一つの設
定を移行するのに使用される取り外し可能メモリモジュ
ールです。XMカードには、裏側に、設定名またはマシン
識別の書き留め可能なライトオンラベルがあります。

XMカードは下記の為に使用する事ができます。

•	セーフティコントローラの設定バックアップコピー
保管（コントローラの交換を必要とするハードウェ
アの破損に備えダウンタイムを最小に抑える為）

•	設定を、セーフティコントローラから他のセーフテ
ィコントローラに移行

•	複数のセーフティコントローラ内に同様の設定送信
（ダウンロード）

•	セーフティコントローラとPC間での設定移行

下記のどちらかの方法でXMカード上の設定を保存して下
さい。

•	PCインターフェイス（PCI）とSC-XMPプログラミング
ツールでXMカードにコピーを送信。

•	オンボードインターフェイス（OBI）を用い、コント
ローラからXMカードにコピーを送信。

Note：「ロック」機能が実行されていれば、設定を
       永久にXMカードに保存する事ができます。

Note：XMカードの設定とは、ネットワーク設定を
      含みません。ネットワーク設定を変える
      には、PCIソフトウェアを使用する必要が
      あります。

Fig.1-3　セーフティコントローラ外部メモリーカード（XMカード）
         とイーサネット（一部のモデル）接続

USBポート

イーサネット
ポート

XMカード
ポート

www.bannerengineering.co.jp
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セーフティコントローラの設定構成は、プッシュボタン
とコントローラ自身のディスプレイ（オンボードインタ
ーフェイスまたはOBI）と、同梱のCD（p/n 134534）上に
含まれるPCIソフトウェアプログラムの内１つのインター
フェイスを使用する簡易プロセスです。プロセスは次の
３つの主なステップから成ります。

１．安全防護装置アプリケーションの明確化                
（リスクアセスメント）

•	必要なデバイスを確定

•	必要な安全レベルを確定

２．設定構成

•	安全入力デバイスタイプと回路接続を選択

•	１つ以上の安全出力または他の入力デバイスへ各
入力をマップ

•	オプションの安全出力にONまたはOFFタイムディレ
ーを設定

•	必要に応じて非安全入力デバイスタイプと回路接
続を選択

•	必要に応じて状態出力信号の割り当て

•	設定名、ファイル名、日付、作成者名を作成

３．設定の確認

•	コントローラが、好ましい設定が有効である事を
確認

•	ユーザーは、設定が予想されることである事を確
認

セーフティコントローラは、内蔵プッシュボタンやLCDス
クリーンオンボードインターフェイス（OBI）を用いて設
定ができます。LCDディスプレイは、I/Oデバイスやシス
テムステータス情報を、１つ以上の安全出力がオフを引
き起こしうるどのイベントにでも提供します。ディスプ
レイは下記の為に６つのプッシュボタンと組み合わせて
使用されます。

•	パスワード制御の設定を作成または修正

•	故障ログ情報の取得

•	詳細やI/Oロジックの関係を書き出すデバイスの

レビュー

•	I/Oデバイスの故障詳細と訂正段階を表示
•	設定チェックサムの表示

Note：オンボードインターフェイス機能については、
      セクション５と付録CのOBIチュートリアルで
      詳述してあります。

Note：OBIはネットワーク設定を変更するのには使用で
      きません。PCIがその機能の為に使用されている
      必要があります。

故障コードのアクセス
故障コードは、OBI故障診断メニュー（下記のサンプル参
照）の最後の行に表示されます。詳細につきましては、
セクション５とセクション８をご参照下さい。

１.4　セーフティコントローラの設定 １.4.1　オンボードインターフェイス（OBI）
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ステータス表示 状態 コントローラステータス表示

全表示オフ ―― 始動モード

電源 ON　緑
OFF

電源ON
電源OFF

ステータス
（コントローラモード）

ON　赤
点滅　赤
OFF

設定モード
点検モード
起動モード

USBまたはTx/Rx
（型番による）

点滅　緑
OFF

データ発信または受信
（リンクはPCと確立されます）
データ発信と受信なし

安全出力SO1、SO2、SO3 ON　緑
ON　赤
点滅　赤
点滅　緑

安全出力ON
安全出力OFF
安全出力故障検出
安全出力リセット待ち

イーサネットコネクター
（SC22-3Eにのみ利用可能）

黄　OFF
黄　ON
緑　OFF
緑　ONまたは点滅

リンクなし
リンクOK
アクティビティなし
アクティビティ検出

Note：オンボードインターフェイス機能についてはセクション５と付録CのOBIチュートリアル
      で詳述しています。

Fig.1-4　プッシュボタンやLCDディスプレイ、ステータス表示を含むオンボードインターフェイス

SC22-3E

イーサネットコネクタ表示
（黄と緑）

カーソルを上へ移動、そうしなければ、
カーソルがリストを介して
上へ移動するようにリスト内のアイテムを
表示します。選択設定の作成。

カーソルを下へ移動、そうしなければ、カ
ーソルがリストを介して
下へ移動するようにリスト内のアイテムを
表示します。選択設定の作成。

ステータス表示

カーソルを左へ移動または
選択設定を実行

カーソルを右へ移動または
選択設定を実行

メニュー基準点を再確立するプログラムで、
あらかじめ決められた点へカーソルを移動

意図された選択通り表示で強調された
アイテムをエンター、保存、または、
設定の切り換え

SC22-3とSC22-3Eセーフティコントローラ

取扱説明書
概要

P/N JP133487 5
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SC22-3とSC22-3Eセーフティコントローラ

取扱説明書
概要

セーフティコントローラは、WindowsⓇに基づくコンピ
ューターとセーフティコントローラPCインターフェイス
（PCI）プログラムを用いて設定する事もできます。この
使いやすいインターフェイスは設定の間、デバイスプロ
パティの選択を単純化するために、アイコンと回路シン
ボルを利用します。設定向上の為、設定配線とラダーロ
ジックダイヤグラムは自動的に展開します。

設定作成はシンプルです。一度設定が作成されれば、保
管または今後の使用の為、コンピューターファイルに保
存、添付ファイルとしてリモート位置にEメール、また
は、他のセーフティコントローラか差し込み式外部メモ
リーカードに直接送信できます。

PCIは設定を作成、保存、そして先に述べたように送信す
るのに用いられる事ができ、その上ライブディスプレイ
を用いコントローラの機能をモニタするだけでなく、ト
ラブルシューティング目的の為に故障ログをモニタする
事もできます。PCIインターフェイス機能についてはセク
ション４と付録ＢのPCIチュートリアルにて詳述してい
ます。

SC22-3Eのイーサネット機能にアクセスするには、ネット
ワーク設定のアイコンをクリックし、イネーブルネット
ワークインターフェイスボックスにチェックを入れて下
さい。Fig.1-5に示すようにバーチャル状態出力がI/Oプ
ロパティメニュー上に現れ、追加のタブは画面のドキュ
メントセクションの上部に現れます。PCインターフェイ
スネットワーク機能についてはセクション3.8と付録Dの
イーサネットリファレンスにて詳述しています。

1.4.2	 PCインターフェイス（PCI）

ネットワーク設定

ツールバー

I/Oプロパティ

ドキュメント

バーチャル状態出力

この出力はネットワーク設定タブのイネーブルネ
ットワークインターフェイスボックスにチェック

をつける事により見えるようになります。

新しいタブ選択も見える
ようになります。

Fig.1-5  セーフティコントローラPCユーザーインターフェイス（PCI）メインスクリーン
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SC22-3とSC22-3Eセーフティコントローラ

取扱説明書
概要

1.5　入力・出力デバイス

セーフティコントローラには安全または非安全デバイス
をモニタするのに使用できる２２の入力端子があり、こ
のデバイスはソリッドステートまたはコンタクトベース
出力を取り組む場合があります。この２２の入力端子が
それぞれ入力信号をモニタまたはDC２４Vを提供する事が
できます。各入力回路の機能はそれに接続されるデバイ
スのタイプにより異なり、コントローラの設定の際に確
立されます。

入力デバイスやその要件、配線オプションと適切な警告
と注意、さらなるインストール情報（例：安全距離）に
ついての一般的かつ特定の情報においては、セクション
３と付録Ａをご参照下さい。付録Ａには、下記のデバイ
ス統合化についての回路情報と他の役立つ情報が記載し
てあります。

•	安全回路完全性...............................付録A.1

•	保護（安全）停止.............................付録A.2

•	光学センサ...................................付録A.3

•	セーフティゲート（インターロックガード）.....付録A.4

•	両手操作コントロール.........................付録A.5

•	セーフティマット（エッジ）...................付録A.6

•	非常停止プッシュボタン.......................付録A.7

•	ロープ（ケーブル）式スイッチ.................付録A.8

•	イネーブルデバイス（ペンダント）.............付録A.9

•	バイパス....................................付録A.10

•	ミューティング..............................付録A.11

セーフティコントローラへのデバイス接続に関する詳細
においては弊社へお問い合わせ下さい。

1.5.1	 安全・非安全入力デバイス

安全デバイス配線考慮事項
セーフティコントローラ入力は、安全防護装置デバイス
（例：セーフティライトカーテン）、補助保護装置（
例：非常停止プッシュボタン）と機械の安全な使用に影
響を与える他のデバイス（例：機器防護）を保護するこ
とを含む多くの種類の安全デバイスによるインターフェ
イスへ設定する事ができます。

これらのデバイスが相互接続する方法は、安全機能の損
失をもたらしうる故障を除外または検出するそれらの能
力に影響を与えます。特定の安全回路能力を必要とする
多くの基準と規則、仕様があります。

 警告。。。ユーザーの責任
ユーザーはどの特定アプリケーションにおいてもセー
フティコントローラの使用につながる各地域や州、
国の法律やルール、コード、規則を満たしている事を
確かめる責任があります。すべての法的要求が満たさ
れ、メーカーからの安全デバイスマニュアルとこの
マニュアルで含まれるすべてのインストール、
起動とメンテナンス指示に従うよう細心の
注意が要求されます。

www.bannerengineering.co.jp
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SC22-3とSC22-3Eセーフティコントローラ

取扱説明書
概要

安全出力は、危険な運動をコントロールする制御チェー
ンの最後であるファイナルスイッチングデバイス（FSD）
と機械の一次制御要素（MPCE）をコントロールするよう
に設計されています。この制御要素は、強制案内する（
機械的に連結した）モニタ接点または外部デバイスモニ
タに必要とされる制御信頼性信号を取り入れるリレー、
接触器、電磁弁、モーター制御と他のデバイスを含みま
す。

セーフティコントローラは３つの制御された二重化ソリ
ッドステートの安全出力を独立して持ちます。割り当て
られた入力信号とシステムの自己診断テスト信号に応え
て、コントローラの自己診断アルゴリズムは適切な時
に出力がONそしてOFFである事を確認します。SO1、SO2
、SO3の安全出力は、オートとマニュアル両方のリセット
操作とともに入力デバイスによりコントロールする事が
できます。詳細についてはセクション3.6.2をご参照下
さい。
	

IEC60204-1とANSI　NFPA79の機能停止
コントローラは下記の２つの機能停止タイプを実行でき
ます。
•	カテゴリ０：防護された機械からの即時の電源除去
とともに制御されていない停止

•	カテゴリ１：防護された機会から電源が取り除かれ
る前に、ディレーと共に制御されている停止

ディレーストップは、機械が危険な動きを停止する為ブ
レーキ機構に電源を必要とするようなアプリケーション
内で使用できます。詳細に関してはセクション3.6.2をご
参照下さい。

ONディレーとOFFディレー
各安全出力はタイムディレーと共に機能を設定する事が
できます。タイムディレーには制限時間が過ぎた後に限
り出力がONまたはOFFになるONディレーとOFFディレーと
いった２つのタイプがあります。ON・OFFタイムディレー
制限オプションは、100msから５分（100ms単位で）まで
になります。

1.5.2	 安全出力

Fig.1-6　　安全出力

安全出力ONディレーは、安全な機械起動が許可される前
に機械作業を遅らせなければない場合に、時々使用され
ます。例としてロボット溶接セルがあげられます。詳細
についてはセクション3.6.2をご参照下さい。

 警告。。。ディレー出力のON/OFF
即時の安全出力とディレー安全出力の両方にマップさ
れる入力がオープンし、そしてディレー出力のディレ
ータイムが切れる前にクローズする場合、即時の安全
出力がOFFになりディレータイム実行中の間OFFを保持
します。

ディレータイムの終わりに、ディレー出力もまたOFFに
なります。そしてONに戻る前に両方の出力は約500msで
OFFを維持します。これは、オートリセットの為に設定
される場合か、または有効なマニュアルリセット信号
後のマニュアルリセットに設定される場合に自動的に
起こります。

セーフティコントローラには１０の設定可能状態出力が
あり、非安全ステータス信号をプログラムできるロジッ
クコントローラ（PLC）、或いはヒューマンマシンインタ
ーフェイス（HMI）を送信するのに用いられ、また、電源
表示に使用される場合もあります。これらの出力は、入
力デバイス、安全出力またはコントローラの状態をレポ
ートするように設定する事ができます。詳細に関しては
セクション3.8をご参照下さい。

信号コンベンション。下記の際に、安全出力信号コンベ
ンションは、示すDC２４VまたはDC０Vになるよう設定で
きます。

•	 入力がRUN状態である。

•	 安全出力がON状態である。（Note１参照）

•	 安全出力がロジカルON状態である。

（ONまたはONディレー。Note１参照）

•	 システムがロックアウト状態である。

•	 I/O故障がある。（Note２参照）

•	 システムリセットが必要である。

•	 安全出力がリセットを必要としている。    
（Note３参照）

•	 安全入力がミュートされている。

•	 安全入力の定義済みグループの安全入力が、最初に
OFFになっている。

1.5.3	 状態出力

www.bannerengineering.co.jp
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取扱説明書
概要

1.5.5	 I/Oマッピング：I/Oコントロール関係Note：
1.	 それらにマップされる入力のある安全出力に限り状

態出力にマップできます。
2.	 I/O故障は一つ以上の安全入力、安全出力または状態

出力の破損です。
3.	 マニュアルリセットロジックを用いて設定されてい

る入力をマップする安全出力に限り、必要なリセッ
トを表示するよう設定された状態出力をもつ事がで
きます。

P/N JP133487 9

 警告…状態出力
状態出力は安全出力ではなくONまたはOFFどちらの状態
時であっても機能しなくなる可能性があります。決し
てどの安全重要アプリケーションにもコントロールす
るのに使用してはいけません。状態出力が安全重要ア
プリケーションに使用されれば、破損と重大な怪我や
死亡事故につながる危険性があります。

モニタされるミュートランプ出力
状態出力O９とO１０は、ミュート操作の為モニタされる
ミュートランプ機能を作成するよう形状が決められてい
ます。ミュートランプがONの時はコントローラがロード
中のショートをモニタします。ランプがOFFの時はロー
ド中の開回路をモニタします。もしミュートサイクルの
起動前に開回路が起これば、次のミュートサイクルは阻
止されます。もしミュートサイクル中に開回路が起これ
ば、ミュートサイクルは開始と終了を行いますが、次の
ミュートサイクルは阻止されます。もしミュートランプ
をモニタするのに使用されない場合は、これらの出力は
出力O１－O８と同様に使用される事があります。

重要：　端子台O９とO１０に限り、モニタされるミュー
トランプを必要とする別のモニタ回路があります。ミュ
ートランプのモニタが必要でなければ（適用規格によ
る）、いずれかの状態出力（O１－O１０）がミュート状
態を表示するのに使用される事があります。

Note：この特性の為、これらの状態出力はロードしな
      くても常にONが表示されます。
      （セクション2.2の仕様参照）

1.5.4	 バーチャル状態出力

PCIを使ってSC22-3Eは最大３２バーチャル状態出力の設
定が可能です。この出力は状態出力として同じ情報をネ
ットワーク上で通信できます。

 バーチャル状態出力
バーチャル状態出力は安全出力ではなく、ONまたはOFF
どちらの状態時であっても故障する事があります。
決してどの安全重要アプリケーションにもコントロー
ルする為に使用されてはいけません。
バーチャル状態出力が安全重要アプリケーションに使
用されれば、破損と重大な怪我や死亡事故につながる
危険があります。

Fig.1-7　入力と出力位置づけ

「マップ」は、最初の入力状態が出力状態または第2の入
力状態を決定する、入力と出力の間、または入力と別の
入力の間のコントロールロジック関係を暗示します。

•	 出力にマップされる入力。下記のデバイスは安全出
力に直接マップする事が可能です。

-	非常停止ボタン

-	セーフティゲートスイッチ

-	光学センサー

-	両手操作コントロールデバイス

-	セーフティマット

-	プロテクティブ停止スイッチ

-	ロープ式スイッチ

-	有効デバイス

-	外部デバイスモニタリング

-	ON/OFFデバイス

-	マニュアルリセットデバイス

•	 入力にマップされる入力。
ミューティングセンサーとバイパススイッチは、一
時的に安全入力デバイスの停止信号をサスペンドす
るために特定の安全入力デバイスと連動して動作し
ます。このセンサーとスイッチは安全入力に直接マ
ップされ、そして間接的にミュートされた安全入力
をコントロールする安全出力にマップされます。
（セクション3.5.4参照）
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コントローラのシステム設定は設定ファイルとコントロ
ーラの両方にパラメータを定義します。この設定は下記
を含みます。

•	設定名

•	作成者名

•	電源投入モード

•	電源投入イネーブルミュート

•	モニタされるシステムリセット

設定名
設定名は、セーフティコントローラアプリケーションで
使用される設定を識別します。その上、コントローラ上
に表示する事ができ、また、コントローラの設定が正し
いものか確かめるのに便利です。

作成者名
作成者名は構成設定に関する疑問が発生した時に役立つ
場合もあります。

電源投入モード
（電源投入時の動作特性）
コントローラは電源供給直後にコントローラがどう動作
するか決定するのを選ぶ為に、３つの電源投入モードの
タイプを提供します。これらのモードは：標準、オー
ト、そしてマニュアルです。

•	標準電源投入モード（デフォルト）。電源投入後の
標準電源投入モード状態。

-	オートリセット入力のある安全出力に限りONにな
ります。

-	１つ以上のマニュアルリセット入力のある安全出
力は、マニュアル（ラッチ）リセット操作実行後
のみONになります。

-	例外：両手操作コントロール入力、バイパス入
力、そして有効なデバイス入力は、電源投入モー
ド選択に関係なく電源投入時に停止状態であるの
が確認できなければなりません。もし、これらが
電源投入時にRUN状態であれば、出力はOFFを保持
します。

•	オート電源投入モード：電源投入後のオート電源投
入モード状態。

-	これらの出力にマップされる入力がすべてRUN状態
の場合、全安全出力は直ちにONになります。

-	例外：両手操作コントロール入力、バイパス入
力、そして有効なデバイス入力は、電源投入モー
ド選択に関係なく電源投入時に停止状態である事
が確認できなければなりません。もし、これらが
電源投入時にRUN状態であれば、出力はOFFを保持
します。

1.6	 システム設定
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 警告。。。オート電源投入
コントローラがオートシステムリセット電源投入モー
ドに設定される際、コントローラは全入力デバイスが
オート（トリップ）リセットに設定されているように
作動します。たとえ１つ以上の入力デバイスがマニュ
アル（ラッチ）リセットに設定されていても、割り当
てられた入力デバイスが全てRUN状態である場合、各安
全出力は直ちに電源投入時にONになります。そのアプ
リケーションが安全出力をONにする前にマニュアル（
ラッチ）リセット操作の実行を要求する場合、マニュ
アルまたは標準電源投入モード設定を使用する必要が
あります。それに従わない場合は、電源投入時または
一時的な停電後に予期せぬ方向へ機械が実行する可能
性があります。

•	マニュアル電源投入モード。電源投入後のマニュア
ル電源投入モード状態。

-	この出力にマップされる全入力がRUN状態でありシ
ステムリセットが実行した後に限り、安全出力は
ONになります。

（マニュアルラッチリセット不要）

-	例外：両手操作コントロール入力、バイパス入
力、そして有効なデバイス入力は、電源投入モー
ド選択に関係なく電源投入時に停止状態である事
を確認しなければなりません。もし、これらが電
源投入時にRUN状態であれば、出力はOFFを保持し
ます。

電源投入イネーブル時のミュート
設定されている場合、ミュート安全入力がアクティブ
（RUN状態またはクローズ）であれば安全コントローラへ
電源投入後に電源投入時のミュート機能がミュートサイ
クルを起動します。そして、M１－M２もしくはM３－M４
（4つ全てでない）がミュート条件（例：アクティブまた
はクローズ）を示唆します。（セクション3.5.4参照）

 警告。。。電源投入時のコントローラ操作
安全防護装置デバイスとメソッドが全ての機械やアプ
リケーションに適合する事を評価し、このコントロー
ラの電源投入動作が機械操作者に明白でない場合があ
る事に注意するよう、コントローラの設定やインスト
ール、維持する者の責任となります。

モニタされるシステムリセット
モニタされるシステムリセットはデフォルトで有効にな
り、システムをリセットする為にON持続時間が0.3～2秒
の間になければならないリセット入力でOFF－ON－OFF信
号を必要とします。

チェックをつけない場合（モニタされるシステムリセッ
トの無効）、システムのリセットの為にリセット入力は
OFFからONへの（リーディングエッジリセット）信号の
みを必要とします。

www.bannerengineering.co.jp



P/N JP133487 11

SC22-3とSC22-3Eセーフティコントローラ

取扱説明書
概要

1.8　パスワード概観

セキュリティに備える為セーフティコントローラは、場
合に応じパスワードの使用を要求します。コントローラ
のパスワード変更における詳細についてはセクション
4.5.6（PCI）とセクション5.3.4（OBI)をご参照下さい。

Note:パスワードを紛失した際のお問い合わせは
     弊社へご連絡下さい。

設定作成

•	セーフティコントローラPCインターフェイス（PCI）
プログラムを使用するコンピューターを介して（パ
スワード不要）

•	コントローラオンボードインターフェイス（OBI）を
介して（パスワード必須）

設定確認

•	電源のついたコントローラに接続したPCを使用しな
がらコンピューターを介して（パスワード必須）

•	電源のついたコントローラでOBIを介して（パスワー
ド必須）

コントローラへの確認済み設定の送信

•	SC-USB1ケーブルとPCインターフェイスプログラムを
使用しながらPCとコントローラ間の直接接続を介し
て（パスワード必須）

•	PC、XMカードプログラミングツール、XMカードを介
して（パスワード必須）

1.7　内部ロジック

コントローラの内部ロジックは、コントロールしている
入力デバイス信号全部がRUN状態であり、コントローラの
自己診断信号が故障なしの状態である場合に限り、安全
出力をONにできるよう設計されています。

安全
入力１

安全
入力２

安全
コントローラ

安全
出力１

停止 停止 モード（故障なし） OFF

停止 モード モード（故障なし） OFF

モード 停止 モード（故障なし） OFF

モード モード モード（故障なし） ON

上記の表は、安全出力１をコントロールするようマップ
される２つの安全入力デバイスのロジックを明記しま
す。もし安全入力デバイスが１つでも停止状態の場合
は、安全出力１がOFFになります。両方の安全入力がRUN
状態の時は、安全出力がONになります。

1.7.1	 追加機能

他のロジック機能は、セットされる一般的ANDロジック規
則のわずかな変化です。

•	両手操作コントロール：単一アクチュエータ機械循
環運転を防ぐように設計されている0.5秒のアクチュ
エータ同時性制限とアンチタイダウンロジックを取
り入れている機械開始信号

•	安全デバイスミューティング：危険の存在しない、
または危険へのアクセスが別の方法で保護される一
部の機械操作中の１つ以上の安全入力停止信号の自
動停止

•	安全デバイスバイパス：危険が別の方法で保護され
る際の１つ以上の安全入力停止信号の手動作動され
る一時停止

•	有効なデバイスコントロール：危険が起こりうる一
部の機械操作中の停止信号のアクティブ制御式手動
停止

これらの特別な場合に適応する規則については、付録Aで
説明しています。

1.9	 設定確認

コントローラは未確認の設定にも対応しますが、OBIまた
はPCIを使用して設定が確認された後にそれをアクティブ
だけします（パラメータに応じた設定と機能を採用）。

重要：　もし変更が確認済み設定にされたり、設定が確
認作業中に編集される場合は、PCIとコントローラが新規
としてこの変更された設定を認識し、アクティブや使用
される前に確認する事を要求します。

一度確認されれば、設定は再確認なしで保存や再利用が
できます。毎回コントローラにダウンロードする度にコ
ントローラに電源が入っていればいつでも、設定コード
は自動的に有効になります。確認済みまたは未確認の設
定は、Eメールを介して送る事ができます。コントローラ
への新しい確認済み設定の送信（ダウンロード）は、コ
ントローラのパスワード入力を必要とします。

www.bannerengineering.co.jp
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2．コンポーネントと仕様

2.1	 モデル

セーフティコントローラスターターキット
キットは、セーフティコントローラ、SC22-3またはSC22-
3E、端子台脱着可セット（モデルによって、スクリュー
かケージクランプタイプ）、USB　A/Bケーブル（一部の
キットに付属のPCとセーフティコントローラ間の直接接
続用）、外部不揮発性メモリカード（裏側にライトオン
ラベル付きのXMカード）、XMカードプログラミングツー
ル（一部のモデルに付属）、ユーザーCD（ソフトウェア
インターフェイス、オンラインマニュアル、イーサネッ
トリファレンスと設定手順を含む）とクイックスタート
ガイドを含みます。

キット 端子台タイプ 安全出力 状態出力 安全出力定格
USB　A/Bケー

ブル
XMカード

XMカードプロ
グラミングツ

ール

通信プロト
コル

SC22-3-S スクリュー

6つのPN端
子台

（3組）

10のステー
タス

それぞれの出
力に0.75A

―

付属

―

―
SC22-3-C クランプ

SC22-3-SU1 スクリュー
1.8m 付属

SC22-3-CU1 クランプ

SC22-3E-S スクリュー
10のステータ
スと32のバー
チャルステー

タス

それぞれの出
力に0.5A

― ―
イーサネット
I/PとModbus/

TCP

SC22-3E-C クランプ

SC22-3E-SU1 スクリュー
1.8m 付属

SC22-3E-CU1 クランプ

P/N JP13348712

型番 記述

SC22-3 交換用コントローラ（端子台なし）

SC22-3E
交換用コントローラ（端子台なし）、イーサネッ
ト互換

SC-XM1 外部メモリカード（XMカード）

SC-XM1-5 ５つのXMカードのバルクパック

SC-XMP XMカードに対するUSBプログラミングツール

SC-TS1 スクリュー端子台交換セット

SC-TC1 ケージクランプ端子台交換セット

SC-USB1 USB A/Bケーブル、1.8m

134534 PCIプログラムと取扱説明書を含むCD

交換用パーツとアクセサリー イーサネットケーブル

型番
長さ

シールド Cat5eクロスオーバー

STP07 STPX07 2.1m

STP25 STPX25 7.6m

STP50 STPX50 15.5m

STP75 STPX75 23m

www.bannerengineering.co.jp
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インターフェイスモジュール
SC-IM9シリーズのインターフェイスモジュールは、セーフティコントローラのみの使用に限ります（より高いAC／DC
電圧と電流と共に使用する為のドライ接点）。OSSD出力（付属のスクリュー端子台）には、10A出力、DINマウントハ
ウジング、取り外し可（取り付け可）端子台がついています。措置約72mmH、170mmD、45mmWか90mmWまたは140mmW（
モデルによる）。

Note：　外部デバイスモニタリング（EDM）は、ISO13849-1カテゴリとANSI/OSHAの信頼できる制御を準拠する
        ようNC接点を別々に配線する必要があります。

SC22-3とSC22-3Eセーフティコントローラ

取扱説明書
コンポーネントと仕様

型番 記述 電源電圧
入力

（セーフティコントロ
ーラ出力）

安全出力 出力定格 EDM接点

SC-IM9A
１つのセーフティコント
ローラ安全出力に利用

DC２４V
（付属のコン
トローラ）

２
（SO１） ３NO

１０A 各出力につき１NCペアSC-IM9B
２つのセーフティコント
ローラ安全出力に利用

４
（SO１とSO２）

全６つ
（各出力につき３NO）

SC-IM9C
３つのセーフティコント
ローラ安全出力に利用

６
（SO１、SO２とSO３）

全９つ
 （各出力につき３NO）

詳細についてはデータシートp/n131845をご参照下さい。

IM-T-9シリーズのインターフェイスモジュールには、6A出力、22.5mm DINマウントハウジング、取り外し可（取り付
け可）端子台がついています。5mAにはAC/DC1Vの弱電流定格、6AにはAC/DC250Vの高電流定格。

Note：　外部デバイスモニタリング（EDM）は、ISO13849-1カテゴリとANSI/OSHAの信頼できる制御を準拠する
        ようNC接点を別々に配線される必要があります。セクション3.6をご参照下さい。

型番 電流電圧 入力 安全出力 出力定格 EDM接点 Aux.出力

IM-T-9A

DC24V
２

（デュアルチャンネル配線）

３NO

６Ａ ２NC

―

IM-T-11A

２NO １NC

詳細についてはデータシートp/n62822をご参照下さい。

機械的に連結した接触器
さらなる１０Aまたは１６A 収容力をどの安全システムにでも供給します。使用する場合は、各安全出力につき２つ
の接触器（例：SO１に２つの接触器）が必要とされます。NC接点は外部デバイスモニタリング（EDM）回路で使用さ
れます。（Fig.3-13参照）

型番 電流電圧 入力 出力 出力定格

11-BG00-31-D024

DC24V
２（デュアルチャンネル配

線）
3NOと1NC

10A

11-BF18C01-024 18A

詳細についてはデータシートp/n111881をご参照下さい。
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SC22-3とSC22-3Eセーフティコントローラ

取扱説明書
コンポーネントと仕様

電力 DC24V、＋/－20％
SC22-3：0.4A（コントローラのみ）、5.9A（全定格負にて荷全ての出力がON）
SC22-3E：0.4A（コントローラのみ）、4.9A（全定格負にて荷全ての出力がON）
コントローラはSELV（接地なし回路の安全超低電圧）またはPELV（接地する回路の保護された超低電圧）電源
にのみ接続する必要があります。

安全・非安全入力
（２端子台）

入力ONしきい値：DC15V以上（保証付）、最大DC30V
入力OFFしきい値：DC5V以下（1つの故障でもあれば保証なし）、最小DC－3V
入力ON電流：DC24Vにて8mA標準的、2mA以上（1つの故障となら保証付）
DC24Vにて50mAピークコンタクトクリーニング電流
ソーシング電流：最小30mA連続　（最大DC3Vドロップ）
入力リード抵抗：最大300Ω（リードを通し150Ω）

安全出力
（６端子台、３二重化出力）

SC22-3定格出力電流：DC24Vにて最大0.75A（最大DC1.0Vドロップ）
SC22-3E定格出力電流：DC24Vにて最大0.5A（最大DC1.0Vドロップ）
出力OFFしきい値：DC0.6V標準的（最大DC1.2V。１つの故障となら保証付）
出力リーク電流：開放０Ｖで最大50㎂
負荷：リードを通し、最大0.1㎌、最大1H、最大10Ω

ステータス出力
（10端子台）

定格入力電流：DC24Vにて0.5A(個々の)、DC24Vにて1.0A(全出力の合計)
O1からO8へ（凡用）－出力OFF電圧：0.5Ｖ以下（負荷なし）、22KΩは0Vまで引き下げます。
O9からO10へ（凡用またはモニタされたミュートランプ）－
出力ON電圧：内部94 KΩがDC24Vまで引き上げます。
出力ON/OFFしきい値：DC24VにてDC15V+/-DC4V
NOTE: O9とO10にとって、出力がONの間、短絡または他の故障状態が出力をこのしきい値より下回る場合には、
ロックアウトが起こります。出力がOFFの間、開回路または他の故障状態が出力をこのしきい値を上回る場合に
は、ロックアウトが起こります。

応答・修復時間 応答時間（ONからOFFへ）：最大10ms（標準6msデバウンス。デバウンス時間が増加すれば、応答時間が増える
可能性があります。実際の応答時間の設定概要をご参照下さい。）
修復時間（OFFからONへ）：最大400ms（マニュアルリセットオプションにて）
修復時間（OFFからONへ）：最大400msと入力デバウンス時間（オートリセット）

オンボードLCD情報表示
―パスワードが必要

パスワード不要：
RUNモード（I/Oステータス）
故障（I/O故障検出と修復段階）
設定パラメータの点検
（I/Oプロパティと端子台）

パスワード必須：
設定モード
（設定を作成、変更、確認、ダウンロード）

環境定格 NEMA3(IEC IP54)内または優れたエンクロージャーの使用にNEMA1(IEC IP20)

動作条件 周囲温度：0℃～50℃

機械的応力 衝撃：11msに15g、正弦波の半周期、全18ショック（IEC61131-2ごとに）
衝突：16msに10g、全6000サイクル（IEC61496－1）
振動：3.5mm不定期/5Hzから9Hzにて1.75mm連続、9Hzから150Hzにて1.0g不定期と0.5g連続：（IEC61131-2につ
き）0.35mm単振幅/10Hzから55Hzにて0.70mm最大振幅（IEC61496-1につき）、軸につきスイープサイクル全部

EMC IEC61131-2、IEC61496-1(タイプ4)、TableE.1のIEC62061 AnnexE(さらなる免疫水準)のEMC要件に適合するかま
たはそれを超えます。

取り外し可端子台 スクリュー端子台
ワイヤのサイズ：AWG16,18,20,22,24(0.20-1.31mm２)
ワイヤの長さ：5.00mm
締め付けトルク：0.23Nm nominal
締め付けトルク：最大0.34Nm　
クランプ端子台
ワイヤのサイズ：AWG16,18,20,22,24(0.20-1.31mm２)
ワイヤの長さ：9.00mm
重要：クランプ端子台は１つのワイヤーだけに設計されています。もし１つ以上のワイヤが端子台に接続され
れば、ワイヤはショートにより緩んだり完全に端子台との接続を絶つ可能性があります。

www.bannerengineering.co.jp
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取扱説明書
コンポーネントと仕様

2.2	 仕様　（続き）

ネットワークインターフェイ
ス（SC22-3Eのみ）

イーサネット10/100ベース用T/TX、RJ45変調器、RJ45モジュラーコネクタ
選択可能オートネゴシエートまたはマニュアルレートとデュプレックス
オートMDI/MDIX(オートクロス)
プロトコル：イーサネット/IP(PCCC付き)、Modbus/TCP
データ：32設定可能バーチャル状態出力、故障診断コードとメッセージ、故障ログへのアクセス

製品性能規格 •	 IEC62061機械の安全性によるSIL CL3―安全関連の電気的、電子回路の、

プログラム可能な電気制御システムの機能安全性

•	 IEC61508電気的、電子回路の、プログラム可能な電子安全関連のシステムによるSIL3の機能安全性

•	 ISO13849-1(1999)やEN954-1(1996)等によるカテゴリ４

•	 ISO13849-1(2006)によるカテゴリ４業績水準(PL)e

•	 機械指令2006/42/ECの準拠

•	 IEC61131-2プログラム可能なコントローラ、パート２：設備要求とテスト

•	 UL508産業用制御設備

•	 UL1998プログラム可能なコンポーネントのソフトウェア

•	 ANSI NFPA79　産業用機械の電気規格

•	 IEC60204-1機械の電気設備：一般要求事項

•	 ISO13851(EN574)機械の安全性―両手操作コントロールデバイス－機能面と設計原理

•	 ISO13850(EN418)非常停止デバイス

他のアメリカや国際適用規格のリストに関して中の裏表紙もご参照下さい。

政府機関認定

ＳＣ２２－３Ｅの認定に関しては申請中です。

2.3	 寸法と製品ラベル

セーフティコントローラハウジングの横に
取り付けてあるラベルには、正しい製品使用と
現政府機関の承認を表示しています。

USBケーブルまたはイーサネットケーブルの為に最低65mm、
そして、XMカード挿入の為に最低43mmの隙間をあけて下さい。
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取扱説明書
システムインストール

3. システムインストール

3.1	 適切なアプリケーション

正しいセーフティコントローラのアプリケーションは、
コントローラと適合している機械や安全防護装置のタイ
プによって決まります。コントローラは、通常、停止信
号を受け機械サイクルのどの時点であっても、即座に、
動作を止めることができる機械でのみ使用される場合の
ある安全防護装置を結びつけます。安全防護装置がその
アプリケーションにふさわしく適確なインストール説明
書の指示に沿ってインストールされているかどうか確か
めるのは、ユーザーの義務になります。

ご使用中の機械が、このコントローラと適合するかご不
明な点が御座いましたら、弊社へお問い合わせ下さい。

 警告。。。スタンドアロンデバイスではありませ
ん。
このセーフティコントローラは、OSHA規則に定義され
ているスタンドアロン操作のポイント保護デバイスで
はありません。危険な機械から作業員を保護する為、
セーフティライトスクリーンやハードガードといった
操作のポイント保護デバイスをインストールする必要
があります。危険な機械への操作のポイント保護のイ
ンストールを怠った場合はけがや死亡事故に繋がる危
険があります。

 警告。。。この製品の安全なアプリケーションに
対しユーザーには責任があります。

このマニュアルで説明されているアプリケーション例
は、一般的防護状況を説明しています。全ての防護ア
プリケーションには、それぞれ別の要件があります。
全ての法的要求を満たし、全てのインストール指示に
従うよう、細心の注意が要求されます。安全防護装置
に関する質問につきましては、このマニュアルの裏表
紙に記載してある弊社電話番号または住所までお問い
合わせ下さい。

 警告。。。感電の危険
接続や、部品を交換する前に、セーフティコントロー
ラと防護された機械から必ず電源を切って下さい。
電気インストールと配線は、資格のある人員によって
作成される必要があり、NEC(電気工事規程)、
ANSI NFPA79またはIEC60203-1と-2、そして全ての適用
できる地域の規格とコードに対応していなければなり
ません。

 警告。。。システムをインストールする前に、こ
のセクションを注意してよくお読み下さい。

バナーのセーフティコントローラは機械防護安全装置
デバイスと連結して典型的に使用されるアクセサリー
デバイスです。この機能を実行するその能力は、アプ
リケーションの適切さや、セーフティコントローラの
適切な機械で電気インストールと保護される機械の結
びつきによって決まります。
すべての取り付け、インストール、結びつき、点検手
順に的確に従わない場合は、セーフティコントローラ
は設定された保護を提供する事はできません。
ユーザーは、インストールに関する全ての地域や国内
の法、規則、コードまたは条例と
全ての特定のアプリケーションにおけるコントロール
システムの使用を満たす事を確認する責任がありま
す。全ての法的要求が満たされ、そして、この説明書
に含まれるすべての専門的インストールとメンテナン
ス指示に従うよう細心の注意を払う必要があります。
システムのインストール前に、この説明書のセクショ
ン３を（そしてそのサブセクション）注意してよくお
読み下さい。この指示に従わない場合はけがや死亡事
故に繋がる危険性があります。
この説明書と適用安全法令に従って、ユーザーはこの
セーフティコントローラが適任者（用語解説参照）に
よって保護される機械にインストールし結びつけられ
る事を確認する責任があります。

3.2	 セーフティコントローラインストール 

セーフティコントローラは、標準の35mmDINレールトラッ
クにマウントします。それは、NEMA 3（IEC IP54）また
はそれ以上と準拠されるエンクロージャ内に、インスト
ールされなければなりません。どの方向にでも取り付け
可能です。ユーザーは、製品説明書と関連する規則の範
囲内に含まれる全ての指示に対応する必要があります。
信頼できる操作の為に、ユーザーは操作の仕様が上回ら
ないことを確実としなければなりません。密接にコント
ローラを囲んでいる空気が、その最大の動作温度を上回
らないようエンクロージャは十分な放熱を実現しなけれ
ばなりません。熱増強を減らす方法は、放出、強制的空
気流（例：換気扇）、十分なエンクロージャ外部表面
積、そしてセーフティコントローラと他の熱の源との間
にスペースをおく事を含みます。
（「操作条件」の仕様参照）

強烈な衝動力と高振幅振動がない便利な位置に、セーフ
ティコントローラを取り付けて下さい。

www.bannerengineering.co.jp
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静電放電（ＥＳＤ）は電子装置にダメージを与える事が
あります。これを防ぐ為に、下記のような、適切なＥＳ
Ｄ対処手順に従って下さい。

•	承認されたリストストラップ、又は、他の認可され
た接地製品を着用して下さい。

•	コントローラーを取り扱う前に接地物に触って下さ
い。

静電放電の管理に関する詳細は、ANSI/ESD S20.20を参照
下さい。

3.3	 安全入力デバイス

セーフティコントローラーの安全出力を制御することに
より、安全入力デバイスは、動作停止、またそうでなけ
れば、危険な状況を察知します。停止状態の安全出力
は、動作停止や機械アクチュエーターからのパワーの除
去をもたらします。（これが追加危険を作成しないと推
定する）

作動させる安全出力の為に、制御している安全入力デバ
イス全てが稼動状態になっていなければなりません。所
定の状況下で、いくつかの特別な安全入力デバイス機能
が安全出力をオンに保つ為に“停止信号”という安全入
力を一時的に中断させる事ができます。　(例：ミューテ
ィングやバイパッシング)

セーフティコントローラー入力構成は、種類に応じ、安
全機能のコントロールの損失をもたらすであろう故障と
障害を検波するようなっています。一度、そのような故
障や障害が検波されればセーフティコントローラーはそ
の問題が直るまでロックします。

他の入力構成にはこの検波機能がありません。いかなる
状況下、安全機能の損失をもたらしうる故障や障害の可
能性を排除するか最小限に抑えるためにも、セーフティ
コントローラーの導入と連携した安全性と安全保護対策
の導入をお勧めします。

これらの故障の可能性を排除、又は、最小限に抑える方
法に加え、制限させないためには以下の通りである：

•	物理的に、双方とパワーの二次電源装置から制御線
を相互接続しながら分離する。

•	別々の導管、実行、チャンネルで制御線を相互接続
するルート設定する。

•	1つのコントロールパネルの中にお互いに隣接するす
べての要素（モジュール、スイッチ、制御下におけ
るデバイス）を置き、そして直接短い線に接続させ
る。

•	緊張救援の部品ですが、マルチ導体ケーブリングと
複数のワイヤを適切にインストールする。

•	ポジティブオープニングやダイレクトドライブ部品
を使用し、陽電極モードでインストールし、取り付
ける。

入力 入力

S1.......S11 S12......S22

2 x 24V dc

2 x 0V dc

O1......O10
状態出力 安全

出力

S01 S02 S03

0V dcシステムリセット

Figure 3-1  入出力端子の位置

 注意．．．破損と故障
セーフティコントローラーの安全制御は付属書Ａの説
明通り、異なったレベルの保全における入力装置に適
合させれます。ユーザーは、適したレベルの統合を決
定する為に危険性評価（リスクアセスメント）を行わ
なければなりません。ユーザーも、安全機能の損失を
起こしうる故障や障害の可能性を排除、もしくは最小
限に抑える必要があります。

3.3.1	 信号：実行RUN状態と停止状態

デュアルチャネル安全入力デバイスは２つの別々の信号
線があります。デバイスがRUN状態の際は、いくつかのデ
バイスのデュアルチャンネル信号は両方共に陽電極
（＋２４Ｖ　ｄｃ）になります。デバイスがRUN状態の
際、他は一つのチャンネルが２４Ｖ　ｄｃでもう一つが
０Ｖ　ｄｃのコンプリメンタリ回路構造をもちます。明
確にＯＮ（例：２４Ｖ　ｄｃ）やＯＦＦ（例：０Ｖ　ｄ
ｃ）であるとしての安全入力デバイスを言及する代わり
に、このマニュアルはRUN状態、停止状態のコンベンショ
ンを導入しております。

3.3.2	 安全入力デバイス特性

コントローラーは、複数の種類の安全入力デバイスに順
応できるように作られています。ただしコントローラー
がそれらの信号を正確にモニターできるように多くのデ
バイス特性を確立しなければなりません（ＯＢＩもしく
はＰＣＩインターフェースを使用）。この構成可能な特
性は下記を含みます。

•	デバイス名　-　コントローラーによって自動的に生
成され、ユーザーによる変更も可能です。

•	回路形式　–　入力デバイスの定義を選択できる回路
と信号のコンベンションオプション

www.bannerengineering.co.jp



非常停止 セーフテ
ィゲート

光学セン
サー

両手操作
コントロ
ール

ロープ式
スイッチ

プロテク
ティブ
停止

セーフテ
ィマット

イネーブ
リングデ
バイス

ミュート
センサ

バイパス
スイッチ

EDM

回路タ
イプ

7 13 10 7 10 10 1 10 7 10 2

リセット
ロジック

オート/
マニュ
アル

オート/
マニュ
アル

オート/
マニュ
アル

オート
オート/
マニュ
アル

オート/
マニュ
アル

オート/
マニュ
アル

オート オート オート －

I/Oマッ
ピング

I/O I/O I/O I/O I/O I/O I/O I/O I/I I/I I/O

信号
COS＊

S/C S/C S/C S S/C S/C - S/C S S/C S

デバウン
スタイム

あり あり あり あり あり あり あり あり あり あり なし

起動テ
スト

－ あり あり － － － － － － － －

機能時間
制限

－ － － － － － － あり あり あり －

ミュータ
ブル

－ あり あり あり － － あり － － － －

バイパス
機能

－ あり あり あり － あり あり － － － －
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•	 リセットロジック－オート（トリップモード）また
はマニュアル（ラッチモード）

•	 端子数－デバイスの入力端子台アサイン

•	 I/Oマッピング－入力と出力間、または入力間のロジ
ックコントロール関係

•	 信号状態変化－同時または並列タイプと信号コンベ
ンション（高または低）

•	 信号デバウンスタイム－信号状態遷移タイム

•	 起動テスト－毎回パワーアップ後に必要なオプショ
ン予防の安全入力デバイステスト

•	 機能時間制限－機能が稼動するのを許可する調整可
能な時間制限

•	 ミュート機能－デバイスをミュートできるかどうか

•	 バイパス機能－デバイスをバイパスできるかどうか

回線タイプ：接点とソリッドステート回路
下の表は、コントローラがモニタできる多くの入力デバ
イスと回路タイプを説明したものです。これらのプロパ
ティを設定する事ができ、これに対するデバイスを強調
表示します。これらのいくつかのトピックの詳細は、以
下のパラグラフに含まれます。

NOTE：すべての回路タイプが、ISO13849-1のカテゴリ4の
      分類を満たすというわけではありません。
      安全回路整合性レベルに関する議論におきまし
      ては、付録Ａ（セクションA.1）をご参照下さい。

リセットロジック：マニュアルまたはオートリセット
制御する安全出力をONにする事が許容される前に、マニ
ュアルリセットを必要とするよう、安全入力デバイスを
設定する事ができます。リセットが実行されるまで、安
全出力はOFF状態に「ラッチ」するので、「ラッチ」モ
ードと呼ばれる事があります。安全入力デバイスがオー
トリセットまたは「トリップ」モード用に設定される場
合、制御する安全出力は、入力デバイスがRUN状態に変わ
る際に、ONに戻ります（他の全ての制御している入力も
またRUN状態を提供）。

リセット規則とタイプに関しては、セクション3.4で説明
しています。

端子数：入力デバイスへの接続
コントローラは、どのデバイス信号線が、配線端子に接
続されるのか把握している必要があります。これによ
り、メソッド、実行/停止コンベンション、タイミング規
則と故障規則をモニタしている適切な信号を適用できる
ようになります。端子台は、設定プロセス中、自動的に
割り当てられますが、端子台アサインは、オンボードイ
ンターフェイスかPCインターフェイスを用いて手動で変
更できます。

＊信号状態変化：１９ページ参照

 Ｓ：同時

 Ｃ：並列
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信号状態変化タイプ
同時または並列な２つの状態変化（COS）タイプは、デュアルチャンネル安全入力デバイス信号をモニタする際に使
用できます。それぞれの回路タイプの規則は下記の表にあげられています。

入力回路タイプ 回路シンボル
入力信号停止状態COSタイミング規則 入力信号実行状態COSタイミング規則

下記の際に安全出力がOFFになります 下記の際に安全出力がONになります

デュアルチャン
ネルAとB補助

停止状態の少なくとも１つのチャンネル
（ＡまたはＢ）入力

同時
AとB両方とも停止状態で、それから出力が
ONになる前の３秒以内に両方の実行状態で
ある

並列
AとB並行して停止状態で、それから出力を
ONにする為、同時性を持たず両方実行状態
である

デュアルチャン
ネルAとB

２X補助AとB
停止状態の一対の接点の範囲内で少なく

とも１つのチャンネル（AまたB）

同時
AとB並行して停止状態、それから400ms（両
手操作コントロールで150ms）以内に実行状
態のチャンネル内の接触、3秒以内に実行状
態の両チャンネル (両手操作コントロール
で0.5秒)の接触

並列
AとB並行して停止状態、それから３秒以内
に実行状態のチャンネルに接触。同時性を
もたない実行状態の両チャンネル

デュアルチャン
ネルセーフティ

マット

入力チャンネルが同時に短絡。または、
少なくとも１つの配線が未接続。
または、通常低チャンネルのうちの

１つが、高で検出。または、
通常高チャンネルのうち１つが、

低で検出。

それぞれのチャンネルが自身のパルスを
検出

Note：
1.	 制御する入力の１つが停止状態である際は、安全出力がOFFになります。
2.	 もしこれらの安全入力がマニュアルリセットに設定され停止状態であった場合、制御する入力すべてが実行状態、及び、マニュアルリ

セットが実行された後に限り、安全出力はただONになるだけです。

セーフティマット、４端子

２X補助PNP

２X補助、５端子

２X補助、４端子

デュアル
チャンネ
ル、２
端子

デュアル
チャンネ
ル、３
端子

デュアル
チャンネ
ル、４
端子

デュアル
チャンネ
ルPNP

補助、
２端子

補助、３
端子

補助PNP
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信号デバウンスタイム
クローズ‐オープン・デバウンスタイム（1msインターバ
ルで、6~100ms）。クローズ‐オープン・デバウンスタイ
ムとは、高い(DC24V)状態から安定した低い(DC0V)状態へ
の遷移の入力信号の為に必要な時間制限です。高振幅デ
バイス振動、衝撃、またはスイッチノイズ状態がより長
い信号遷移タイムをもたらす場合に、この制限時間を増
やす必要がある場合があります。これらの過酷な状況の
下でデバウンスタイムをあまりに短く設定される場合、
システムは信号相違異常を検出し、ロックアウトする事
があります。(デフォルト設定は6ms)

 注意。。。デバウンスと応答
クローズ‐オープン・デバウンスタイムのどんな変更
でも、安全出力応答（OFFにする）時間に影響を及ぼし
ます。設定が作成される時に、この値を各安全出力ご
とに計算し表示します。値はまた、オンボードインタ
ーフェイスとPCインターフェイス構成概要文書に記載
されます。(デフォルト設定は6ms)

オープン‐クローズ・デバウンスタイム（1msインターバ
ルで、10~500ms）。オープン‐クローズ・デバウンスタ
イムとは、低い(DC0V)状態から安定した高い(DC24V)状態
への遷移の入力信号の為に必要な時間制限です。
高振幅デバイス振動、衝撃、またはスイッチノイズ状態
がより長い信号遷移タイムをもたらす場合に、この制限
時間を増やす必要がある場合があります。これらの過酷
な状況の下でデバウンスタイムをあまりに短く設定され
る場合、システムは信号相違異常を検出し、ロックアウ
トする事があります。(デフォルト設定は50ms)

 注意。。。応答時間

•	補助デバイスの為の応答時間は、オープンにして
いるクローズ接点に基づいており、クローズして
いるオープン接点ではありません。両方とも停止
信号をもたらしますが、1つだけが応答時間を決定
します。

•	オープン‐クローズ・デバウンスタイムのどんな
変更でも、安全出力反応（OFFにする）時間に影響
を及ぼします！

•	ON/OFF入力と有効であるデバイス入力の構成デバ
ウンスは、計算され、確認される応答時間の一部
ではありません。

3.4	 非安全入力デバイス

非安全入力デバイスには、マニュアルリセットデバイ
ス、ON/OFFスイッチ、そしてミュートイネーブルデバイ
スが付属してあります。

設定可能プロ
パティ

マニュアルリ
セット

ON/OFF
ミュート    
イネーブル

回路タイプ ３ ３ ３

入力と出力マ
ップ

I/O I/O I/I

デバウンスタ
イム

50msで固定

クローズ    
‐オープン：

6-100ms
オープン    

‐クローズ：
10-500ms

50msで固定

モニタ/非モ
ニタ

あり － －

マニュアルリセットデバイス。マニュアルリセットデバ
イスは、マニュアルリセットを必要とするよう設定され
ている安全入力デバイスが、オープンまたはクローズし
た後に、リセット信号を作成するのに用いられます。そ
のマニュアルリセット操作が実行された後、安全入力デ
バイスにより制御されるどの安全出力もONにする事がで
きます。セクション3.4の警告をご参照下さい。

ON/OFFスイッチ。ON/OFFスイッチは、機械にONまたはOFF
コマンドをもたらすのに用いられます。制御している全
ての安全入力がRUN状態である際に、この機能は安全出力
がONまたはOFFになるよう許容します。これは、単一チャ
ンネル信号であり、RUN状態はDC24Vで、停止状態はDC0V
になります。

ミュートイネーブルスイッチ。ミュートイネーブルスイ
ッチは、ミュート機能の実行の為にミュートセンサが許
容される際、コントローラに信号を送るのに用いられま
す。ミュートイネーブル機能が設定される際、ミュート
イネーブル信号がRUN状態になるまで、ミュート機能を実
行するのにミュートセンサは無効になります。これは、
単一チャンネル信号であり、有効な（RUN）状態はDC24V
で、無効な（停止）状態はDC0Vになります。
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3.5 リセット

２つのリセットタイプが可能です。

•	 マニュアルリセット：マニュアル（ラッチモード）
リセットの為に構成される安全入力デバイスから停
止信号に反応してOFFになった安全出力をリセットす
るのに用いられます。リセット信号タイプは、モニ
タ、または非モニタされるように構成する事ができ
ます（デフォルト設定はモニタされます）。

•	 システムリセット：新しい構成が変更された後、故
障状態から回復するか、コントローラを再起動する
のに用いられます。このリセットデバイス（ボタン
またはスイッチ）は、SRに分類される安全コントロ
ーラ上の専用の入力端子に接続します。リセット信
号タイプは、モニタ、または非モニタされるように
構成する事ができます（デフォルト設定はモニタさ
れます）。

同じ安全出力にマップされるオート/マニュアルリセッ
ト入力。安全入力デバイスは、マニュアル（ラッチモー
ド）またはオート（トリップモード）リセットのどちら
にも構成する事ができ、そして、両タイプを同じ安全出
力にマップする事ができます。安全出力をONにするに
は、すべての関連した安全入力デバイスは、RUN状態であ
る必要があります。１つ以上のこれらの安全入力デバイ
スをマニュアルリセット用に設定し、停止状態からRUN状
態へ変更する場合、ONになる前に、出力は有効なマニュ
アルリセット信号を必要とします。Fig.3-2をご参照下
さい。

マニュアルリセットの為にそれぞれ構成される2つの安全
入力が、同じ安全出力にマップされる場合、1つの有効な
リセット操作だけが安全出力をリセットするのに要求さ
れます。全安全入力が、RUN状態である安全出力にマップ
される際、マニュアルリセット操作は有効になり、マニ
ュアルリセットが実行されます。安全入力がRUN状態にな
る前にマニュアルリセットが実行される場合、マニュア
ルリセット信号は無視されます（両手操作コントロール
とON/OFF入力の場合を除く）。Fig.3-3をご参照下さい。

リセットに関する詳細については、セクション6.3とセク
ション6.4をご参照下さい。

 警告。。。リセットスイッチの設置場所

システムリセットのプッシュボタンは外部と危険エリ
アの全景からに限りアクセス可能である必要がありま
す。リセットスイッチは保護されたスペース内からも
手の届かない所でなければならず、許可されていない
操作、または不注意な操作を防止していなければなり
ません（例：リングまたはガードによる）。リセット
スイッチから見えないエリアがある場合、防護装置の
追加的手段を備えていなければなりません。

指示に従わない場合、重大なけがや死亡事故に繋がる
危険性があります。

安全デバイス１
（オート）

安全デバイス２
（マニュアル）

マニュアルのモニタされ
るリセット入力

安全出力

Fig.3-2 同じ安全出力（安全出力にディレーは
        ありません）タイミングロジックにマップされ
        るオート/マニュアルのモニタされるリセット
        安全入力

安全デバイス１
マニュアルのモニタされるリセット

安全デバイス２
マニュアルのモニタされるリセット

マニュアルのモニタされ
るリセット入力

安全出力

Fig.3-3　同じ安全出力、タイミングロジックにマップさ
         れる、一般のリセットによる安全入力
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コントロールしている全ての安全入力デバイス信号とコ
ントローラの自己診断信号がRUN状態であり、故障状態が
ないとレポートする場合に限り、安全出力がONにできる
ようコントローラの内部ロジックは設計されています。
以下のテーブルは、内部ロジックを示します。

3.6.3	 イネーブリングデバイス

イネーブリングデバイス。イネーブリングデバイスは、
危険が起こりうる一部の機械動作の間、活発に停止信号
のサスペンションをコントロールします。イネーブリン
グデバイスは、機械の危険な部分が実行するのを許容し
ますが、それを起動しないで下さい。もう１つのデバイ
スからの個々の機械コマンド信号は、危険モーションを
起動するのに必要です。使用する際、このイネーブリン
グデバイスは、極度の危険をOFFにするか権限を停止させ
る必要があります。イネーブリングデバイスは、「ライ
ブマンペンダント」とも呼ばれます。

イネーブリングデバイスを、１つ以上の安全出力にマッ
プする事ができます。イネーブル信号が停止状態からRUN
状態へ起動する際、コントローラはイネーブルモードに
なります。このモードでは、割り当てられたEDM入力の
いずれかをクローズし（出力がONになった後、オープン
する場合があります）、コントロールしている非常停止
またはロープ式スイッチの全てがRUN状態である場合、
関連付けられた安全出力がONになります。非常停止とロ
ープ式スイッチデバイスを除いては、コントローラがイ
ネーブルモード中、他の全ての安全入力信号（RUNまた
は停止）を無視します。イネーブルモード中、安全出力
イネーブリングコントロールは、イネーブリングデバイ
ス機能内にあります。反復イネーブルサイクルを許容し
ます。

イネーブルモードを終了するには、イネーブリングデバ
イスがOFF状態であり、システムリセットを実行する必要
があります。詳細については、付録A.9をご参照下さい。

イネーブリングデバイス時間制限。イネーブリングデバ
イス時間制限を、１秒～30分の間で調整する事ができま
すが、無効にする事はできません。その時間制限が切れ
た際、関連付けられた安全出力はOFFになります。元の時
間制限値をセットした時間制限リセットによる新しいイ
ネーブルモードサイクルを起動するには、イネーブリン
グデバイスはONからOFFへ切り替わり、ONに戻る必要があ
ります。

イネーブルモードの間、イネーブリングデバイス機能に
よってコントロールされる安全出力と関連した全てのON/
OFFディレータイムは、守られます。

3.6	 安全入力機能

3.6.1	 内部ロジック

安全入力
１

安全入力
２

安全出力
１

停止 停止 OFF

停止 RUN OFF

RUN 停止 OFF

RUN RUN ON

このテーブルは、安全出力1をコントロールするようにマ
ップされた2つの安全入力デバイスの為に、ロジックを示
します。安全入力デバイスのいずれかが停止状態である
場合、安全出力はOFFになります。安全入力とコントロ
ーラの両方がRUN状態である場合、安全出力1はONになり
ます。

両手操作アクチュエータが機械サイクルを始めるようRUN
信号を出す為には、両手操作コントロール機能は、0.5
秒間に次々とそれぞれアクティブにする事を必要としま
す。両手操作コントロールデバイスは、安全出力をONに
する為に、常に最後の出力（時間内に）となります。
１つ以上の他のコントロールしている入力デバイスが、
マニュアルリセット用に設定され機械を停止するのに用
いられる場合、両手操作コントロールデバイスが機械を
再度繰り返す事が出来る前に、マニュアルリセットを実
行する必要があります。詳細については、付録A.５をご
参照下さい。

3.6.2	 両手操作コントロール（THC）

両手操作コントロール
デバイス

安全デバイス２
(マニュアルリセット)

リセット信号

安全出力

Fig. 3-4　両手操作コントロールデバイスと
          マニュアルリセット安全入力デバイス・
          タイミングロジック

電源投入保護の両手操作コントロール起動。
両手操作コントロールアクチュエータがRUN状態である
間、最初に電源を供給する際、コントローラの両手操作
コントロールロジックは、割り当てられた安全出力をON
にするように許容はしません。両手操作コントロールア
クチュエータは、安全出力がONにできる前に、停止状態
に変更し、RUN状態に戻す必要があります。

両手操作コントロールデバイスには、マニュアルリセッ
トオプションがありません。

イネーブルデバイス

安全デバイス

安全出力
（ONディレー）

システムリセット

イネーブルモード

*非常停止またはロープ式スイッチである場合を除く。

イネーブル
モードON

イネーブル
モードOFF

ON
ディレー

ON
ディレー

無関係*

Fig.3-5　イネーブリングデバイスとイネーブルモード・
         タイミングロジック
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3.6.4	 ミュート機能

差し迫った危険がなく、または危険へのアクセスが保護
される際に、安全デバイスミューティングは、一部の機
械動作の間、自動的にコントロールされた１つ以上の安
全入力停止信号のサスペンションになります。ミューテ
ィングセンサを、以下の「ミュータブル」安全入力デバ
イスの１つ以上にマップする事ができます。

•	セーフティゲート(インターロック)スイッチ

•	光学センサ

•	両手操作コントロール

•	セーフティマット

（非常停止ボタン、ロープ式スイッチ、防護停止、イネ
ーブリングデバイス、外部デバイス取り付け、バイパス
スイッチは、「非ミュータブル」デバイスまたは機能だ
と言われています。）

少なくとも2つのミュートセンサが、それぞれのミューテ
ィング操作に必要です。割り当てられた安全出力が操作
を完了する為にONを維持できるよう、１ペアか２ペアの
ミュートセンサを１つ以上の安全入力デバイスにマップ
する事ができます。

ミュートイネーブル。オプションのミュートイネーブル
機能は、ミュート機能が適切な時間だけに許容されるよ
うに設定する事が可能です。ミュートイネーブル入力デ
バイスを、ミュータブル安全入力デバイスにマップして
いる場合、ミュートイネーブルスイッチがミュートサイ
クルを起動している際にイネーブル（DC24V)状態である
場合に限り、この安全入力デバイスをミュートする事が
できます。ミュートサイクルが起動した後、ME入力をOFF
にする事ができます。ミュートイネーブル入力デバイス
を、１つ以上のミュータブル安全入力にマップする事が
できます。

NOTE：ミュートイネーブルとは、安全保護機能でなく、

      機械ロジック機能です。

P/N JP133487 23

ミュート時間制限（バックドアタイマ）。制限時間は、
ミュートサイクルがどの位、アクティブを許容するか制
限するよう確立が可能です。制限時間を、1秒～30分まで
調節する事ができます。異なる制限時間は、ミュータブ
ル安全入力デバイスごとにセットが可能です。ミュート
にもなる他の入力デバイスは、それら自身のミュート制
限時間設定だけに影響を受けます。ミュート制限時間は
無効にもできます。無効である場合、その入力デバイス
によるミュート機能の制限時間は無限です。

電源投入時のミュート機能。もし設定した際に、ミュー
ト安全入力がアクティブ（RUN状態またはクローズ）であ
れば安全コントローラへ電源投入後に電源投入時のミュ
ート機能がミュートサイクルを起動します。そして、Ｍ
１－Ｍ２もしくはＭ３－Ｍ４（４つ全てでない）がミュ
ート状態（例：アクティブまたはクローズ）を示唆しま
す。（下記、警告参照）

 警告。。。電源投入時のミュート

電源投入時のミュート機能は、下記のアプリケーショ
ンだけに用いる必要があります。

•	電源投入時のシステム（M1とM2クローズ）にミュ
ーティングが必要である。

•	どんな状況下でも、電源投入時のミュート条件の
使用が、作業員を危険にさらさない。

•	電源投入時のミュート無効。電源投入時のミュート
オプションが無効である際、コントローラは、たと
え有効なミュートサイクルの条件を電源投入で満た
していても、ミュートサイクルにはなりません。ミ
ュートイネーブル条件に関する詳細につきまして
は、付録A.11をご参照下さい。
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•	電源投入時のミュートイネーブル。電源投入時のミ
ュートオプションが有効である際、有効なミュート
サイクルの条件を電源投入で満たす場合、コントロ
ーラはミュートサイクルになります。開始し維持さ
れるミュートサイクルの為に、特定の有効なミュー
ト信号状態がある必要があります。

オート電源投入が構成される場合、コントローラは、入
力デバイスが電源投入時に直ちにアクティブでない可能
性のあるシステムに対応するように約２秒でアクティブ
（クローズ）を可能にします。

マニュアル電源投入が構成され、他の全ての条件が満た
される場合、ミュート安全入力のアクティブ（RUN状態ま
たは、クローズ）後に、最初の有効なシステムリセット
がミュートサイクルをもたらします。

ミュートサイクルが期待される際に安全性を保証できる
場合、電源投入時のミュート機能の使用のみが必要であ
り、この機能の利用はリスクアセスメントの結果で、そ
の特定の機械操作によって必要とされます。

3.6.5	 バイパス機能

差し迫った危険がない際に、安全デバイスバイパスを手
動でアクティブにし、１つ以上の安全入力停止信号の一
時的なサスペンションになります。バイパススイッチ
を、以下の安全入力デバイスの１つ以上にマップする事
ができます。

•	セーフティゲート(インターロック)スイッチ

•	光学センサ

•	両手操作コントロール

•	セーフティマット

•	プロテクティブ停止

バイパススイッチ信号がバイパス（RUN）状態に変わる
際、これらの安全出力にマップされる他の全ての回避さ
れていない安全デバイスがRUN状態である場合に限り、回
避された安全入力デバイスにより支配される全ての安全
出力をONにする、またはONを保持します。

バイパス時間制限。バイパス機能制限時間は、どの位、
安全入力デバイスバイパスがアクティブになるかを制限
するよう確立が可能です。制限時間を、1秒～30分まで調
節する事ができ、この制限は回避された全ての安全デバ
イスに適用します。制限時間の終わりに、安全出力制御
権は、回避された安全入力デバイスに返されます。

ミュート付きバイパス。ミュートセンサが安全入力デバ
イスにマップされ、安全入力デバイスが停止状態である
場合、少なくとも１つのミュートセンサが新しいバイパ
スサイクルを始める為にミュート（RUN）状態でなければ
なりません。条件がバイパスにとって正しい場合、ミュ
ート状態出力表示（構成される場合）は1Hzで点滅し始め
ます。

 警告。。。ミュートとバイパス

•	ミュートとバイパス操作を、人身リスクを最小限
に抑えるようにしなければなりません。ミュート
とバイパスアプリケーションを作成する際、以下
の規則と方法が実装される必要があります。

•	１つ以上の多重二重化ミュートセンサペアまたは
デュアルチャンネルキー担保付のバイパススイッ
チを用いて、予期せぬ停止信号サスペンションを
警戒してください。

•	無理のない（必要内で）ミュートとバイパス機能
制限時間を設定して下さい。

 警告。。。ミュートとバイパス機能使用

これらの規則に従わない場合は、重大なけがや死亡事
故に繋がる危険性があります。詳細につきましては、
付録A.10とA.11をご参照下さい。

ミュートイネーブル

安全入力

ミュートセンサペア

安全出力

ライトスクリーン

ミュートセンサ1(2)

バイパススイッチ

ONまたはOFF

ミュートセンサ2(1)

安全出力

無関係*

終了した
バイパスタイム

Fig. 3-6　ミュートイネーブルによる１つのミュート
          センサペアの為のタイミングダイヤグラム

Fig.3-7　ミュートセンサとバイパススイッチによる
         ライトスクリーン・タイミングロジック
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3.7	 EDM、OSSD（安全出力）、FSD接続

コントローラの安全出力は、機械の電力接点の状態を
モニタするのに使用可能なセットのノーマルクローズ
（NC）強制ガイド（機械的に接続）接点のある外部リレ
ー、接触器、または他のデバイスを制御する事ができま
す。デバイスがOFFの場合は、モニタリング接触はノーマ
ルクローズ（NC）になります。この能力により、コント
ローラはロード中のデバイスが安全出力に対応している
か、あるいはノーマルオープン接点が繋ぎ目なしでクロ
ーズ、またはONになる可能性があるかを検出する事がで
きます。

EDM機能は、この種の故障をモニタし、MPCEとFSDを含む
デュアルチャンネルシステムの機能的総合性を確実にす
る為の方法を提供します。

EDM入力を、1つの安全出力にのみマップする事ができま
す。

EDM入力は、1のチャンネルモニタリング、2のチャンネル
モニタリングまたはモニタリングなしといった3つの方法
で構成される事ができます。OSSD出力が直接MPCEまたは
外部デバイスの電源OFFをコントロールする際、1のチャ
ンネルと2のチャンネルEDMが使用されます。

•	１つのチャンネルモニタリング：コントローラで制
御される各デバイスから強制ガイド（機械的に接
続）されるクローズモニタ接点の直列接続。コント
ローラ出力のリセットができる（マニュアルまたは
オート）前に、モニタ接点をクローズする必要があ
ります。リセットが実行され安全出力（OSSD）がON
になった後は、モニタ接点の状態がモニタされる事
はもうなく、状態を変える可能性があります。ただ
し、モニタ接点をONからOFFにし、OSSD出力の250ms
内にクローズする必要があります。

•	２つのチャンネルモニタリング：コントローラで制
御される各デバイスから強制ガイド（機械的に接
続）されるクローズモニタ接点の独立した接続。
コントローラのリセットができOSSDがONにできる
前に、両方のEDM入力をクローズする必要がありま
す。OSSDがONである間、入力が条件（両方ともオー
プンか両方ともクローズ）を変える可能性がありま
す。入力が250ms以上の間、正反対の状態を保持する
場合、ロックアウトが起こります。

•	モニタリングなし：モニタリングなしが必要な場合
は、1つのチャンネルまたは2つのチャンネルオプシ
ョンを選択しないで下さい。コントローラがカテゴ
リ3またはカテゴリ4のアプリケーションで、EDM機能
を使用しない場合、使用者は、外部デバイスに単一
の故障が発生し、また故障が重なっても危険な状態
にならず、連続した機械サイクルが防止される事を
確認しなければなりません。

EDM接続に関してご注意下さい。
少なくとも１つのノーマルクローズ、各MPCE、または
EDMの強制ガイドモニタリング接点を、MPCE（Fig.3-12
からFig.3-15参照）の状態のモニタのために接続す
る事を強くお勧めします。これが完了している場合
は、MPCEの適当な操作が確認されます。MPCEモニタリ
ング接点は、信頼できる制御を維持するのに用いられ
る必要があります。

3.7.1	 外部デバイスモニタリング（EDM）

 注意。。。EDM設定

アプリケーションにこの機能が不要である場合、ユー
ザーには、これが危険な状況をもたらさない事を確認
する責任があります。

DC24V

安全入力デ
バイス

セーフティコントローラ

単一チャンネルのEDMは、両方のMPCEフィードバック
信号をモニタしたものです。１つまたは両方のチャン
ネルがクローズしていない場合、システムはロックア
ウト状態になります。

Fig. 3-8　１つのチャンネルEDM接続

DC24V

安全入力デ
バイス

セーフティコントローラ

デュアルチャンネルEDMは、両方のMPCEフィードバッ
ク信号をモニタするのに用いられます。チャンネル
が同じ状態でなければ、システムはロックアウト状
態になります。

Fig. 3-9　２つのチャンネルEDM接続
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3.7.2	 安全出力

セーフティコントローラには、3ペアのソリッドステート
安全出力（SO1a、SO1b、SO2a、SO2b、SO3a、SO3b）があ
ります。各ペアは、2つの出力信号スイッチングデバイス
で構成されています（OSSD。Fig.3-13参照）。ソリッド
ステート安全出力は、電源電圧に、互いに、そして他の
電気エネルギ源に対するショートを検波するため、活発
にモニタされます。故障が検出されれば、出力はOFF状
態に切り替わります。最高レベルの安全性と信頼性を必
要とする回路のために、どちらか一方のOSSDが緊急時に
は、安全出力によって制御される防護された機械の運動
を止める事ができなければなりません。

OSSD出力接続

機械の安全関連した制御システムが機械の一次制御要素
（MPCE）への回路、または電力を中断するように、出力
信号スイッチングデバイス（OSSD)出力を機械制御に接続
する必要があります。これにより、危険な状態をもたら
す事はありません。

安全出力がOFF状態になる時、ファイナルスイッチン
グデバイス（FSD）が通常OSSD出力接続を遂行しま
す。Fig.3-13をご参照下さい。

機械にOSSD接続を作り、コントローラをインターフェイ
スで連結する前に、出力仕様（セクション2.2）と下記の
警告をご参照下さい。

ONディレーとOFFディレー

各安全出力を、ONディレーかOFFディレー（Fig.3-12参
照）のどちらかで機能するように構成する事ができ、制
限時間の経過後のみ、出力がONまたはOFFになります。出
力は、ONディレーとOFFディレーの両方を持つ事ができま
せん。ONとOFFの時間遅延制限オプションは100msから5分
（100ms単位で）まであります。

現在のオプションは、可能な場合はいつでも、内部故障
とシステム故障によるOFFディレーを守るようになってい
ます。

安全出力

最大
250ms

無関係

安全入力

S01

 警告。。。OFFディレー

たとえOFFディレータイマが動き出す原因となる安全な
入力の遅延時間が切れる前にRUN状態へ変わっても、安
全出力OFFディレー時間は守られます。ただし、停電ま
たは電力損失の場合には、OFFディレー時間は、即座
に終了する事ができます。そのような差し迫った機械
停止状態が潜在的危険を引き起こす恐れがある場合、
追加の安全防護手段によってけがを防ぐ必要がありま
す。

ON

OFF

EDM
クローズ

オープン
無関係

Fig. 3-10　安全出力に関する１つのチャンネルEDM状態

無関係

最大
250ms

最大
250ms

安全出力

EDM 1
クローズ

オープン

EDM 2
クローズ

オープン

Fig.3-11a.　チャンネル間のタイミングによる２つの
            チャンネルEDM

必ずEDM２に一致 必ずEDM２に一致

必ずEDM1に一致 必ずEDM1に一致

安全出力

EDM 1
クローズ

オープン

EDM 2
クローズ

オープン

ON

OFF

Fig. 3-11b. 安全出力に関する２つのチャンネルEDM状態

S01
OFFディレー ディレー

500ms

Fig.3-12 OFFディレータイミングロジックによる安全出力
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最も一般的なのは強制ガイドされた（機械的に接続）リ
レーまたはインターフェイシングモジュールですが、フ
ァイナルスイッチングデバイス（FSD）はさまざまな形態
をとれます。接点間の機械的接続は、回路の特定の故障
をモニタしている外部デバイスによってデバイスをモニ
タできます。

アプリケーション次第で、FSDの使用はコントローラの
OSSD出力とは異なる電圧と電流のコントロールを容易に
する事が可能です。FSDはまた、複数の安全停止回路を作
製する事によってさらなる危険を制御するのに用いられ
る事もできます。

安全（保護）停止回路

安全停止は、安全防護目的ために、動きまたは危険な状
況の正しい停止を可能にし、MPCEより動きの停止と電力
の除去をもたらします（これが更なる危険を起こさない
と前提して）。安全停止回路は、通常、強制ガイド（機
械的に接続）されるリレーからの最低２つのノーマルオ
ープン接点から成り、安全機能が損なわれないように特
定の故障を検出する為にモニタされます（外部デバイス
モニタリング）。そのような回路は、「セーフスイッチ
ングポイント」と言われる事があります。

通常、安全停止回路は2つの別々の、ポジティブガイドさ
れるリレーによってもたらされている少なくとも2つのNO
接点の直列接続です。そして、それぞれがコントローラ
の個別安全出力によってコントロールされます。安全機
能は単一の危険をコントロールするために二重化接点の
使用が必要であり、これにより、1つの接点がONに失敗し
た場合、2つ目の接点が危険を止め、次のサイクルが起こ
るのを防ぎます。

注意：安全出力は、デュアルチャンネルです。

個々の安全出力は、単独で、カテゴリ4のアプリケーシ
ョン（ISO13849-1で）を満たす事ができません。リス
クアセスメントまたは関連規制が高レベルの安全完全
性（カテゴリ４）を必要とする時、機械の安全関連し
た制御システムが機械の一次制御要素（MPCE）への回
路または電力を中断するように、両方の出力信号スイ
ッチングデバイス（OSSD)出力を機械制御に接続する必
要があります。これにより、危険な状態をもたらす事
はありません。

OSSDがOFF状態になる時、ファイナルスイッチングデバ
イス（FSD）は通常これを遂行します。Fig.3-13から
Fig.3-16をご参照下さい。 3.7.3　FSDインターフェイシング接続

 警告。。。両方のOSSDのインターフェイス

機械の安全関連した制御システムが機械の一次制御要
素への回路を中断するように、両方のOSSD（出力信号
スイッチングデバイス)出力を機械制御に接続する必要
があります。これにより、危険な状態をもたらす事は
ありません。

同等、またはより大きな程度の安全性で達成されない
限り、安全停止コマンドの損失がある方法または、安
全機能を一時停止、オーバーライド、もしくは破損し
得る方法で故障があり得る媒介デバイス（PLC、PES、
またはPC)を決して配線しないで下さい。

 警告。。。安全出力リード抵抗

適切な操作を確保するには、安全出力ワイヤの抵抗
は、10ohmを上回らないようにして下さい。10ohmより
高い抵抗は、デュアルチャンネル安全出力間でショー
トをマスクする場合があり、重大なけがや死亡事故に
繋がる非安全状態を引き起こす場合があります。

 警告。。。直列のコントローラ接続

1つのコントローラからの安全出力を、2つ目のコント
ローラの安全入力に接続する事が可能です。ただし、2
つ目のコントローラは、最初のコントローラからの出
力に接続される唯一のデバイスにして下さい。3つ目の
デバイスも同じ安全出力（2つ目のコントローラの安全
入力用に使用中の）に接続される場合、2つ目のコント
ローラの電力移行中、入力が一瞬だけ電流源になる場
合があります。それは、3つ目のデバイスの入力で疑似
ON（RUN）信号を引き起こします。複数のコントローラ
を正しく接続しない場合、重大なけがや死亡事故に繋
がる非安全状態を引き起こす事があります。
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コントローラを含む機械の安全関連制御システムと同
じ、或いはより安全性のある方法で対応している場合を
除き、インターフェイシング安全停止回路は、安全機能
を停止、オーバーライド、または壊さないよう接続する
必要があります。インターフェイシングモジュールから
のノーマルオープン出力（型番についてはセクション
2.1を参照）は、安全停止回路を作り、単一チャンネル
制御メソッドまたはデュアルチャンネル制御メソッドの
どちらででも使用できる二重化接点の直列接続です。
（Fig.3-13参照。）

•	デュアルチャンネル制御。デュアルチャンネル（ま
たは２つのチャンネル）コントロールには、FSD接点
を越えるセーフスイッチングポイントを電気的に広
げる能力があります。適切なモニタリング（EDM）に
よるインターフェイシングのこのメソッドは、安全
停止回路とMPCEの間の制御配線内で特定の故障を検
出する事ができます。これらの故障は、二次エネル
ギー源または二次動力源への1つのチャンネルのショ
ート、または１つのFSD出力による開閉動作の障害を
含みます。その結果、検出も訂正もされず、リダン
ダンシーを損ねるか、安全性を完全に損ねる可能性
があります。

相互接続しているワイヤの長さまたはルーティング
が増加し、あるいは、FSD安全停止回路とMPCEが異な
るエンクロージャに位置している場合、FSD安全停止
回路とMPCE間の物理的距離が増加するように配線故
障の可能性が増加します。従って、FSDがMPCEから遠
隔配置されてある全ての装備に、EDMモニタリングに
よるデュアルチャンネル制御を使用する必要があり
ます。

•	単一チャンネル制御。前述した通り、単一チャンネ
ル（または1つのチャンネル）制御は、セーフスイッ
チングポイントを作るのにFSD接点の直列接続を用い
ます。機械の安全関連コントロールシステムでは、
故障が発生すると安全機能が損われる事があります
（例：二次エネルギー源または二次動力源へのショ
ート）。

FSD安全停止回路とMPCEが、同じコントロールパネル
内で物理的に配置され、互いに隣接し、互いに直接
接続される（またはそのような故障の可能性を除外
できる）装備で、インターフェイシングのこのメソ
ッドの使用のみが必要です。これを実現できない場
合は、2つのチャンネル制御を用いて下さい。

これらの故障の可能性を除外するメソッドは下記を含み
ますが、それだけに限定はされません。

•	互いに、そして二次動力源から制御ワイヤの相互接
続を物理的に分離。

•	別々のコンジット、走行またはチャンネルで制御ワ
イヤを相互接続しているルーティング。

•	危険作動の可能性がない低電圧またはニュートラル
で制御ワイヤを相互接続しているルーティング。

•	同じコントロールパネル範囲内で互いに隣接し、直
接短いワイヤと接続されるすべての要素（支配下の
モジュール、スイッチ、デバイス等）の位置づけ。

•	多芯ケーブルと複数の配線をストレインリリーフ・
フィッティングを通し正しく設置。その時点で、ス
トレインリリーフの過度な締めつけは、ショートを
引き起こす事があります。

•	ポジティブモードでインストールと取り付けがされ
ているポジティブオープンまたはダイレクトドライ
ブコンポーネントを使用。
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 警告。。。
    過度サプレッサの使用

過度サプレッサをお勧めし
ます。FSDのコイル上にイン
ストールする必要がありま
す。決して、サプレッサを
直接FSDの接点上にインスト
ールしないで下さい。サプ
レッサがショートし、失敗
する可能性があります。FSD
の接点上に直接インストー
ルされると、ショートする
サプレッサは非安全状態を
もたらします。

 警告。。。
 OSSDインターフェイシング

ソリッドステート安全出力
を機械入力にインターフェ
イスする際、適切な操作を
確認するのにセーフティコ
ントローラ出力パラメータ
と機械入力パラメータにご
注意下さい。

下記３つの事ができるよう
に、機械制御回路を設計す
る必要があります。

•	セーフティコントローラ
のソリッドステート安全
出力と機械入力の間の最
大ケーブル抵抗値が上回
らない。

•	セーフティコントローラ
のソリッドステート安全
出力最大OFF電圧が、ON
状態をもたらさない。

•	セーフティコントローラ
のソリッドステート安全
出力最大漏れ電流が、0V
の損失によって、ON状態
をもたらさない。

防護された機械に適切に安
全出力をインターフェイス
する事を怠った場合、重大
なけがや死亡事故に繋がる
危険性があります。

 警告。。。感電の危険

接続したり、コンポーネントを交換する前に、全電源
からセーフティコントローラと防護された機械を切り
離して下さい。感電を避けるよう常に細心の注意を払
って下さい。重大なけがや死亡事故に繋がる危険性が
あります。

 警告。。。適切な配線

適切なインストールの重要性を説明する為に、表示さ
れている一般化配線構成が提供されています。特定の
機械へのセーフティコントローラの適切な配線は、イ
ンストーラーとエンドユーザーの責任になります。

この図は事実上一般的で、下記、全3つのEDMオプションを表します。

•	 安全出力SO1は、構成されたEDMなしで示されます。（通常、自己モニタされるデバイ
スと使用）

•	 安全出力SO2は、構成された２つのチャンネルEDMと共に示されます。

•	 安全出力SO3は、構成された１つのチャンネルEDMと共に示されます。

アプリケーションにより、特定のセーフティコントローラの構成が、外部デバイスモニタ
リングの組み合わせオプションを用いる場合があります。
外部デバイスモニタリングに関してはセクション3.6.1、そしてインターフェイシング安全
停止回路に関してはセクション3.6.3をご参照下さい。

Fig. 3-13　1つのチャンネルEDM、2つのチャンネルEDMと、
     EDMなしのオプションを示す一般接続
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 警告。。。過度サプレ
ッサの使用

過度サプレッサをお勧めし
ます。FSDのコイル上にイン
ストールする必要がありま
す。決して、サプレッサを
直接FSDの接点上にインスト
ールしないで下さい。サプ
レッサがショートし、失敗
する可能性があります。FSD
の接点上に直接インストー
ルされると、ショートする
サプレッサは非安全状態を
もたらします。

 警告。。。
OSSDインターフェイシング

ソリッドステート安全出力
を機械入力にインターフェ
イスする際、適切な操作を
確認するのにセーフティコ
ントローラ出力パラメータ
と機械入力パラメータにご
注意下さい。

下記３つの事ができるよう
に、機械制御回路を設計す
る必要があります。

•	セーフティコントローラ
のソリッドステート安全
出力と機械入力の間の最
大ケーブル抵抗値が上回
らない。

•	セーフティコントローラ
のソリッドステート安全
出力最大OFF電圧が、ON
状態をもたらさない。

•	セーフティコントローラ
のソリッドステート安全
出力最大漏れ電流が、0V
の損失によって、ON状態
をもたらさない。

防護された機械に適切に安
全出力をインターフェイス
する事を怠った場合、重大
なけがや死亡事故に繋がる
危険性があります。

 警告。。。感電の危険

接続したり、コンポーネントを交換する前に、全電源
からセーフティコントローラと防護された機械を切り
離して下さい。感電を避けるよう常に細心の注意を払
って下さい。重大なけがや死亡事故に繋がる危険性が
あります。

 警告。。。適切な配線

適切なインストールの重要性を説明する為に、表示さ
れている一般化配線構成が提供されています。特定の
機械へのセーフティコントローラの適切な配線は、イ
ンストーラーとエンドユーザーの責任になります。

＊MPCE1、MPCE2、そしてMPCE3のコイル上の過度サプレッサ(arc)のインストールをお勧めします(警告参照)。

この図に描かれているSC-IM9Aインターフェイスモジュールは、１つのチャンネルEDM配線
で示されます。SC-IM9BとSC-SC-IM9Cモジュールは、個々の１つのチャンネルEDM回路を用
いて同じ方法で接続されます（各接触器のペアによる端子21/22）。

外部デバイスモニタリングに関してはセクション3.6.1、そしてインターフェイシング安全
停止回路に関してはセクション3.6.3をご参照下さい。

Fig. 3-14　SC-IM9Aインターフェイスモジュールへの1つのチャンネルEDM配線
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 警告。。。
    過度サプレッサの使用

過度サプレッサをお勧めし
ます。FSDのコイル上にイン
ストールする必要がありま
す。決して、サプレッサを
直接FSDの接点上にインスト
ールしないで下さい。サプ
レッサがショートし、失敗
する可能性があります。FSD
の接点上に直接インストー
ルされると、ショートする
サプレッサは非安全状態を
もたらします。

 警告。。。
 OSSDインターフェイシング

ソリッドステート安全出力
を機械入力にインターフェ
イスする際、適切な操作を
確認するのにセーフティコ
ントローラ出力パラメータ
と機械入力パラメータにご
注意下さい。

下記３つの事ができるよう
に、機械制御回路を設計す
る必要があります。

•	セーフティコントローラ
のソリッドステート安全
出力と機械入力の間の最
大ケーブル抵抗値が上回
らない。

•	セーフティコントローラ
のソリッドステート安全
出力最大OFF電圧が、ON
状態をもたらさない。

•	セーフティコントローラ
のソリッドステート安全
出力最大漏れ電流が、0V
の損失によって、ON状態
をもたらさない。

防護された機械に適切に安
全出力をインターフェイス
する事を怠った場合、重大
なけがや死亡事故に繋がる
危険性があります。

 警告。。。感電の危険

接続したり、コンポーネントを交換する前に、全電源
からセーフティコントローラと防護された機械を切り
離して下さい。感電を避けるよう常に細心の注意を払
って下さい。重大なけがや死亡事故に繋がる危険性が
あります。

 警告。。。適切な配線

適切なインストールの重要性を説明する為に、表示さ
れている一般化配線構成が提供されています。特定の
機械へのセーフティコントローラの適切な配線は、イ
ンストーラーとエンドユーザーの責任になります。

この図に描かれているIM-T-9Aインターフェイスモジュールは、2つのチャンネルEDM配線で
示されます。IM-T-11Aモジュールは、同様の方法で接続されます。

アプリケーションによって、各安全出力は、別々、個々に、配線されたIM-T-...Aモジュー
ルを必要とします。

外部デバイスモニタリングに関してはセクション3.6.1、そしてインターフェイシング安全
停止回路に関してはセクション3.6.3をご参照下さい。

Fig. 3-15　IM-T-9Aインターフェイスモジュールへの２つのチャンネルEDM配線

DC0V

セーフティコントローラ

入力ターミナル

DC24V

機械制御

フィードバック(オプション)

＊MPCE1とMPCE3のコイル上の過度サプレッサ(arc)のインストールをお勧めします
   (警告参照)。
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 警告。。。
    過度サプレッサの使用

過度サプレッサをお勧めし
ます。FSDのコイル上にイン
ストールする必要がありま
す。決して、サプレッサを
直接FSDの接点上にインスト
ールしないで下さい。サプ
レッサがショートし、失敗
する可能性があります。FSD
の接点上に直接インストー
ルされると、ショートする
サプレッサは非安全状態を
もたらします。

 警告。。。
 OSSDインターフェイシング

ソリッドステート安全出力
を機械入力にインターフェ
イスする際、適切な操作を
確認するのにセーフティコ
ントローラ出力パラメータ
と機械入力パラメータにご
注意下さい。

下記３つの事ができるよう
に、機械制御回路を設計す
る必要があります。

•	セーフティコントローラ
のソリッドステート安全
出力と機械入力の間の最
大ケーブル抵抗値が上回
らない。

•	セーフティコントローラ
のソリッドステート安全
出力最大OFF電圧が、ON
状態をもたらさない。

•	セーフティコントローラ
のソリッドステート安全
出力最大漏れ電流が、0V
の損失によって、ON状態
をもたらさない。

防護された機械に適切に安
全出力をインターフェイス
する事を怠った場合、重大
なけがや死亡事故に繋がる
危険性があります。

 警告。。。感電の危険

接続したり、コンポーネントを交換する前に、全電源
からセーフティコントローラと防護された機械を切り
離して下さい。感電を避けるよう常に細心の注意を払
って下さい。重大なけがや死亡事故に繋がる危険性が
あります。

 警告。。。適切な配線

適切なインストールの重要性を説明する為に、表示さ
れている一般化配線構成が提供されています。特定の
機械へのセーフティコントローラの適切な配線は、イ
ンストーラーとエンドユーザーの責任になります。

この図に描かれているIM-T-9Aインターフェイスモジュールは、１つのチャンネルEDM配線
で示されます。IM-T-11Aモジュールは同様の方法で接続されます。

アプリケーションによって、各安全出力は、別々、個々に、配線されたIM-T-...Aモジュー
ルを必要とします。

外部デバイスモニタリングに関してはセクション3.6.1、そしてインターフェイシング安全
停止回路に関してはセクション3.6.3をご参照下さい。

Fig. 3-16　IM-T-9Aインターフェイスモジュールへの１つのチャンネルEDM配線

DC24V

機械制御

セーフティコントローラ

入力ターミナル

SC22-3とSC22-3Eセーフティコントローラ

取扱説明書
システムインストール

機械制御

DC0V      

フィードバック(オプション)

＊MPCE1とMPCE2のコイル上の過度サプレッサ(arc)のインストールをお勧めします
  (警告参照)。
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3.7.4	 アース線インストール

ロードを介しての電流は、DC共通配線のライン抵抗RLの
ため、電圧低下を引き起こします。DC共通配線抵抗（
例：高い針金ゲージ、または間違った電気接続）が高
いほど、この配線抵抗に生じる電圧はより高くなりま
す。RL2の中で電圧が0.6Vを超える場合は、OFFになって
いる安全出力がプラス電圧をショートしているように見
える場合があります。これはコントローラ内に異常をも
たらし、そして出力がOFFになるかOFFを保持し、ロック
アウトにつながります（コード1.2または1.5）。

これが生じるのを防ぐには、RL2の抵抗を最低限に保つ
為、安全出力に接続している負荷からの全DC共通配線
が、常に太いワイヤで、できるだけ短い必要がありま
す。 Fig.3-17をご参照下さい。

電源

DC0VDC24V

６つの出力負荷

セーフティコントローラ

Itot.
DC共通線/配線抵抗RL

Fig. 3-17　DC共通線インストール

3.8	 状態出力

3.8.1	 状態出力信号コンベンション

2つの信号コンベンションは、状態出力のために選択可能
です。モニタされた入力または出力がアクティブである
（クローズ、高またはON）際、システムがロックアウト
である際、I/O故障がある際、システムのリセット待ちの
際、出力のリセット待ちの際、または、アクティブミュ
ートサイクルの間に、デフォルトコンベンションはDC24V
信号を提供します。上記の状態が正しくない場合は、信
号出力は0Vを示します。表4-1に示したように、信号コン
ベンション2は、コンベンション1の逆です。

表4-1　状態出力信号コンベンション

トラックされる機能

マップされる状態出力の状態

信号コンベンション１
(デフォルト)
DC24V＝RUN

信号コンベンション２
DC24V＝RUN

トラック入力
　　入力実行
　　入力停止

DC24V
DC0V

DC0V 
DC24V

トラック出力
　　出力ON
　　出力OFF

DC24V
DC0V

DC0V 
DC24V

システムロックアウト状態
　　 ロックアウトのシステム
　　 RUNモードのシステム

DC24V
DC0V

DC0V 
DC24V

I/O故障
　　既存のI/O故障
　　既存のI/O故障なし

DC24V
DC0V

DC0V 
DC24V

リセット待ちシステム
　　必須とされるシステムリセット
　　 不要とされるシステムリセット 

DC24V
DC0V

DC0V 
DC24V

リセット待ち出力
　  必須とされる出力リセット
　　 不要とされる出力リセット

DC24V
DC0V

DC0V 
DC24V

ミュート状態
　　入力ミュート
　　ミュートなし

DC24V
DC0V

DC0V 
DC24V

トラック入力グループ
　　最初にOFFになった入力
　　他の接続入力

DC24V
DC0V

DC0V 
DC24V

3.8.2	 状態出力機能性

トラック入力

この機能の為に構成された状態出力が、入力の現状況を
表示します。

トラック出力

この機能の為に構成された状態出力が、安全出力の現物
理的状態（ONまたはOFF）を表示します。

トラック出力の論理状態

状態出力機能「トラック出力」を選択する際は、物理的
状態よりもむしろ安全出力の論理的状態をトラックする
オプションが提供されます。このオプションは、OFFディ
レー間などOFFを命じているが、まだOFFでない安全出力
を示すのに用いられる場合があります。

システムロックアウト状態

内部のメモリ障害といった、セーフティコントローラ全
体に影響を及ぼすロックアウトが検出された場合、この
機能の為に構成される状態出力はアクティブになりま
す。

I/O故障状態

失敗した入力、またはEDM障害など特定の入力または出力
に影響を及ぼしているロックアウトが検出される際、こ
の機能のために構成された状態出力はアクティブになり
ます。
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3.9	 バーチャル状態出力

セーフティコントローラ（SC22-3Eのみ）は、PCIを用
い、最大32のバーチャル状態出力を構成する事が可能で
す。これらの出力は、ネットワーク上で、状態出力（セ
クション3.8）と同じ情報を通信する事ができます。ネ
ットワークの設定メニュー（付録D参照）のイネーブル
ネットワークインターフェイスボックスにチェックを入
れた後、バーチャル状態出力が現れ、設定が可能になり
ます。

バーチャル状態出力のプロパティウインドウの第一の特
徴は、オート構成機能です。この機能は、現構成に基づ
き、一組の一般的に用いられる機能にバーチャル状態出
力を自動的に構成します。構成が決定された後、最も適
した使用がこの機能になります。オート構成が用いられ
た後、バーチャル状態出力構成を手動で変更する事が可
能です。

ネットワーク上で入手できる情報は、バーチャル状態出
力テーブル（PCI上で視認可能）の100ms内と、他のテー
ブル（付属のCD）の1秒内の入力と出力の論理状態と一致
します。すべての内部デバウンスとテスト完了後に、入
力と出力の論理状態が決定されます。付録Dのイーサネッ
トリファレンスでは、PCインターフェイスネットワーク
機能を更に詳述しています。

リセット待ちシステム

この機能用に設定された状態出力は、下記の状況下でア
クティブになります。

•	システム故障発生と安全出力のOFF

•	EDM異常発生

•	安全出力上の故障発生

•	ミュートランプのモニタリングの故障発生

•	電源投入時、セーフティコントローラのマニュアル
リセット設定

以下の条件ではシステムリセットの使用を含みますが、
状態出力によって表示はされません。

•	構成モードの終了

•	イネーブルモードの終了

•	状態出力のトラック入力グループ機能の再有効化

リセット待ち出力

安全出力のONが可能な時は（マニュアルリセットの実行
必須）、この機能の為に構成される状態出力はアクティ
ブになります。

ミュート状態

この機能の為に構成される状態出力は、以下の状況下
で、特定のミュータブル安全入力にとってアクティブに
なります。

•	アクティブミューティングサイクル中、点灯

•	非アクティブミューティングサイクル中、消灯

•	ミュータブル安全入力（オーバーライド）をバイパ
スする為の全条件がある時、点滅

•	ミュータブル安全入力バイパス時、点灯

トラック入力グループ

この機能のために構成される状態出力は、安全入力の定
義済みグループのどの安全入力が最初にOFFになったか
を示します。そのグループの全安全入力がONになった後
に、機能を再び有効にするにはシステムリセットを使用
して下さい。

3.10 　試運転点検

コントローラに電源を接続し、EDMを適切に設定し、安全
出力が防護の為に機械を接続した後、混合構造が運行を
再開する前に、防護された機械付きのコントローラの操
作を確認する必要があります。そうする為に、資格を有
する者（用語解説参照）は、セクション7で記述される試
運転点検手順を実行しなければなりません。
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４．設定―PCインターフェイス（PCI）

PCインターフェイス（PCI）は、下記に用いる事ができる
リアルタイム表示と診断機能によるコンピュータープロ
グラムです。

•	 構成の作成、確認、編集、保存、送信、受信

•	 リアルタイムのRUNモード情報の表示

•	 デフォルトログデータの記録と表示

PCIプログラムは、適したデバイスプロパティの設定を補
助するため、入力デバイスアイコンと回路シンボルを使
用します。それぞれのデバイスプロパティとI/O制御関係
を確立して、プログラムは自動的に対応する配線とラダ
ーロジックダイヤグラムを作成します。これらの図は、
使用にあたってのコントローラ安全防護ロジックの象徴
とインストーラのためにI/Oデバイス配線の詳細を表示し
ます。このインターフェイスの使用における詳細につい
ては、付録BのセーフティコントローラPCIチュートリア
ルをご参照下さい。

P/N JP133487 35

４．設定―PCインターフェイス（PCI）
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4.2	 設定ツール

PCインターフェイススクリーン(Fig.4-1)には、構成ファ
イルを作成し管理するために、ワークエリアの上にツー
ルバーがあります。ライブディスプレイボタンは、USB接
続を介して働くコントローラからリアルタイムRUNモード
データを表示するためPCIを許容します。

イネーブルネットワークインターフェイスボタンの確認
後に、スクリーンは状態を示し、文章セクションより上
のバーチャル状態出力と追加のタブを有効にします。

Fig.4-1　　PCIメインスクリーンコンポーネント

電源コントローラまたはプログラミ
ングツールをPCに接続する際、カ
ラーで表示される送信、受信、確
認ボタン

ライブディスプレ
イにアクセス

システム
設定に
アクセス

ネットワーク
設定に
アクセス

構成への
安全入力の

追加

構成への
非安全入力の

追加

安全出力
設定に
アクセス

状態出力
設定に
アクセス

バーチャル
状態出力

設定にアクセス

ツールバー

文章セクション
（配線図表示）

I/Oプロパティ　
ダブルクリックをして、プロ

パティ設定にアクセス
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4.3	 設定作成
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ご使用のコンピュータにソフトウェアをインストールし
て下さい。弊社セーフティコントローラのアイコン「！
」をダブルクリックして下さい。

スタートアップページの警告をよくお読みになり、ご理
解してからOKをクリックして下さい。メインPCIスクリー
ンが現れます。サポート文章（この時点で開いている場
合）が基本情報を表示し、構成を作成するように自動投
入します。Fig.4-2参照

ラダーロジック
ダイヤグラム

配線図

構成概要

バーチャル状態出力の
Modbus/TCPレジスタマップ

イーサネット/IP
入力組立

バーチャル状態出力
のPCCC　N7レジスタ

マップ

イーサネット/IP明
示的（動的）メッセ

ージ

イーサネットフォー
ムの列と行のヘッデ
ィング説明は、付録D
をご参照下さい。

Fig.4-2　構成補足資料
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4.3.1	 新しい構成作成

ソフトウェアプログラムを開き、新規ファイルを作成し
て下さい。構成や創造者に名前をつけ、システム設定を
確立することも可能です。

ツールバーの右側にあるシステム設定アイコン をダ
ブルクリックして下さい。

ポップアップメニューが表示された際に、最大１６英数
字で構成ファイルに名前をつけて下さい。

作成者名のボックスにお名前をご記入下さい。（最大１
０文字、必要であれば省略）

デフォルトシステム設定を、そのまま、もしくは変更し
て下さい。：

電源投入モード： オート、マニュアル、または通
常（デフォルト）。セクション
1.6参照。

電源投入時のミュート： ONまたはOFF（デフォルト）。セ
クション1.6参照。

システムリセットのモニタ： OFFまたはON（デフォルト）。セ
クション3.4参照。

完了したらOKをクリックして下さい。

Fig.4-5　安全入力デバイス選択メニュー

Fig.4-6　非安全入力デバイス選択メニュー

4.3.2	 入力デバイスの追加

安全入力追加アイコンをクリックすると、安全入力デバ
イスの選択メニューが現れます（Fig.4-5）。コントロー
ラが対応できるデバイスタイプを表示します。非安全入
力アイコンにクリックされていれば、非安全入力デバイ
ス選択メニューが表示されます（Fig.4-6）。それらの機
能が異なるとはいえ、２つのタイプのデバイスを追加し
設定する手順は実際同じです。望ましいデバイスを選択
するには適切なアイコンをクリックし、OKクリック（ま
たはダブルクリック）して下さい。

NOTE：各入力デバイスタイプに関する詳細は付録Aを
      ご参照下さい。

 安全入力デバイス  非安全入力デバイス

•	 非常停止ボタン

•	 ロープ式スイッチ

•	 ゲート（インターロック）
スイッチ

•	 光学センサ‐単一/複数の
光軸センサ、セーフティラ
イトカーテン、エリアスキ
ャナー等

•	 両手操作コントロールデ
バイス

•	 セーフティマット

•	 プロテクティブ停止－各種
デバイス

•	 イネーブリングデバイス

•	 ミューティングセンサ

•	 バイパススイッチ

•	 マニュアルリセットスイ
ッチ

•	 ON/OFFスイッチ

•	 ミュートイネーブルスイ
ッチ
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入力デバイスが選択されれば、そのデバイスのプロパテ
ィメニューがポップアップ表示されます。このメニュー
は各種入力デバイスに確立されなければならないプロパ
ティを表示します。ユーザー定義プロパティは下記を含
みます（デバイスによる）。

•	名前－それぞれ特定のデバイス（デバイスタイプで
はありません）の名前（もしくは回路指定）

•	回路タイプ－そのデバイスタイプに使用できる接点
もしくはソリッドステート回路のタイプリスト

•	リセットロジック－そのデバイスのオート（トリッ
プモード）とマニュアル（ラッチモード）オプショ
ン

•	入力端子アサイン－これらは自動で割り当てられま
すが、未使用入力端子への変更も可能

•	I/Oマップ－入力デバイスと出力間の関係を確立

NOTE：入力デバイスプロパティと機能に関しては
      セクション3.2と付録Aでご参照いただけます。

画面に出ている設定ステップに沿って下さい。

（Fig.4-7）

名前：非常停止1等、意味のある名前に変更して下さい。
どの入力デバイスも設定処理中であれば名前変更が可能
です。

回路タイプ：デバイスのドロップダウンメニューから適
した回路タイプを選んで下さい。端子台ナンバーを自動
的に割り当て入力端子ダイヤグラムで選択された回路タ
イプを表示します。端子台ナンバーはドロップダウンメ
ニューを使用して再び割り当てる事も可能です。S13と
S15のプラス(+)記号（Fig.4-7参照）は、これらの端子
台がデバイス接点に+DC24V電源を供給するよう指定しま
す。

NOTE：　安全回路安全性レベルと各回路タイプの
        機能についての詳細に関しては付録Aを
        ご参照下さい。

リセットロジック：ドロップメニューからマニュアルま
たはオートリセットを選択して下さい。

マッピング：ボックスにチェックをつけるかチェックを
消すことにより、１つ以上の安全出力（少なくとも１つ
は選択されていることが必要）にそれぞれ安全入力デバ
イスをマップして下さい。（選択または未選択にするに
はボックス上をクリックするだけです。）安全入力デバ
イスがミューティングセンサ、バイパススイッチまたは
ミュートイネーブルセンサである場合、それらの入力を
他の安全入力デバイスの少なくとも１つをマップして下
さい。

マニュアルリセットによる安全入力デバイスが追加され
ると、新しいウィンドウがそのデバイスにリセット入力
デバイスを追加するよう自動的に表示します。デフォル
トマニュアルリセットロジック設定を保持する安全入力
デバイスはそのデバイスにマップされた安全出力にリセ
ットを要求します。個別のリセットが、それぞれ安全出
力に割り当てられる事もあります。

配線図は、ラダーロジックダイヤグラムと構成概要とい
った選択されたデバイスによる投入を始めます。

Fig.4-7　安全入力デバイスプロパティスクリーン

デバイス用の名前を記入。

ドロップダウンメニューから回路タイプを選択。

ドロップダウンメニューからリセットロジックを選択。

選択された回路タイプと端子アサインを描写。

デバイスに+DC24V電源を供給する端子台を+表示。

端子アサインを変更する
為にドロップダウンメニューを使用。

取扱説明書の付録Aの適切なセクションへ案内する
Infoボタン。

1、２または３の安全出力にそれ
ぞれデバイスをマップ。

ドロップダウンメニューからリセットロジックを選択。
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状態出力プロパティ　－　各状態出力に個々に割り当て
られます。スクリーンの上部にあるドロップダウンメニ
ューから設定する為に、出力を選び、下記を入力、或い
は選択をして下さい。

•	名前

•	機能

•	ソース（選択される機能による）

•	信号コンベンション（選択される機能による）

Fig.4-8　デバイスと出力マッピングを表示する配線図

Fig.4-9　配線図に沿って展開する
         ラダーロジックダイヤグラム

4.3.3	 構成の終了

追加の安全もしくは非安全入力デバイスを組み込むに
は、セクション4.3.2のステップを繰り返して下さい。

これらの出力用プロパティ設定の為に、ツールバーから
入力用と同じメニュー形式のプロセスを用いて安全出力
または状態出力を選択して下さい。

安全出力プロパティ　－　各安全出力に個々に割り当て
られます。スクリーンの上部にあるドロップダウンメニ
ューから設定する為に、出力を選び、下記を入力、或い
は選択をして下さい。

•	名前

•	ディレータイプと継続時間

4.3.4	 構成の保存と確認

安全防護アプリケーションで使用される前に、この新し
い構成を確認する必要があります。構成の保存と確認を
し、セーフティコントローラ上で実行できるようにする
には、4桁のコントローラのパスワードが必要です。確証
プロセスには、2つの役割があります。

1.	 コード確認：セーフティコントローラのマイクロプ
ロセッサは、全セーフティクリティカル設定が適切
であると確認する為に構成のコピーを受信し、チェ
ックします（全デバイス設定、制御関係、ロジック
機能、他のパラメータが有効です）。

2.	 構成検証：確認ステップが完了次第、コントローラ
は内部の不揮発性メモリに構成を保存し、それをメ
モリから読み取り、ユーザーが行うマニュアル内容
検証の為に格納されたファイルのコピーをPCIに送信
します。

構成の確認方法

□１．PCに構成ファイルを保存して下さい。

•	ファイル→保存へ進んで下さい。

•	構成ファイルに名前を付け、お使いのコンピュ
ーターのファイル場所を選んで下さい。

•	保存をクリックして下さい。
□２．USBケーブルを用い、セーフティコントローラを
      PCに接続して下さい。（セクション1.3.1参照）

□３．DC24Vの電源をコントローラに印加して下さい。

電源の入ったコントローラがコンピューターと
適切に接続される際、スクリーンのツールバー
の受信/送信/確認ボタンはアクティブになり、
グレイスケールからカラーに変換します。

www.bannerengineering.co.jp
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□４.ツールバーの確認ボタンをクリックして下さい。
コントローラの既存の構成のコピーを保存するか
を尋ねるメッセージが表示されます。確認プロセ
スに使用されるコントローラには、ユーザー定義
の構成がすでにある場合があります。コントロー
ラにすでにロードされている全ての構成は、確証
プロセス中に上書きされます。必要であれば、
既存の構成を保存する事はユーザーの
責任になります。

•	構成を保存し、コントローラの既存の構成の上
書きを進めるには、Yesを選択して下さい。

•	必要であれば、EDMを設定して下さい。

•	確認構成ポップアップメニュー上に、パスワー
ド（工場出荷時の設定では0000になっていま
す）を入力して下さい。

•	OKをクリックして下さい。

•	ポップアップ警告メッセージが、続けるかを尋
ねてきます。Yesをクリックして下さい。

構成確認プロセスには数秒かかり、完了する
と検証画面が現れます。（Fig.4-10参照）

列が一致しない、または回路を変更したい場合：

□	 変更するデバイスの編集を選択して下さい。

•	 そのデバイスのプロパティメニューが開きます。

•	 必要な変更を行なってください。

•	 OKを選択して下さい。

他のデバイスを変更するか、または確認プロセスを再開
したいかを尋ねるメッセージが表示されます。

NOTE: 確認のマニュアル検証段階の間、デバイスプロパ
ティが変更される場合、コントローラはコードの
再確認を始めます。

列が一致し、変更の必要がない場合：
□	 各デバイスの確認を選択して下さい。
    検証画面は、各プロパティが確認された後に
    作成される概要を表示します。

確認されたデバイスプロパティを見直す必要があ
る場合は、チェックボックスのチェックを外すと
デバイスプロパティウインドウが再度現れます。
必要に応じ、編集が実行される場合もあります。

□６．マニュアル検証を終える際、OKを
      クリックして下さい。
□７．検証プロセスを完了する際に、確認構成概要画面
      が表示されます。閉じるを選択し、システムリセ
      ットを実行して下さい（セクション4.3.5参照）。
□８．コントローラは新しい構成を起動し、
      新しいパラメータによって機能します。

Fig. 4-10　ユーザーによってまだ確認されないデバイス
           の検証画面

□５．右側の列のプロパティが左側の列のプロパティ
と一致する事を確かめてください。そのプロパ
ティが正しいと判断するように、各デバイスの
為に、確認をクリックまたは対応するチェック
ボックスをクリックして下さい。Fig.4-11に示
すように、チェックマークがボックス内に現
れ、そしてセクションがリストを圧縮します。

Fig.4-11　全てユーザーによって確認されるデバイス
（チェックリストは圧縮されています）
 の検証構成画面
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4.3.5	 システムリセット

コントローラは、特定の状況下でシステムリセットを必
要とします。

•	設定後、コントローラをRUNモードにする。

•	特定の状況から正常な状態に戻す。
（例：ロックアウト）

システムリセットを実行するには、システムリセット入
力上（状態出力O10端子台に隣接）でDC24Vの信号を提供
するか、サイクル発電を行って下さい。

構成がうまく確認された場合、コントローラはRUNモード
に切り替わります。

SC22-3とSC22-3Eセーフティコントローラ

取扱説明書
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4.4　現設定の改訂

ソフトウェアプログラムが開いている際に、ファイル→

開くへ進むか、  アイコンをクリックし、変更の為の
構成を閲覧して下さい。セクション4.3で説明した通りに
変更して下さい。

4.5　他機能

4.5.1	 セーフティコントローラから構成受信

コントローラから構成を受信し、PCIに表示するには、下
記の手順が必要です。

•	USBケーブルを用い、セーフティコントローラをPCに
接続して下さい。

•	DC24Vの電源をコントローラに印加して下さい。

•	ツールバーの受信ボタン  をクリックして下さい。

•	構成がまだ確認されていない場合でも、この時確認
するよう選ぶ事も可能です。

4.5.2	 セーフティコントローラに構成送信

PCIからコントローラに構成を送信するには、下記の手順
が必要です。

•	USBケーブルを用い、セーフティコントローラをPCに
接続して下さい。

•	DC24Vの電源をコントローラに印加して下さい。

•	ツールバーの送信ボタン  をクリックして下さ
い。

4.5.3	 XMカードから構成を開く

確認済みと未確認の両方の構成は、XMカードからの送
信や受信が可能です。XMカードから構成のコピーを開
き、PCIに表示するには、下記の手順が必要です。

•	USBケーブルを用い、PCにSC-XMPプログラミングツー
ルを接続して下さい。

•	プログラミングツールにXMカードを挿入して下さ
い。

•	画面の左上隅のファイル→XMカードから開くへ進ん
で下さい。

操作完了時にメッセージが表示されます。

4.5.4	 XMカードに構成送信

確認済みと未確認の両方の構成は、XMカードからの送信
や受信が可能です。（プログラミングツールを介して）
PCIから XMカードへ構成のコピーを送信するには、下記
の手順が必要です。

•	USBケーブルを用い、PCにSC-XMPプログラミングツー
ルを接続して下さい。

•	プログラミングツールにXMカードを挿入して下さ
い。

•	ツールバーのオープンフォルダボタン  を選択
し、対象とする構成ファイルを開いて下さい。

•	画面の左上隅のファイル→XMカードに送信へ進んで
下さい。

操作完了時にメッセージが表示されます。

4.5.5	 XMカードのロック

この操作は元に戻す事ができませんのでご注意下さい。
一度カードをロックすると、他の構成をそのカードに保
存する事はできません。XMカードとその構成が別のコン
トローラに転送される際、構成を保存しアーカイブする
のにこの操作は役に立ちます。保存された構成が変更さ
れないようにXMカードをロックするには、下記の手順が
必要です。

•	SC-XMPプログラミングツールにXMカードを挿入して
下さい。

•	XMカードに正しいファイルが保存されているかを確
認して下さい。

•	ツールバーの左上のファイル→XMカードのロックへ
進んで下さい。

操作完了時にメッセージが表示されます。
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4.5.6　PCインターフェイス（PCI）
       を用いてのパスワード変更

この手順は、PCがUSBケーブルを介してコントロールに接
続される必要があり、コントローラがONになっていなけ
ればなりません。

1.	 ファイル→セーフティコントローラのパスワード変
更へ進んで下さい。パスワード変更の画面が表示さ
れます。

Fig.4-12　パスワード変更の画面

2.	 セーフティコントローラのパスワード、新しいパス
ワード、新しいパスワードの再入力のボックスを記
入して下さい。OKをクリックして下さい。

3.	 構成モード入力画面が表示され、「実行してもよろ
しいですか？全安全入力はOFFになります。」（Yes
をクリックすると、セーフティコントローラがモニ
タしている機械またはシステムとともに全安全入力
がOFFになります。）

4.	 Yesをクリックして下さい。パスワード変更の画面が
再度表示されます。

5.	 閉じるをクリックして下さい。この時点で、パスワ
ードが変更されます。パスワードを安全に保管する
ために記録して下さい。

NOTE:　パスワードをお忘れの場合は、弊社ま
       でお問い合わせ下さい。

4.5.7	 文書のエクスポート

構成文章（配線図、ラダーロジックダイヤグラム、構成
概要、ネットワークレジスタマップ）を、異なるフォー
マットでエクスポートする事ができます。構成文章をエ
クスポートするには、下記の手順が必要です。

•	保存したい構成ファイルを開いてください。

•	ツールバーの左上のファイル→エクスポートへ進ん
で下さい。

•	エクスポートしたい構成文章を選択して下さい。

•	ファイル名が正しい事を確認し、必要とするタイプ
として保存のファイルオプションを選んで下さい。

•	保存を選択して下さい。

Fig.4-13　画面に名前をつけて保存

4.5.8	 プリントオプション

構成ファイルをプリントするには、下記の手順が必要で
す。

•	プリントしたい構成ファイルを開いてください。

•	ツールバーの左上のファイル→プリントへ進んで下
さい。

•	プリントしたい構成文書を選択して下さい。

•	ページ設定メニューが表示されます。ページとプリ
ンターを選択し、OKをクリックして下さい。（ヒン
ト：「横長書式」を選ぶと、通常、配線図はページ
に更にフィットし、そして他の文書は「縦長書式」
に更にフィットします。）
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５．設定―オンボードインターフェイス（OBI）

セーフティコントローラのオンボードインターフェイス
（OBI）は、下記に用いられる表示と６つのプッシュボタ
ンで構成されています。

•	言語の選択

•	構成の作成、確認、編集、削除、送信、受信

•	リアルタイムRUNモード情報の表示

•	現在の故障データ、故障ログデータ、故障ログを消
去する表示

•	セーフティコントローラの型番の表示

•	パスワードの設定

セーフティコントローラに接続している入力デバイスを
定義し、入力間と、入力デバイスと出力間の関係を確立
する為に構成が用いられます。

5.1	 オンボードインターフェイス（OBI）概要 このセクションでは、OBIを用いる「マップ」と、RUNモ
ードと構成モードオプションの説明をします。利用可能
な全てのRUNモードと構成モードオプションの概要ついて
は、Fig.5-1をご参照下さい。OBIを用いる終始構成プロ
セスの例に関しては、付録Cをご参照下さい。

メニュー内の移動には、大抵の場合OKプッシュボタンを
押してメニュー項目内を選択またはさらに移動して下さ
い。ステップを上げるには、ESCプッシュボタンを押して
下さい。オプションの縦のリストが画面に表示される際
に、上向き/下向き矢印プッシュボタンを用いて、選択す
るオプションをハイライトして下さい。ハイライトされ
たオプションを選択するにはOKを押して下さい。１つの
オプションが画面上部を横切る矢印と共に画面に表示さ
れる時（例：入力デバイス）、選択のステップを行なう
には、左向き/右向き矢印プッシュボタンを使用して下さ
い。OKを押すと、画面に表示しているオプションが選択
されます。
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Fig.5-1　OBI構成オプション
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5.2　RUNモード
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故障診断

システムメニュー

現故障の確認 故障ログの確認 故障ログの消去 端子アサイン 入力/
出力マッピング

状態出力設定

構成概要
型番

ソフトウェアとハード

ウェアバージョン

応答時間の確認 ネットワーク設
定の確認

構成チェック
サム

表示設定コント
ラスト

構成モード
（セクション5.3)

RUNモード

Fig.5-2　OBIのRUNモードオプション

RUNモードから、システムメニューを確認する為にOKを
押して下さい。このメニューは、故障診断情報を読み、
構成を作成また編集する為に構成モードに入り、構成概
要を読み、セーフティコントローラモード番号を読み、
ディスプレイのコントラストを調節する能力を提供しま
す。

選択をハイライトするには、上向き/下向き矢印を使用
し、OKを押して選択して下さい。

故障診断―現在の故障の確認、故障ログの確認、または
故障ログの消去をするには、この画面をご使用下さい。
詳細に関しては、セクション8.3をご参照下さい。

構成モード―構成モードに入り構成を作成或いは編集す
るには、この選択を使用して下さい。詳細に関しては、
セクション5.3をご参照下さい。

構成サマリ―この選択は、下記の確認の為に読込専用画
面を提供します。

•	現在の構成の各デバイス用入力デバイス端子アサイ
ン

•	入力デバイス間と、入力デバイスと安全出力間のマ
ッピング関係

•	状態出力の現在の設定（設定の変更に関しては、セ
クション5.4.3をご参照下さい）

•	出力にマップされる各入力ごとの安全出力応答時間
（安全距離の計算に使用。セクションA.4.1参照。）

•	ネットワークコミュニケーション用に構成された現
在のネットワーク設定

•	構成チェックサム：セーフティコントローラにプロ
グラムされる構成の為の一意の識別名。構成を確認
し、ユーザーに構成改訂を追跡する構成提供後、利
用可能になります。選択をハイライトするには、上
向き/下向き矢印を使用しOKを押して選択して下さ
い。

型番―コントローラの型番と、ソフトウェアとハードウ
ェアバージョンを参照するには、この画面を選択して下
さい。アプリケーションヘルプコールが必要な際に、役
に立つ場合があります。

表示設定コントラスト―周囲条件のためにコントローラ
のディスプレイ画面の背景と画像の明るさ調整するに
は、この画面を選択して下さい。コントラストレベルを
調整するために左向き/右向き矢印を使用し（より明るく
するには左向き、より緩和させるには右向き）、そして
コントラストが適切になったらOKを押して下さい。
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5.3	 設定モード

パスワード入力
（セクション5.3.1）

構成モード
（セクション5.3）

構成の編集
（セクション5.4）
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構成ファイル
（セクション5.3.2）

構成確認
（セクション5.3.3）

システムオプション
（セクション5.3.4）

構成終了
（セクション5.3.4）

言語設定パスワード編集システム設定
の確認

安全出力の確認入力確認XMからのファイ
ル受信

XMへのファイ
ル送信

構成の削除

構成モード

Fig.5-3 OBI構成モードオプション

OBIを用いての構成作成の最初のステップは、構成モード
に入る事です。メインのRUNモード画面から構成モードに
入るには、OKボタンを押してシステムメニューを表示し
て下さい。システムメニューにて、構成モードがハイラ
イトされるまで下向き矢印プッシュボタンを押して下さ
い。次に、OKボタンを押して下さい（OKを押す）。

構成実行前に、パスワードを入力する必要があります。
デフォルトパスワードは、0000です。パスワード変更の
手順に関しては、セクション5.3.4をご参照下さい。

•	左向き/右向き矢印を使用しパスワード数字位置を選
択して下さい。

•	上向き/下向き矢印を使用し各位置に数字(値)を選択
して下さい（0-9の使用が可能）。

•	パスワードを入力したら、OKを押して構成モードに
入って下さい。

•	構成モードに入る際、安全出力がOFFになる事に関す
る注意を読んだ後、OKを押して下さい。

5.3.1	 コントローラのパスワード入力

構成の編集―構成モードメニューから構成を編集する為
に、構成ファイルを選択しOKを押して下さい。より詳し
い手順に関しては、セクション5.4をご参照下さい。構成
の編集を始めるには、構成ファイルメニューから構成の
編集を選択しOKを押して下さい。

構成の削除―このセクションはコントローラから現在の
構成を削除するのに用いられ、そして新しい構成を作成
する事ができます（コントローラは、一度に1つの構成だ
けを保持する事ができます）。現在のファイルを保管す
るには、コントローラから削除する前に、XMカードにフ
ァイルを送信して下さい。

削除を実行するには、上向き/下向き矢印を用いてメニュ
ーからオプションを選択しOKを押して下さい。これを実
行したいかどうか指示されましたら、YESをハイライトに
しOKを押して下さい。

XMへのファイル送信―この選択は、コントローラのXMポ
ートに挿入されるXMカードに構成ファイルを送信する為
に用いられます。ファイルは、別のコントローラに保存
または転送する事ができます。XMカードをコントローラ
のXMポートに挿入し、選択をハイライトにし、OKを押し
て下さい。

XMからのファイル受信―この選択は、XMカードから構
成を受信する為に用いられます。選択をハイライトに
し、OKを押して下さい。コントローラは現在の構成を上
書きしたいかどうか尋ねてきます（そうでない場合は、
最初に既存の構成を空のXMカードに送信して下さい。）
。YESと答え、そしてポート内にまだない場合はXMカー
ドを挿入しOKを押して下さい。新しい構成が未確認の場
合、コントローラはこの時に確認するためのオプション
を提供します。

5.3.2	 構成ファイル

www.bannerengineering.co.jp

パスワード入力

OKを押して下さい。
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構成が変更された場合は、安全防護アプリケーションで
使用する前に、再度構成を確認する必要があります。構
成確認を選択しOKを押して下さい。

構成確認メニューが表示されます。確認のために、入力
と安全出力とシステム設定のセーフティクリティカルな
構成をチェックして下さい。構成確認メニューのチェッ
クされていないボックスは、セーフティクリティカルな
設定がまだ確認されていない事を示します。

構成モードの続き

入力の構成確認―入力確認を選択しOKを押して下さい。
次のメニューは、構成内の安全入力全てを示していま
す。上向き/下向き矢印を使用して、入力を選択しOKを押
して下さい。

次の一連のメニューは、この入力のセーフティクリティ
カルな構成を示し、下記の一部又は全てを含みます(デバ
イスによる)。

•	回路タイプ

•	安全出力マッピングと入力マッピング

•	リセットロジック（マニュアルまたはオート）

•	同時性（同時または並行）

•	起動テスト

•	ミュート時間制限

•	イネーブリングデバイス時間制限

•	バイパス時間制限

•	デバウンスタイム（デフォルトと同じでない場合）

•	各設定確認後は、OKを押して下さい。

入力と安全出力を確認するかどうかを示す構成確認メニ
ューが表示されます。ボックスにチェックマークが入っ
ていない場合は、コンポーネントの確認を繰り返して下
さい。

システム設定の確認―最後のステップは、システム設定
の確認です。システム設定を選択し、OKを押して下さ
い。次の一連のメニューは、セーフティクリティカルな
システム設定を示します。各設定を確認し、OKを押して
確認して下さい。

最後の確認ステップ―全てのセーフティクリティカルな
構成設定の確認後、構成は安全防護アプリケーションに
使用する事ができます。構成が変更された場合、確認プ
ロセスを繰り返す必要があります。

＜完了＞を選択しOKを押して、構成確認のメニューを終
了して下さい。ESCを押すか、構成終了に進み、RUN状態
へ戻って下さい。

構成の確認を続けるには、＜完了＞を選択し、OKを押し
て下さい。

安全出力の構成確認―安全出力を選択し、OKを押して下
さい。上向き/下向き矢印を使用して、安全出力を選択
しOKを押して下さい。次の一連のメニューは、選択され
た安全出力のセーフティクリティカルな構成を表示しま
す。各設定を確認しOKを押して下さい。

安全出力が確認されると、チェックの入ったボックスが
出力確認画面の前部に表示されます。各安全出力の確認
プロセスを繰り返して下さい。全安全出力が確認される
と、ディスプレイの各出力にはチェックマークが入りま
す。

各出力の確認後、＜完了＞を選択しOKを押して下さい。

各入力の構成プロセスを繰り返して下さい。全入力が確
認されると、ディスプレイの各入力にチェックマークが
つきます。

パスワード入力
（セクション5.3.1）

構成モード
（セクション5.3）

構成の編集
（セクション5.4）
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構成ファイル
（セクション5.3.2）

構成確認
（セクション5.3.3）

システムオプション
（セクション5.3.4）

構成終了
（セクション5.3.4）

言語設定パスワード編集システム設定
の確認

安全出力の確認入力確認XMからのファイ
ル受信

XMへのファイ
ル送信

構成の削除

構成モード

構成モードの続き
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RUNモードに戻るには、この画面をご使用下さい。構成モ
ードの終了を選択し、OKを押して構成モードを終了し、
システムメニューに戻って下さい。
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パスワード編集―これは、パスワードをデフォルト以外
のものに変更する事ができる画面です。パスワードは、
各コントローラに一意である場合があります。手順は、
最初にデフォルトのパスワードを入力するのに用いられ
るのと類似しています。

•	左向き/右向き矢印を使用してパスワード数字位置を
選択して下さい。

•	上向き/下向き矢印を使用して各位置に数字(値)を選
択して下さい（0-9の使用が可能）。

•	パスワードを入力したら、OKを押し安全に保管し後
の参照用にファイルに新しいパスワードを記録して
下さい。

言語設定―この画面は、何語をディスプレイに表示させ
るか決定するのに用いられます。英語、ドイツ語、スペ
イン語、フランス語、イタリア語、ポルトガル語、日本
語の選択が可能です。適切な言語をハイライトにして選
択し、OKを押して下さい。

NOTE：電源投入後すぐに言語を変更する事もできます。
画面が自動的に現れ、その際に言語選択を変更す
る事ができます。変化がない場合、画面は5秒後タ
イムアウトし、コントローラが最後にパワーダウ
ンした時より以前に選択されていた言語でRUNモー
ドを継続します。

5.3.4	 システムオプション

パスワード入力
（セクション5.3.1）

構成モード
（セクション5.3）

構成の編集
（セクション5.4）
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構成ファイル
（セクション5.3.2）

XMからのファイ
ル受信

XMへのファイ
ル送信

構成の削除

構成モード

構成モードの続き

5.3.5	 構成終了
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（セクション5.3.3）

システムオプション
（セクション5.3.4）

構成終了
（セクション5.3.4）

入力確認 安全出力の確認 システム設定
の確認

パスワード編集 言語設定
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Fig.5-4　OBIの構成モードオプション

構成の名前作成
（セクション5.4.1）
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構成の編集
（セクション5.4）

入力
（セクション5.4.2）

出力/システム設定
（セクション5.4.3）

構成概要
（セクション5.4.4）

構成の保存
（セクション5.4.5）

入力の追加
（セクション5.5） 入力の削除 入力の編集 状態出力 安全出力 システム設定 端子アサイン

入力/出力マッ
ピング

状態出力設定 応答時間の確認

変更可能な構成の最初のプロパティが、名前です。

•	左向き/右向き矢印を使用して、文字位置を選択して
下さい。最大16文字可能です。

•	上向き/下向き矢印を使用して、各位置の文字を選択
して下さい。（A-Z、0-9、－、＋、スペースが選択
可能です）

•	構成名を入力したら、OKを押して下さい。

5.4.1	 構成の名前作成

入力の追加―このオプションを選択し、安全もしくは非
安全入力デバイスを追加して下さい。手順に関しては、
セクション5.5をご参照下さい。

入力の削除―このオプションは、前もって追加されてい
た入力デバイスを構成から削除するのに用いられます。
画面には、前もって設定されていた入力全てと共に表示
されます。左向き/右向き矢印を使用して、デバイスを選
択しOKを押して下さい。画面は、この入力を本当に削除
したいかどうかを尋ねてきます。YESを選択しOKを押して
下さい。NOを選択した場合は、画面は削除する異なる入
力の選択に戻ります。入力メニューに戻るには、ESCを押
して下さい。YESを選択した場合は、他の入力を削除した
いかどうか尋ねてきます。

入力の編集―このオプションは、構成で前もって設定さ
れていた入力デバイスを編集するのに用いられます。画
面は前もって設定されていた入力全てと共に表示されま
す。左向き/右向き矢印を使用して、デバイスを選択しOK
を押して下さい。一連の画面がデバイスのプロパティと
共に表示されます。各プロパティを選択し（最初に入力
の定義に使用される同じ手順にて。セクション5.5参照。
）、OKを押して下さい。

全ての必要な入力が追加された後、ESCを押すと、入力画
面も再び表示されます。入力メニューが再び表示された
際にESCを押し、構成の編集メニューに戻って下さい。

5.4.2	 入力
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構成名の入力：

OKを押して下さい。
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入力の追加
（セクション5.5） 入力の削除 入力の編集 状態出力 安全出力 システム設定 端子アサイン
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安全出力

このオプションは、安全出力を設定するのに用いられま
す。上向き/下向き矢印を使用して、安全出力を選択しOK
を押して下さい。出力を選択し、もたらされたメニュー
内で設定しOKを押して下さい。出力名を変更する事が可
能になります。そして、それにONディレーまたはOFFディ
レーを与えて下さい。

状態出力

このオプションは、状態出力を設定する為に用いられま
す。状態出力は個々に設定されます。上向き/下向き矢印
を使用して、状態出力を選択しOKを押して下さい。

•	左向き/右向き矢印を使用して、設定する状態出力を
選択し（O1からO10）OKを押して下さい。

•	状態出力プロパティメニューが表示されます。この
メニューは下記に示す状態出力を設定するのに用い
られます。

―入力デバイスの状態

―安全出力の状態

―システムロックアウト

―I/O故障

―システムリセット実行の必要性

―安全出力でのリセット操作実行の必要性

―入力がミュートの際

―安全出力のロジカル状態（ONまたはONディレー）

状態出力の名前作成―上向き/下向き矢印を使用して、名
前の変更を選択しOKを押して下さい。

•	左向き/右向き矢印を使用して、変更する文字を選択
して下さい。（最大10文字可能です）

•	上向き/下向き矢印を使用して、文字を変更して下
さい。（A-Z、0-9、－、＋、スペースが選択可能で
す）

5.4.3	 出力/システム設定

•	完了したらOKを押して下さい。

•	ディスプレイが状態出力プロパティメニューに戻る
と、ディスプレイのトップラインは新しい名前を表
示します。

状態出力の機能の選択―上向き/下向き矢印を使用して機
能の選択を選択しOKを押して下さい。

•	左向き/右向き矢印を使用して、機能を選択しOKを押
して下さい。

•	ディスプレイは状態出力プロパティメニューに戻り
ます。

状態出力機能のソース選択―ソースを選択しOKを押し
て下さい。

•	左向き/右向き矢印を使用して、デバイスを選択しOK
を押して下さい。

•	ディスプレイは、状態出力プロパティメニューに戻
ります。

信号コンベンションの選択―オプションは：
24V＝入力アクティブと24V＝入力非アクティブ
（例：入力をトラックしている場合。詳細に関しては
 セクション3.7をご参照下さい。）

•	左向き/右向き矢印を使用し、選択を切り替えOKを押
して下さい。

この出力の設定を保存するには、＜完了＞を選択しOK
を押して下さい。ディスプレイは出力/システム設定メ
ニューに戻ります。追加の状態出力を設定するには、
状態出力を選択し、別の状態出力を選び上記ステップ
を繰り返して下さい。最後の状態出力が設定されまし
たら、ESCを押して構成の編集メニューへ戻って下さ
い。

システム設定

出力のリセットモード、電源投入モード、およびミュー
トが起動時にアクティブになるかどうかを選択して下さ
い。

システムリセット―左向き/右向き矢印を使用して、モニ
タもしくは非モニタに切り替え、OKを押して下さい。

電源投入オプション―左向き/右向き矢印を使用して、
通常、オート、マニュアルのうちで選択しOKを押して下
さい。

電源投入時のミュートオプション―左向き/右向き矢印を
使用して、OFFもしくはONに切り替えOKを押して下さい。

構成モードの続き
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名前入力：

OKを押して下さい。

機能の選択：

OKを押して下さい。

トラック入力

ソースの選択：

OKを押して下さい。

ES01
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構成の名前作成
（セクション5.4.1）
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構成の編集
（セクション5.4）

入力
（セクション5.4.2）

出力/システム設定
（セクション5.4.3）

構成概要
（セクション5.4.4）

構成の保存
（セクション5.4.5）

入力の追加
（セクション5.5） 入力の削除 入力の編集 状態出力 安全出力 システム設定 端子アサイン

入力/出力マッ
ピング

状態出力設定 応答時間の確認

構成概要―このセクションはセクション5.2の構成概要
と類似しており、構成モード中の現在の設定の簡易確認
を含みます。下記の確認の為に読込専用画面を提供しま
す。

•	現在の構成の各デバイス用入力デバイス端子アサイ
ン

•	入力デバイス間と、入力デバイスと安全出力間のマ
ッピング関係

•	状態出力の現在の設定（設定の変更に関しては、セ
クション5.4.3をご参照下さい）

•	出力にマップされる各入力ごとの安全出力応答時
間。応答時間は安全距離の計算に使用可能です（分
離距離）（セクションA.4.1参照。）。

上向き/下向き矢印を用いて選択をハイライトにし、OKを
押し選択して下さい。

5.4.4	 構成概要

最初の構成変更は、一時的なメモリロケーションに保存
されます。構成変更を永続的にするためには（不揮発性
メモリで構成を保存します）、構成の保存を選択しOKを
押して下さい。

構成の編集メニュー時に変更を保存したくない場合
は、ESCプッシュボタンを押し、変更を保存せずに終了す
るか尋ねられた場合にはYESを選択して下さい。

構成が保存される時、或いはESCを押すと、ディスプレイ
は構成モードメニューに戻ります。

5.4.5	 構成の保存

構成モードの続き
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5.5	 入力の追加

入力の追加
（セクション5.5）

Fig.5-5　OBIの構成モードオプション

入力デバイスは、安全入力または非安全入力のどちらか
に分類されます。デバイスが異なる間、どちらの追加プ
ロセスもほぼ同じです。上向き/下向き矢印ボタンを用い
て安全または非安全を選択し、OKを押して下さい。

非安全入力デバイスオプションは下記を含みます。

•	マニュアルリセットスイッチ

•	ON/OFFスイッチ

•	ミュートイネーブルスイッチ

入力デバイスの選択（安全または非安全）―　左向き/
右向き矢印ボタンを用いて正しいデバイスを選択し、OK
を押して下さい。画面上部の矢印は、更なるオプション
が左または右に可能かどうかを示します。デバイス選択
後、そのデバイス用に選択する適切なプロパティと共に
新しい画面が表示されます。

5.5.2	 非安全入力の追加

安全入力デバイスオプションは下記を含みます。

•	非常停止ボタン

•	ゲート（インターロック）スイッチ

•	光学センサ（セーフティライトカーテン、単一/複数
のビームセンサ、エリアスキャナを含む）

•	両手操作コントロールデバイス

•	セーフティマット

•	防護停止デバイス

•	外部デバイスモニタリング（EDM）接点

•	ロープ式スイッチ

•	イネーブリングデバイス

•	ミュートセンサ

•	バイパススイッチ
NOTE:各入力デバイスタイプの詳細に関しては、
     付録Aをご参照下さい。

5.5.1	 安全入力の追加
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（セクション5.5.1）
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（セクション5.5.2）

非
常
停
止

ゲ
l
ト
ス
イ
ッ
チ

光
学
セ
ン
サ

両
手
操
作
コ
ン
ト
ロ
l
ル

セ
l
フ
テ
ィ
マ
ッ
ト

防
護
停
止

E
D
M

O
N
/
O
F
F

リ
セ
ッ
ト

ロ
l
プ
式
ス
イ
ッ
チ

イ
ネ
l
ブ
リ
ン
グ
デ
バ
イ
ス

ミ
ュ
l
ト
セ
ン
サ

バ
イ
パ
ス
ス
イ
ッ
チ

ミ
ュ
l
ト
イ
ネ
l
ブ
ル

www.bannerengineering.co.jp

非常停止



入力の追加
（セクション5.5）
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入力デバイスプロパティの構成

各入力デバイスの為に、下記のパラメータが設定されな
ければなりません。

•	名前（または自動生成されたデフォルト名を使用）

•	回路タイプ

•	端子アサイン（または自動生成された端子アサイン
を使用）

•	リセットロジック（一部のデバイス）

•	出力マッピングまたは入力マッピング（デバイスに
よる）

入力デバイス名の入力―名前の入力メニューが表示され
ます。デフォルト名が自動的に表示されますが、デバイ
ス名を変更する事も可能です（最大10文字）。

•	左向き/右向き矢印を使用して、文字位置を選択して
下さい。

•	上向き/下向き矢印を使用して、各位置の文字を選択
して下さい（A-Z、0-9、－、＋、スペースが選択可
能です）。

•	画面（下記に示すように）に正しいデバイス名が表
示されたらOKを押して下さい。

構成モードの続き

入力プロパティメニュー―入力プロパティメニューは下
記の為に使用されます。

•	 入力デバイスの回路タイプの選択

•	 必要な場合は、端子アサインの編集

•	 入力がコントロールする出力（または入力）の選択

•	 オートリセットロジックとマニュアルリセットロジ
ック間の選択（デバイスによる）

入力の回路タイプの選択―上向き/下向き矢印を使用し
て、回路タイプの選択を選択しOKを押して下さい。

NOTE:安全回路完全性レベルと各回路タイプの能力に関す
     る詳細につきましては、付録Aをご参照下さい。

•	回路タイプの選択メニューが表示されます。

•	左向き/右向き矢印を使用して、入力デバイスにとっ
て望ましい回路タイプ（デュアルチャンネル、４端
子回路タイプは下記に示されています）を選択しOK
を押して下さい。

•	回路タイプの選択後、ディスプレイは入力プロパテ
ィメニューに戻ります。

端子アサインの編集―入力回路タイプが選択されると、
セーフティコントローラは自動的に次の利用できる端子
台を入力デバイスに割り当てます。これらの端子アサイ
ンを確認し変更するためには、端子台の変更を選択しOK
を押して下さい。

•	左向き/右向き矢印ボタンを使用して、変更するため
に端子アサインを選択して下さい。

•	上向き/下向き矢印を使用して、端子アサインを変更
して下さい。

•	端子アサインが要望通りである場合、OKを押して下
さい。

NOTE:割り当てられていない端子台に限り、割り当て
る事が可能です。

•	（例外：この特定のデバイス用に異なる順序で同じ
端子台が使用されている場合、特定の入力デバイス
に使用される端子台は編集プロセス中に二度割り当
てる事ができます。）

•	端子アサインの認定後、ディスプレイは入力プロパ
ティメニューに戻ります。

www.bannerengineering.co.jp

名前の入力：

OKを押して下さい。

デュアルチャンネル、４端子台

ES01　　　端子台
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入力の追加
（セクション5.5）
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（セクション5.5.1）

非安全入力
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出力のマップ―このオプションは、入力をコントロール
する安全出力のうちいずれかを選択する為に用いられま
す。1つか2つまたは全3つの出力の組合せが選択される場
合がありますが、最低1つは選択する必要があります。全
安全デバイス、さらにリセットとON/OFF非安全デバイス
が１つ以上の安全出力にマップされる必要があります。
ミュートイネーブルデバイス、ミュートセンサ、バイパ
スセンサを安全入力デバイスへマップして下さい。

•	入力プロパティメニューの出力のマップを選択しOK
を押して下さい。

•	入力を出力にマップするには、上向き/下向き矢印を
用いて出力を選択しOKを押して下さい。

•	ディスプレイの塗りつぶされた円は、入力が対応し
ている出力にマップされている事を示します。空の
サークルは、入力がその出力にマップされていない
事を示します。

•	入力マッピングを追加または削除するには、出力を
選択しOKを押して下さい。入力が要望通り安全出力
にマップされる際に、保存を選択しOKを押して下さ
い。

•	入力が安全出力にマップされた後、ディスプレイは
入力プロパティメニューに戻ります。

下のスクリーンは、全３つの安全出力にマップされるデ
バイスES01を示しています。

構成モードの続き

リセットロジックの選択―オートまたはマニュアルリセ
ットロジックを選択するには、リセットロジックを選択
しOKを押して下さい。

•	左向き/右向き矢印を使用して、希望されるリセット
ロジックパラメータを選択しOKを押して下さい。

•	リセットロジックパラメータの設定後、ディスプレ
イは入力プロパティメニューに戻ります。

入力デバイスパラメータの保存―デバイスのパラメータ
全てが要望通り設定されている際は、＜完了＞を選択し
OKを押してパラメータを保存して下さい。

•	ディスプレイは入力パラメータが保存された事を表
示します。続けるにはOKを押して下さい。

•	ディスプレイは入力の編集メニューに戻ります。

www.bannerengineering.co.jp

ES01のマップ場所：

保存

SO1
SO2
SO3

＜続けるにはOKを押して下さい。＞

入力が保存されました。
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6.  操作説明

PC上にリアルタイムRUNモード情報を表示する為に
は、USBケーブルを介して、コンピュータがコントローラ
に接続されている必要があります（接続手順に関しては
セクション1.3ご参照下さい。）。弊社セーフティコント
ローラのプログラムを開き、PCIスクリーンのライブディ
スプレイボタンをクリックし、ライブディスプレイ画面
を起動して下さい。この特徴は、継続的にRUNモードデー
タを更新し、ポップアップ画面で表示します（Fig.6-1参
照）。

ライブディスプレイ画面は、コントローラのLCDで確認す
る事ができる同じ情報を提供します。それは各安全出力
の状態を示し、安全出力がOFFになる原因をもたらしうる
入力デバイスまたはシステム事象でレポートします。

6.1 コントローラ詳細表示―PCインターフェイス(PCI）

Fig.6-1　ライブディスプレイ画面―PCI

6.1	 コントローラ詳細表示―オンボードインターフェイス（OBI）

P/N JP13348756
www.bannerengineering.co.jp
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現故障の確認 故障ログの確認 故障ログの消去

故障診断

構成モード
（セクション

5.3）

端子アサイン

構成概要

入力/
出力マッピング 状態出力設定 応答時間の確認

ネットワー
ク設定の確認 構成チェックサム

型番
ソフトウェアとハードウ

ェアバージョン

表示設定コント
ラスト

システムメニュー
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6.2.1　RUNモードスクリーン―OBI

OBIのRUNモードスクリーンは、セーフティコントローラ
に関する下記を含む現在の情報を表示します。

•	構成名

•	安全出力状態

•	入力状態

•	システム状態

•	XMカード状態

Fig.6-3　RUNモード画面―OBI

構成名：ディスプレイのトップラインは、構成名が確認
されている場合にはセーフティコントローラに保存され
る構成名、または構成名が確認されていない場合には未
確認の構成名のどちらかを読み取ります。

安全出力状態：スクリーンのライン２、３、４は３つの
安全出力の状態を表示します。画面上で、選択された出
力の左に小さな矢じりが現れます。（2秒間隔でOFFにな
る安全出力内をスクロールします。）ディスプレイのラ
イン５は選択された安全出力の状態の要因を説明しま
す。
NOTE:出力の故障はシステムリセットを介して回復します
    （セクション6.4参照）。

安全出力状態メッセージ 要因または必要な操作

ON 安全出力はONです。

ONディレー ONディレータイムが終了する際、安全出力はONになります。

OFF 安全出力はOFFです。
ディスプレイのライン５は、安全出力がOFFである理由を示します。

OFFディレー OFFディレータイムが終了する際、安全出力はOFFになります。
ディスプレイのライン５は、安全出力がOFFディレー中である理由を示します。

必要とされるリセット マニュアルリセット操作の実行を必要とします。
ディスプレイのライン５は、押すべきマニュアルリセット入力の名前を示します。

故障 安全出力で問題が検出されます。故障に関する追加情報においては、トラブルシューティング表
（セクション8.3.1）をご参照下さい。
故障が外部デバイスモニタ（EDM）の異常が原因である場合、ディスプレイのライン５はEDMの名前を示します。

イネーブルモード ディスプレイのライン５は、安全出力がイネーブルモード中である場合は、イネーブルモードを示します。
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入力状態：安全出力がOFFである、或いはOFFになる場
合、ディスプレイのライン５は出力をOFFに保っている入
力に関する情報を示します。

ライン５は、いつマニュアルリセット操作の実行が必要
であるかも表示します。

NOTE:

•	１つ以上の入力の状態を表示しなければならない時
は、ライン５は各入力を示すのを変えます。

•	上向き矢印ボタンを押し、現在の入力の画面を一時
停止して下さい。

•	下向き矢印ボタンを押し、最後のラインを次の入力
に変更して下さい。
（下向き矢印ボタンを繰り返し押し、入力を介して
す ばやくサイクルして下さい。）

•	１つ以上の出力がOFFである場合、小さい矢じりは
入力メッセージが対応する安全出力を示します。
（Fig.6-3参照）

入力デバイス状態メッセージ 要因または必要な操作

停止 安全入力は、安全出力をOFFにする原因となる状態にあります。

テスト 起動テストは安全入力上ですませておく必要があります。テストを実行するには、安全出力をONにするように
入力（実行－停止―実行）をサイクルして下さい。

非アクティブ 安全出力がONになる前に、両手操作コントロール入力もしくはイネーブリングデバイスがサイクルを必要とし
ます（実行－停止―実行）。

故障 問題は、出力をコントロールする入力と共に検出されています。

タイムアウト 安全出力はイネーブルモードであり、イネーブリングデバイスアクティブ時間制限が切れています。出力をON
に戻すか、イネーブリングデバイスをOFFにしシステムリセットを実行してイネーブルモードを終了する為に
イネーブリングデバイスをサイクルして下さい。
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安全出力がONである時は、マップされる入力がミュー
ト、バイパス、あるいは、故障状態でない限り入力情報
は表示されません。

状態出力：ミュートランプ故障がある時、画面のライン
５はミュートランプ故障を表示します。

システム状態：システムリセットが安全出力をONにする
ために必要となる時はいつでも、画面のライン５は必要
とされるシステムリセットを表示します。ただし、故障
状態が存在する時は、システムリセット操作が安全出力
をONにする前に、故障を直す必要があります。

外部メモリカード（XMカード）状態：RUNモード画面がア
クティブの間、XMカードが挿入されている際、XMカード
の状態が一時的に表示されます。必要に応じて正しいXM
カードを取り外し交換して下さい。

XMカードメッセージ 要因

XMはアクティブな構成と一致します。 そのカードに保存された構成は、セーフティコントローラの構成と同じです。

XMはアクティブな構成と一致しません。 XMカードに保存された構成は、セーフティコントローラの構成とは異なります。

XMには構成がありません。 XMカードには、保存された構成はありません。

Fig.6-4　XMカードの状態メッセージ画面―OBI

www.bannerengineering.co.jp

XMはアクティブな構成と一致します。

続けるには＜OK>を押して下さい。

XMはアクティブな構成と一致しません。

続けるには＜OK>を押して下さい。

XMはアクティブな構成と一致します。

続けるには＜OK>を押して下さい。
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 警告。。。非モニタのリセット
非モニタのリセット（ラッチまたはシステムリセッ
ト）が設定される場合と、リセットの為の他の状態全
てが定位置にある場合、リセットされた端子台から
＋24Vへのショートは直ちに安全出力をONにします。

6.3  マニュアルリセット

マニュアルリセットが実行される際にRUN状態である安全
出力に全ての安全入力がマップされる時、マニュアルリ
セット操作は有効になります。リセットタイミング要件
に関してはセクション6.5をご参照下さい。

単一のマニュアルリセットデバイスが2つ以上の安全出力
（その内１つにはOFFディレーがあります）にマップされ
る際、OFFディレータイムが切れるまでマニュアルリセッ
トはいずれの安全出力もONにする事ができません。

RUN状態から停止に変わりRUN状態に戻るマニュアルリセ
ットの為に安全入力デバイスが設定される場合、有効な
マニュアルリセットが実行されるまで、そのデバイスを
マップする全ての安全出力はOFFになりOFFを保持しま
す。

設定―オンボードインターフェイス

6.4  システムリセットとロックアウト状態

システムリセットは下記の状態下で必要となります。

•	ロックアウト状態からの回復

•	新しい構成のダウンロード後、コントローラを起動

•	出力故障からの回復

•	マニュアル電源投入のための設定時、電源投入後に
RUNモードに入る

•	イネーブルモードの終了

システムリセットは、安全入力に関連していないロック
アウト状態を解除するのに用いられます。セーフティク
リティカルな故障が検出される際、ロックアウト状態は
コントローラが影響を受けた安全出力全てをOFFにする反
応となります。この状態からの回復は、修理される全て
の故障と実行されるシステムリセットを必要とします。
ロックアウトを引き起こした故障を直さない限り、シス
テムリセット後、ロックアウトが繰り返されます。

リセットデバイス（ボタンまたはスイッチ）は、SRと分
類されるセーフティコントローラの専用の入力端子に繋
がります。リセット信号タイプは、モニタ、または非モ
ニタに設定ができます（デフォルト設定はモニタになっ
ています）。リセットタイミング要件に関してはセクシ
ョン6.5をご参照下さい。

 警告。。。リセット前のチェック
システムリセット操作の実行時、全ての潜在的危険性
を取り除き、危険にさらされる事もある人と不必要な
材料（例えば、ツール）がないことを確認するのはユ
ーザーの責任となります。それに従わない場合、重大
なけがや死亡事故に繋がる危険があります。

 警告。。。システムスイッチの設置場所
マニュアルシステムリセットプッシュボタンは、危険
エリアの外側からと危険エリアの見渡せる場所に限り
アクセス可能でなければなりません。リセットスイッ
チもまた安全防護スペース内から手の届かない所にあ
る必要があり、許可されていない操作または不注意な
操作を防止できないといけません（例：リングまたは
ガードを用いて）。どのエリアもリセットスイッチか
ら見えない場合、安全防護の追加的手段が提供される
必要があります。
それに従わない場合、重大なけがや死亡事故に繋がる
危険があります。

6.5  リセット信号必要条件

以下の通り、マニュアル（ラッチ）リセットとシステム
リセット信号の両方が、モニタ、或いは非モニタの操作
の為に設定する事が可能です。

モニタされるリセット―低（DC0V）から高（DC24V）の遷
移に、リセット信号を必要とし、次に低に戻ります。高
の状態の継続時間は、0.3～2秒である必要があります。
これは、「トレーリングエッジトリップイベント」であ
ると言われています。

非モニタのリセット―低（DC0V）から高（DC24V）のリセ
ット信号遷移のみを必要とし、少なくとも0.3秒の間、高
を保持します。リセット後、リセット信号は高または低
になる事ができます。これは、「リーディングエッジト
リップイベント」であると言われています。

P/N JP13348760
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7．	 システム点検

セーフティコントローラの構成と適切な機能の確認は、
各出力デバイスに加えて、各安全入力と非安全入力デバ
イスの確認を含みます。入力がRUN状態から停止状態に個
々に切り替わるように、安全出力は入力が予想通りにON
とOFFになる事を確認するようチェックする必要があり
ます。

包括的テストは、セーフティコントローラの操作と対象
とする構成の機能を確認するのに用いられる必要があり
ます。セクション7.2のチェックリストは、一般的であ
り、アプリケーションごとにカスタマイズされた（構成
固有の）チェックリストを発展させる手助けをする事を
目的とします。このカスタマイズされたチェックリスト
は、保安要員が試運転と定期検査をできるようにしま
す。同様の簡易化された毎日の点検チェックリストは、
オペレータ（または指名される者）の為に作成される必
要があります。配線図とロジックダイヤグラムのコピー
と点検手順を手助けする構成概要を持つ事を強くお勧め
します。

試運転点検：安全防護された機械アプリケーションが利
用可能になる前で、各セーフティコントローラ構成の作
成または変更後に、資格を有する者＊は、セーフティシ
ステム試運転手順を実行しなければなりません。

定期（年に二回）点検：資格を有する者＊は、適切な地
方条例または国家規制に基づき、年に二回（6ヵ月おき
に）または定期的間隔で、セーフティシステム再試運転
も実行しなければなりません。

毎日の作動点検：指名される者＊は、安全防護された機
械が稼動中である毎日に、デバイスメーカーの推薦通り
に防護装置の有効性もチェックしなければなりません。

＊定義については、用語解説をご参照下さい。

7.1	 点検スケジュール
 警告。。。定期検査

試運転、定期的、毎日のセーフティシステムチェック
は、セーフティシステムが意図されたように作動して
いる事を確認する為に、適切な回数で適切な人によっ
て実行される必要があります。これらのチェックの実
行に従わない場合は、重大なけがや死亡事故に繋がる
危険な状況をもたらす事があります。

 警告。。。システムが正しく機能する
              までは、機械を使用しないで下さい。
これらのチェックの全てを確認する場合は、不一致ま
たは問題が修正されるまでセーフティコントローラと
防護された機械を含むセーフティシステムを使用しよ
うとしないで下さい（セクション8参照）。そのような
状況下で防護された機械の使用の試みは、重大なけが
や死亡事故に繋がる危険があります。

 警告。。。機械に電源を投入する前に
安全防護された機械に電源を投入する前に、防護領域
には人と不必要な材料（例えば、ツール）がない事を
確認して下さい。それに従わない場合は、重大なけが
や死亡事故に繋がる危険があります。

P/N JP133487 61
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□	 次の事をご確認下さい。

•	隔離される安全出力リード―共にショートさせず、
電源またはグラウンドをショートさせない。

•	使用する場合、セクション3.6とFig.3.12-3.15で説
明したように、外部デバイスモニタリング（EDM）接
続が、安全出力に接続されたデバイスの接点をモニ
タしているNCを介して、＋DC24Vに接続されている。

•	ご使用のアプリケーションの適切なコントローラ構
成ファイルが、セーフティコントローラにインスト
ールされている。

•	すべての接続が、適切なセクションに応じて確立さ
れ、NECと局所配線コードに従っている。

常時接続が防護された機械に確立される前に、この手順
は、コントローラと関連するセーフティシステムが単独
で点検できるようにします。

P/N JP13348762
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進める前に次の事をご確認下さい。

・セーフティコントローラに、安全出力端子板は接続さ
れません。安全出力SO1（AとB）、SO2（AとB）、SO3（A
とB）を機械に接続させない為に、7ピンコネクタを抜い
て下さい。

•	機械から電源が切り離され、機械制御やアクチュエ
ータに電源が供給されていない。

常時接続は、この点検の後で確認されます。

システム動作の確認

試運転点検手順は、この説明書の用語解説に定義されて
いる通り資格を有する者によって実行される必要があり
ます（P.60の警告参照）。コントローラの設定後と、そ
の入力に接続されるセーフティシステムと安全防護デバ
イスの適切なインストールと設定後のみに、実行されな
ければなりません（付録Ａと該当規格につき）。

試運転点検手順は、二度実行されます。

•	適切なインストールを確認する為に、コントローラ
が最初に設置される時。

•	継続した適切なコントローラ機能を確認する為に、
メンテナンスや変更が、システム上またはシステム
に防護されている機械で実行される時はいつでも。(
必要とされる点検スケジュールに関しては、セクシ
ョン7.1をご参照下さい。)

試運転点検の初期部分のために、コントローラと関連す
るセーフティシステムは、防護された機械が利用できる
電源なしでチェックされなけれなければなりません。こ
れらのシステムが点検されるまで、防護された機械への
最終的なインターフェイス接続はできません。

7.2	 試運転点検手順

Fig. 7-1　安全出力端子台
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7.3	 初期設定と試運転/定期点検

1.	 □　セーフティコントローラの安全出力（SO1、SO2、SO3）と、関連する出力デバイスのための表示が適切で
けがの危険性もなく動作する事が監視や確認できるように、機械を設定して下さい。

まだセーフティコントローラや防護された機械に電源を投入しないで下さい。

2.	 □　セーフティシステムと安全防護デバイスの

        点検

A.	 □　P.1で説明したように、防護された機械がこの保護システムと互換性のあるタイプとデザインから
成る事を確認して下さい。

B.	 □　適したマニュアルで説明されるように、インストールを確認し、外部の安全/保護システムとセー
フティコントローラ入力に接続されたデバイスの点検手順を実行して下さい。全ての点検手順が正常に
完了し、全ての問題が修正されるまで、進めないで下さい。

C.	 □　下記をご確認下さい。

	 防護された機械の危険な部分へのアクセスは、保護システム、強力な防護、または補足安全防護によっ
て保護されていない向きからはできません。

	 適切な安全規格に説明される通り、補足安全防護と強力な防護は、装備されており適切に機能していま
す。

D.	 □　全てのリセットスイッチが外側で防護領域からよく見える（防護領域内側の誰の手も届かない）所
に取り付けられており、不注意な使用を防ぐ手段が整っている事を確認して下さい。

E.	 □　配線がセクション3.6で説明された要件を満たしている事を確認する為に、セーフティコントロー
ラのOSSD出力と防護された機械の制御要素間の電気配線接続を調べて下さい。

3.	 □　全ての両手操作コントロールデバイス、イネーブリングデバイス、ミューティングセンサ、

        バイパススイッチが非アクティブ（停止）状態である事をご確認下さい。

    NOTE: すべての場合において、両手操作コントロ
ールデバイスと関連する出力が、電源投入時にONでなければならないというわけではありません。ま
た、それらが最初にOFFとみなされるまで、電源投入時のアクティブ（RUN）状態のバイパスまたはイネ
ーブリングデバイスは機能しません。

4.	 □　他の入力デバイス全てがアクティブ（RUN）状態である事をご確認下さい。

NOTE: 状態出力のいずれかが構成内の機能にマップされる場合、関連する操作がテストされるよう各状態出力の機能をモニタして下さい。

N電源投入とリセット機能

5.	 □　点検手順の間、個人が防護された機械の危険な動作/状況にさらされないことを確認して下さい。
        安全出力がONまたはOFFであるかどうか確かめるために、フロントパネルディスプレイ上のSO状態表示や
        メッセージを確認して下さい。電源を必要とするセーフティコントローラや全ての入力デバイスに、
        電源を投入して下さい。防護された機械にではありません。
6.	 □　構成ファイル（例:リビジョンレベル）がアプリケーションに適している事を確認して下さい。最低で
        も、点検手順の間参照できるPCインターフェイスソフトウェアから、構成概要のコピーをして下さい。
7.	 □　モニターされるミュートランプ（使用する場合）の為に設定された安全出力が、電源投入後、
        一時的ONになる（例：フラッシュ）事を確認して下さい。

8.	 □　電源投入構成（構成概要の「システム設定」参照）

通常の電源投入(デフォルト)を設定する場合：

オートリセット用に設定されたデバイス入力とに限り関連する安全出力がON＊になる事を
確認して下さい。

オート電源投入を設定する場合：

全ての安全出力が５秒以内にON＊になる事を確認して下さい（設定されたONディレーによ
る出力がこの時間を延長する場合があります）。

マニュアル電源投入を設定する場合：

・ 全ての安全出力がOFFのままである事を確認して下さい。

・	 電源投入後少なくとも１０秒待ち、次にシステムリセットを適用して下さい。

・	 たとえ関連する非安全入力がマニュアルリセット用に設定されても、安全出力がON
になる事を確認して下さい。

NOTE: すべての場合において、両手操作コントロールと関連する安全出力は、電源投入時ONにな
      りません。イネーブリングデバイスとバイパス機能は、電源投入時に使用できません。
      それらは停止状態（OFF）で始めなければなりません。
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7.4 	 初期設定と試運転/定期点検(続き)

9.	 □　構成をリセットして下さい。

オートリセット用に設定する場合：対応する安全出力表示が、安全出力がONである事を示す緑である事を
確認して下さい。（マニュアルリセット用に設定された他の入力が安全出力と関連していない事が前提で
す。マニュアルリセット参照。）。赤のステータス表示が常に点滅し始めた場合、トラブルシューティン
グ情報に関してセクション8をご参照下さい。

マニュアルリセット用に設定する場合：リセットを必要としている事を示す為に緑のステータスLEDが点
滅し、そして「リセットが必要」というメッセージが診断ディスプレイに現れた事を確認して下さい。赤
のステータス表示が常に点滅し始めた場合、トラブルシューティング情報に関してセクション8をご参照
下さい。

NOTE:「モニタされたマニュアルリセット」が設定された場合は、少なくとも¼秒間、長くて2秒、
リセット入力を閉じてから接点を再度開いてリセットを実行して下さい。緑のステータス表示が点
灯する事を確認して下さい。

□　全てのリセットスイッチが外側で防護領域からよく見える（防護領域内側の誰の手も届かない）
    所に取り付けられていて、不注意な使用を防ぐ手段が整っている事を確認して下さい。
□　両手操作コントロールデバイスと関連していない残りの出力をONにする為に、各（非安全入力）
    マニュアルリセットデバイスを作動させて下さい。
□　両手操作コントロールデバイスと関連していない全ての安全出力が現在ONである事を
    確認して下さい。

（例外：イネーブリングデバイスにだけ関連した出力はOFFのままです。）

両手操作コントロール機能

10. □　全ての入力が安全出力と関連したON状態にある事を確認し、残りの出力をONにする為にそれぞれの
        両手操作コントロールデバイスを作動して下さい。。

•	 両手操作コントロールが互いに0.5秒以内で起動されない限り、関連する安全出力がOFFのままである事を
確認して下さい。

•	 片手を移動し置き換える際に、安全出力がOFFになりOFFのままである事を確認して下さい。

非常停止ボタンとロープ式スイッチ機能

11．□　出力がONである間は、それぞれ非常停止やロープ式スイッチデバイスを個々に作動させて、
        再度作動可能にして下さい（一度に1つのデバイス）。

•	 該当する場合は、各関連する安全出力が適切なOFFディレーと共にOFFになる事を確認して下さい。

12．□　非常停止またはロープ式スイッチデバイスがRUN状態に戻る時に（作動可能な）：

マニュアルリセット用に設定する場合、あるいは、両手操作コントロールデバイスと関連している場合：
安全出力がOFFのままである事を確認して下さい。

オートリセット用に設定する場合（他のデバイスがOFFを維持していると前提）：安全出力がONになる事
を確認して下さい。

13．□　出力をONに戻す為に、マニュアルリセットを適用し、必要に応じて両手操作コントロールデバイスを

        起動して下さい。

•	 該当する場合、各関連する安全出力が適切なONディレーと共にONになる事を確認して下さい。

他の停止しているデバイス機能

14．□　規定通りに、下記の各デバイスタイプの為に11-13のステップを繰り返して下さい。

□ 全ゲートスイッチの動作を確認して下さい。

□ 全光学センサの動作を確認して下さい。

□ 全セーフティマットの動作を確認して下さい。

□ 全プロテクティブ停止の動作を確認して下さい。

   （記載もされていない他の安全/安全防護デバイス）

□ 全てのON/OFF入力の動作を確認して下さい。
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7.5	 初期設定と試運転/定期点検（続き）

15.	 □　ミュート機能

□	 出力がONである間、ミュートイネーブル入力（使用する場合）を起動してミュートサイクルを始め、そ
れから3秒以内に一組の各ミュートセンサを起動して下さい。

	 • 使用する場合は、ミュートランプがONである事を確認して下さい。

□ ミュートされた安全保護デバイスから、停止コマンドを生成して下さい。

	 • 関連する安全出力がONのままである事を確認して下さい（緑のステータス表示がONのままである）。
	 • 制限時間（バックドアタイマ）がミュートと関連している場合は、ミュートタイマが切れる
      際に関連する安全出力がOFFになる事を確認して下さい。

□ ミューティングセンサの組ごとに、上記ステップを繰り返して下さい。

	 • 各関連するミュートされたデバイスによる適切な動作を確認して下さい。

□ １つずつ非ミュートの安全保護デバイスから、停止コマンドを生成して下さい。

	 • ミュート入力がミュートされる間、関連する安全出力がOFFになる事を確認して下さい。

NOTE：関連する出力がいずれにせよOFFになる時は、ミュート機能は終了します。他の非ミュートの
      安全保護デバイスによるこのテストを完了する為に、新しいミュートサイクルがそれぞれに開始さ
      れなければなりません。

ミュート、バイパス、イネーブリングデバイス機能を使用しない場合、ステップ20へ進んで下さい。

16.	 □　電源投入時のミュート機能

□　セーフティコントローラの電源をOFFにして下さい。

	 • ミュートイネーブル入力（使用する場合）を起動して下さい。

	 • ミュートサイクルを始める為に、適切なミューティングセンサの組を起動して下さい。

	 • 全ての入力デバイスがRUN（アクティブ）状態にある事を確認して下さい                           
（両手操作コントロールデバイスを含まない）。

	 • 全てのイネーブリングデバイスとバイパススイッチが停止（非アクティブ）状態にある事を確認して
下さい。

□　電源投入時に適切な動作を確認して下さい。

□　オート電源投入用に設定する場合：

	 • 全ての安全出力がON*になる事を確認して下さい。

	 • ミュートの状態出力（使用する場合）がONになる事を確認して下さい。

□　通常の電源投入用に設定する場合：

	 • オートリセットデバイスのみ、またはミュータブルマニュアルリセットデバイスのみに関連する

      全ての安全出力がON*になる事を確認して下さい。

	 • ミュートの状態出力（使用する場合）がONになる事を確認して下さい。

□　マニュアル電源投入用に設定する場合：

	 • 全ての安全出力がOFFのままである事を確認して下さい。

	 • 電源投入後少なくとも10秒待ち、システムリセットを適用して下さい。

	 • 全ての安全出力がON*になる事を確認して下さい。

	 • ミュートの状態出力（使用する場合）がONになる事を確認して下さい。

	

	 *NOTE：全ての場合において、両手操作コントロールデバイスと関連する安全出力は、電源投入時にON
になりません。電源投入時のミュート特性は、ミュータブル両手操作コントロールデバイスにあてはま
りません。

□　ミュートされた安全保護デバイスから、停止コマンドを生成して下さい。

	 • 関連する安全出力がONのままである事を確認して下さい（つまり、入力がミュートされている）。緑
のステータス表示は、ONのままでなければなりません。
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□　バイパス機能がミュータブルで、バイパス可能である場合は、各安全入力が停止状態にある事を確認
して下さい。

    • セーフティコントローラがまだミュート中である場合は、関連する安全出力がONのままでなければ
なりません。タイマが切れ出力がOFFになっても、次のステップへ進んで下さい。

□　ミュートセンサの組の一方、または両方のミュートセンサを起動させて下さい。2つのミュートセンサ
の組がある場合は、そのうち１組の少なくとも1つのセンサが起動させなければなりません。

	 • 使用する場合は、ミュートランプが点滅している事を確認して下さい。

□　バイパススイッチがRUN状態にある時は、次の事を確認して下さい。

	 • 関連する安全出力がONになる。

	 • 使用する場合、ミュートランプが現在点灯している。

	 • バイパスタイマが切れる際、関連する安全出力がOFFになる。

□　バイパススイッチが停止状態にあり、RUN状態に戻る時、次の事を確認して下さい。

	 • 関連する安全出力がONになる。

□　同じ出力と関連する他の全ての回避されない入力が１つずつ停止状態にある時は、次の事を確認して
下さい。

	 • 入力が回避される間、関連する安全出力がOFFになる。

17.	 □　バイパス機能（ミュート付き）

□　回避される安全入力が停止状態にある時は、次の事を確認して下さい。

• 関連する安全出力がOFFである。

□　バイパス入力がRUN状態にある時は、次の事を確認して下さい。

• 関連する安全出力がONになる。

• バイパスタイマ（バックドアタイマ）が切れる時は、関連する安全出力がOFFになる。

□　バイパススイッチが停止状態にあり、RUN状態に戻る時、次の事を確認して下さい。

• 関連する安全出力がONになる。

□　回避されない安全保護デバイスから、１つずつ停止コマンドを生成して下さい。

• 入力が回避される間は、関連する安全出力がOFFになる事を確認して下さい。

18.	 □　バイパス機能（ミュートなし）

□　出力をONにする為に、イネーブリングデバイスと同じ出力と関連した全ての入力がRUN状態である事を
確認して下さい。イネーブリングデバイスとは、停止状態のままである事です。

• 関連する安全出力がONである事を確認して下さい。

□　イネーブリングデバイスがRUN状態にある時は、次の事を確認して下さい。

• 関連する安全出力が、ONとLCDディスプレイイネーブルモードのままである。

□　イネーブリングデバイスが停止状態にある時は、次の事を確認して下さい。

• 関連する安全出力がOFFになる。

□　イネーブリングデバイスがRUN状態にある時は、次の事を確認して下さい。

• 関連する安全出力がONになる。

• イネーブリングデバイスタイマが切れる時は、関連する安全出力がOFFになる。

□　イネーブリングデバイスが停止状態にあり、RUN状態に戻る時、次の事を確認して下さい。

• 関連する安全出力がONになる。

□　同じ出力と関連した全ての非常停止とロープ式スイッチ入力が１つずつ停止状態にある時、次の事を
確認して下さい（必要に応じて、各デバイスの為にステップを繰り返して下さい）。

• イネーブルモードの間、関連する安全出力がOFFになる。

□　イネーブリングデバイスが停止状態にある事を確認してから、システムリセットを適用して下さい。

• LCDが、もうイネーブルモードを表示しない事を確認して下さい。

• セーフティコントローラが通常の動作に戻ている事を確認して下さい。

19.	 □　イネーブリングデバイス機能
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全ての問題が修正されるまで点検を続けないで下さい。
複合システムが開始されるかもしれない前に、防護された機械によるセーフティコントローラの動作を
確認する必要があります。この為に、資格を有する者は、以下のチェックを実行しなければなりません。

セーフティコントローラから電源を取り外して下さい。
機械制御回路を安全出力SO1（AとB）、SO2（AとB）、SO3（AとB）に接続する為に、
セーフティコントローラに安全出力端子板を再インストールして下さい。これは、常時接続です。

□　全ての配線がNECと局所配線コードに従う事を確認して下さい。

□　防護された機械に電源を印加し、その機械が起動しない事を確認して下さい。

□　セーフティコントローラに電源を印加し、安全出力をONにする為に必要な場合、リセットを適用して
下さい。

□　各安全デバイス、またはセーフティコントローラの入力端子に接続される安全装置から停止コマンド
を生成し、下記の各入力デバイスを確認して下さい。

　□　予想通りに安全出力と状態出力は動作している（例：ONディレー、OFFディレー、その他）。構成概
要を用い、動作を確認して下さい。

　□　防護された機械が発動する事はできません。

□　防護された機械の機械動作を起動し、それが動いている間に、安全デバイスまたは安全装置それぞれ
から停止コマンドを生成して下さい。機械の危険な部分には、何も挿入しようとしないで下さい。停止
コマンドを出す事によって、機械の危険な部分が停止する事を確認して下さい。

□　安全デバイスまたは安全装置のリセット、或いはコントローラで、機械が自動的に再起動せず、開始
デバイスが機械を再起動する事を確認して下さい。

□　機械メーカーによって指定される全体のシステムの応答時間が同じか、より少ない事を確認する為
に、その目的の為に設計された器具を用いて、機械の停止応答時間をテストして下さい。（弊社は、適
した器具を推薦する事も可能です。)

これらのチェックのいずれかを失敗しても、失敗の原因が確認され修正されるまで、システムを使用しよ
うとしないで下さい。

20.	 □　システム（最後の）点検
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8．	 トラブルシューティングとメインテナンス

ポリカーボネートエンクロージャとディスプレイの掃除
が必要な場合は、中性洗剤と温い水溶液で湿った柔らか
い布で拭いて下さい。コントローラへの電源を切り、掃
除の前に布から過湿を絞り出して下さい。

8.1	 掃除

コントローラは、産業設定で見つかる多種多様な電気ノ
イズ源に高度抵抗するように設計やテストがされていま
す。しかし、これらの制限を越えてEMIまたはRFIを生じ
る激しい電気ノイズ源は、ランダムなトリップやロック
アウト状態を引き起こす場合があります。ランダムなト
リップやロックアウトが起こる場合は、次の事を確認し
て下さい。

• 電源電圧がDC24V+/-20%内である。

• セーフティコントローラの挿入端子台が完全に挿
入されている。

• 個々の端子台へのワイヤ接続が固定されている。
• 高電圧や、高周波ノイズ源、または高圧送電線が
  なしでは、コントローラの近く、またはコントロ
  ーラに接続しているワイヤに並んで送れません。

• 適切な一時的抑制が出力負荷全体で適用される。

セーフティコントローラには、内部のフィールド交換可
能な部品はありません。コントローラが適切に作動して
いない場合は、弊社までお問い合わせ下さい。回復不可
能な故障の場合は、コントローラのハウジングを開か
ず、ご自身でコントローラを直そうとしないで下さい。
弊社アプリケーションエンジニアチームまでお問い合わ
せ下さい。

バナー・エンジニアリング・

   インターナショナルinc.-ジャパン・ブランチ

〒532-0011

大阪市淀川区西中島 3-23-15

Phone: 06-6309-0411

Fax: 06-6309-0416

Email: tech@bannerengineering.co.jp

弊社は、お客様の問題の説明からコントローラの修理を
試みます。コントローラやコンポーネントに欠陥がある
と結論が出た場合は、 適切な送り先住所をお伝えしま
す。注意してコントローラを包装してください。返品発
送中に起きた破損は、保証の範囲外です。

8.2	 修理と保証サービス

構成によっては、セーフティコントローラは下記を含む
さまざまな入力、出力、システム故障を検出する事がで
きます。

• 動きがとれない接点

• オープン接点

• チャンネル間のショート

• グラウンドへのショート

• 電源へのショート

• 他の入力へのショート

• ルーズまたはオープン接続

• 上回った操作上時間制限

• 出力低下

故障が検出される時は、故障を説明するメッセージが故
障診断メニューで表示されます。追加メッセージがまた
故障の改善を助ける為に表示される場合があります。セ
クション8.3.1のトラブルシューティング表は、故障を要
約し問題の原因を発見する為に、更なるチェックを推奨
します。以下のセクションは、PCIまたはOBIを用いて、
ロックアウトからの回復方法と故障情報へのアクセス方
法を記載しています。

ネットワーク通信に関する問題が起きた場合は、www.
bannerengineering.comで利用できるネットワークユーザ
ーズガイドが役立つ場合もあります。（英文）

8.2	 トラブルシューティング－故障の検出と修理
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8.3.1  トラブルシューティング表

故障コード 表示されたメッセージ 追加メッセージ 対策と確認

0.0 入力故障 入力のサイクル
•	 不安定な入力信号を確認して下さい。
•	 故障表示を消去する為に、入力をOFFにして下さい。

1.1 出力故障 ショートを確認

安全出力がOFFでなければならない時にONに表示される。
•	 外部電圧源へのショートを確認して下さい。
•	 安全出力負荷に接続しているDC共通線サイズを確認して下さい。ワイヤは強いゲ

ージワイヤであるか、抵抗と電圧低下を最小にする為にできるだけ短くなければ
なりません。必要に応じて、出力の各ペアのために別々のDC共通線を使用し、ま
たはこのDC共通リターンパスを他のデバイスと共有する事を避けて下さい。

1.2 出力故障 ショートを確認

出力がONである間に、安全出力が他の電圧源への故障を感知しています。
•	 安全出力間のショートを確認して下さい。
•	 外部電圧源へのショートを確認して下さい。
•	 負荷デバイス互換性を確認して下さい（過度のキャパシタンスか）。
•	 安全出力負荷に接続しているDC共通線サイズを確認して下さい。ワイヤは強いゲ

ージワイヤであるか、抵抗と電圧低下を最小にする為にできるだけ短くなければ
なりません。必要に応じて、出力の各ペアのために別々のDC共通線を使用し、ま
たはこのDC共通リターンパスを他のデバイスと共有する事を避けて下さい（セク
ション3.6.4参照）。

1.3-1.4 内部故障 内部故障―弊社へお問い合わせ下さい（セクション8.2参照）。

1.5 出力故障 出力配線を確認 安全出力が、早まってONを表示する。
•	 安全出力負荷に接続しているDC共通線サイズを確認して下さい。ワイヤは強いゲ

ージワイヤであるか、抵抗と電圧低下を最小にする為にできるだけ短くなければ
なりません。必要に応じて、出力の各ペアのために別々のDC共通線を使用し、ま
たはこのDC共通リターンパスを他のデバイスと共有する事を避けて下さい（セク
ション3.6.4参照）。

1.6 内部故障 内部故障―弊社へお問い合わせ下さい（セクション8.2参照）。

1.7 出力故障 ショートを確認 オーバーロードが安全出力上で検出されています。
•	 グラウンドへのショート、またはオーバーロード状態の為にそれぞれの出力端子

台を確認して下さい（たった1つの出力の故障が、他の出力が故障を示す原因にな
る場合があります）。

•	 システム負荷要件によるシステム電源定格を確認して下さい。

1.8 内部故障 内部故障―弊社へお問い合わせ下さい（セクション8.2参照）。

2.1 同時並行性故障 入力のサイクル RUN状態の両入力によるデュアルチャンネル入力上で、1つの入力が停止状態になって
からRUN状態に戻っています。
•	 配線を確認して下さい。
•	 入力信号を確認して下さい。
•	 デバウンスタイムの調節を考慮して下さい。

2.2 同時性故障 入力のサイクル デュアルチャンネル入力上で、1つの入力はRUN状態になったのに、他の入力が3秒以内
にRUN状態にならない。
•	 配線を確認して下さい。
•	 入力信号タイミングを確認して下さい。

2.3か2.5 同時並行性故障 入力のサイクル RUN状態の両入力による互いに補い合う一対上で、入力の1つが停止に変更してからRUN
に戻っています。
•	 配線を確認して下さい。
•	 入力信号を確認して下さい。
•	 入力信号を提供している電源を確認して下さい。
•	 デバウンスタイムの調節を考慮して下さい。

2.4か2.6 同時性故障 入力のサイクル 互いに補い合う一対上で、1つの入力はRUN状態になったのに、他の入力が時間制限内
にRUN状態にならない。
•	 配線を確認して下さい。
•	 入力信号タイミングを確認して下さい。

2.7 内部故障 端子台xxを確認 内部故障―弊社へお問い合わせ下さい（セクション8.2参照）。
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8.3.1  トラブルシューティング表(続き)

故障コード 表示されたメッセージ 追加メッセージ 対策と確認

2.8-2.9 入力故障 端子台xxを確認 入力が高を持続。
• 他の入力または他の電圧源へのショートを確認して下さい。
• 入力デバイス互換性を確認して下さい。

2.10 入力故障 端子台xxを確認 ・入力間のショートを確認して下さい。

2.11-2.12 入力故障 端子台xxを確認 ・グラウンドへのショートを確認して下さい。

2.13 入力故障 端子台xxを確認 入力が低を持続。
・グラウンドへのショートを確認して下さい。

2.14 入力故障 端子台xxを確認 欠落したテストがパルスを加えている。
• 他の入力または他の電圧源へのショートを確認して下さい。

2.15 オープンリード 端子台xxを確認 ・オープンリードを確認して下さい。

2.16-2.18 入力故障 端子台xxを確認 欠落したテストがパルスを加えている。
• 他の入力または他の電圧源へのショートを確認して下さい。

2.19 オープンリード 端子台xxを確認 ・オープンリードを確認して下さい。

2.20 入力故障 端子台xxを確認 欠落したテストがパルスを加えている。
• グラウンドへのショートを確認して下さい。

2.21 オープンリード 端子台xxを確認 ・オープンリードを確認して下さい。

2.22-2.23 入力故障 端子台xxを確認 ・入力上の不安定な信号を確認して下さい。

3.1 EDMxx故障 端子台xxを確認 安全出力がONになる前にEDM接点がオープンする。
• スタックオン接触器またはリレーを確認して下さい。
• オープンワイヤを確認して下さい。

3.2 EDMxx故障 端子台xxを確認 安全出力がOFFになった後、EDM接点が200ms以内のクローズに失敗。
• 遅いまたはスタックオン接触器、またはリレーを確認して下さい。
• オープンワイヤを確認して下さい。

3.3 EDMxx故障 端子台xxを確認 安全出力がつく前にEDM接点がオープンする。
• スタックオン接触器またはリレーを確認して下さい。
• オープンワイヤを確認して下さい。

3.4 EDMxx故障 端子台xxを確認 EDM接点の組が200ms以上不一致である。
• 遅い接触器、スタックオン接触器、またはリレーを確認して下さい。
• オープンワイヤを確認して下さい。

3.5 EDMxx故障 端子台xxを確認 ・入力上の不安定な信号を確認して下さい。

3.6 EDMxx故障 端子台xxを確認 ・グラウンドへのショートを確認して下さい。

3.7 EDMxx故障 端子台xxを確認 ・入力間のショートを確認して下さい。

4.1 供給電圧の低減 電源を確認 電源電圧が6ms以上、定格電圧より低下。
• 電源電圧と現在の定格を確認して下さい。
• 電源が電流の制限を引き起こす場合のある出力上のオーバーロードを
  確認して下さい。

4.2 内部故障 構成パラメータが、破損しています。構成を固定するには、下記のどちらかの
手順を行なって下さい。
• PCインターフェイスやXMカードを用いて、構成のバックアップコピーを
  送信し構成を置き換えてください。
• オンボードユーザインタフェイスを用いて、
  構成を削除し再作成して下さい。

4.3-4.11 内部故障 内部故障―弊社へお問い合わせ下さい（セクション8.2参照）。

4.12 構成タイムアウト 構成を確認 セーフティコントローラが、どのキーも押す事なく１時間以上構成モードのま
まにされていました。
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8.3.1  トラブルシューティング表(続き)

故障コード 表示されたメッセージ 追加メッセージ 対策と確認

4.13 構成タイムアウト 構成を確認 セーフティコントローラが、PCインターフェイスからコマンドを受信する事
なく１時間以上構成モードのままにされていました。

4.14 未確認の構成 構成を確認 編集後、構成が確認されていませんでした。
・オンボードインターフェイスまたはPCインターフェイスを用いて構成を
  確認して下さい。

4.15-4.19 内部故障 内部故障―弊社へお問い合わせ下さい（セクション8.2参照）。

4.20 使用中の割り当てられ
ていない端子台

端子台xxを確認 この端子台は現在の構成のいかなる装置にもマップされず、アクティブにな
るべきではありません。
• 配線を確認して下さい。

4.21-4.33 内部故障 内部故障―弊社へお問い合わせ下さい（セクション8.2参照）。

5.1 ミュートランプ故障 ランプと配線を確認 ランプがOFFで、高を感知している時は、モニタされる状態出力電圧は低で
ある必要があり、ミュートランプ回路でオープンを示しています。

5.2 ミュートランプ故障 ショートを確認 ランプがONで、低を感知している時は、モニタされる状態出力電圧は高であ
る必要があり、ミュートランプ回路でショートを示しています。

5.3 内部故障 内部故障―弊社へお問い合わせ下さい（セクション8.2参照）。

6.xx 内部故障 無効な構成データ。起こりうる内部破損。
• PCインターフェイスやオンボードインターフェイス、またはXMカードを
  用いて新しい構成のロードを試して下さい。

ロックアウト状態から回復するには、下記の手順に従っ
て下さい。

1.	 故障ディスプレイのアドバイスに従って下さい（
例：入力の繰り返し）

2.	 トラブルシューティング表の対策と確認（セクショ
ン8.3.1）の下で、薦められた対策と確認に従って下
さい。

3.	 システムリセットを実行して下さい。

4.	 必要であれば、電源を一旦切ってすぐに入れなお
し、システムリセットを実行して下さい。

これらのステップがロックアウト状態を修正しない場合
は、弊社へお問い合わせ下さい（セクション8.2参照）

8.4	 ロックアウトからの回復

コントローラが電源投入され、PCに接続される間は、
起こる全ての故障は故障ログに保存されます。PCI
は、Fig.8-1に示される故障ログ画面を介してリアルタイ
ム故障情報を表示します。故障情報は、各故障に関する
以下の情報を含みます。全ての故障を確認する為に、必
要に応じてウインドウのサイズを拡げて下さい。

•	故障の日付と時間

•	デバイス名

•	故障の概要

•	故障コード（ルックアップテーブル参照）

万が一弊社のアシストが必要となれば、追加のコード情
報表を表示する事ができます。

8.5.1	 故障ログ―PCI

PCIを介して故障を診断する事での最初のステップは、ラ
イブディスプレイ画面を提示する事です（セクション6.1
参照）。

ライブディスプレイ画面（PCがコントローラに接続され
ている場合）は、リアルタイムにOFFにする出力と、もし
あればコントローラと構成に関する基本情報をデバイス
がもたらした各安全出力の状態を示します（Fig.6-1参
照）。

8.5	 故障診断―PCI

Fig.8-1　故障ログ画面―PCI

後の参照用に、表示された故障を
ファイルに保存して下さい。

表示された故障を削除し、
セーフティコントローラの故障ログに
保存された最新の故障を得て下さい。
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8.5.2	 故障ログ記録―PCI

持続的故障の原因を判断する為に、故障の拡張レコード
をコンパイルし、ファイルに保存して下さい。故障ログ
画面（Fig.8-1）の編集ボタンを選択し、故障データ記録
が開始し停止する時間を確立して下さい。故障ログキャ
プチャのスケジュールメニュー（Fig.8-2）が表示され
ます。

下記のメニューの設定は、2007年6月29日金曜日午後11時
から2007年6月30日土曜日午前6時までに起こる全ての故
障が、後の参考の用にユーザー指定ファイルに記録され
る事を示します。（NOTE：選択された開始時間と停止時
間は、この選択がなされる時間以降でなければなりませ
ん。故障ログキャプチャは、過去の故障をキャプチャし
ません。）

Fig.8-2　故障ログキャプチャのスケジュールメニュー

8.6	 故障診断―OBI

オンボードインターフェイスを用いてのコントローラと
接続されたI/Oデバイスのトラブルシューティングは、簡
単です。安全出力がOFFになる、またはOFFを継続する原
因になるいかなるイベントでも（故障あるいは入力停止
イベントの為）、直ちに検出され、コントローラのディ
スプレイに表示されます。現在と過去の故障に関する詳
細は、故障診断メニューを用いてアクセスする事ができ
ます。故障診断メニューを始めるには、RUNモードメニュ
ーからOKを押して下さい。故障診断を選択しOKを押して
下さい。

診断メニューには、現在存在する故障状態を確認、故障
ログに保存された故障の確認、故障ログの消去の3つの選
択があります。

Fig.8-3　故障診断の選択―OBI

8.6.1	 現在の故障確認

現在の故障状態を確認するには、上向き/下向き矢印ボタ
ンを用いて現在の故障確認を選択しOKを押して下さい。

Fig.8-4　現在の故障確認―OBI

画面は、１つずつ現在存在する故障状況を示します。左
向き/右向き矢印キーを使用し、全ての故障を確認して下
さい。（ショートカット：RUNモード画面を表示する際
は、現在の故障を確認する為にOKを3回押して下さい。）

•	現在の故障メニューの1行目は、どのデバイスに故障
があるか示します。

•	2行目と3行目は、故障の簡単な説明をします。

•	4行目は、故障訂正の推奨事項を提供します。

•	5行目は、故障コードを提供します。セクション8.x
の故障コードと情報を用いて、故障に関する詳細と
その訂正の為の追加の推奨事項を得て下さい。

左向き/右向き矢印（<と>）ボタンを用いて、全ての障害
のあるデバイスの故障情報にアクセスして下さい。

Fig.8-5　現在の故障画面―OBI

矢じりは更なる故障画面の場所を指定します。

ES01

同時性故障

＜入力の繰り返し＞

コード：2.2
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SO1

出力故障

＜ショートの確認＞

コード：1.2

システム故障

割り当てられていない

＜端子台:18の確認＞

コード：4.20

使用する端子台

システムメニュー

型番

故障診断

構成モード

構成概要

診断メニュー

現在の故障確認

故障ログの確認

故障ログの消去
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8.6.2	 故障ログの確認―OBI

セーフティコントローラは、発生した故障記録を最新１
０件残します。故障は、故障ログの確認メニューから確
認可能です。故障ログを確認するには、診断メニューの
故障ログの確認を選択しOKを押して下さい。

画面は、故障ログに保存された最初の故障を示します。
左向き/右向き矢印キーを使用し、故障ログ内の更なる故
障を確認して下さい。

•	故障ログ画面の1行目は、どのデバイスに故障がある
か示します。

•	2行目と3行目は、故障の簡単な説明を提供します。

•	4行目は、故障が発生してからどのくらいかを表示し
ます。例えば、01:30:23の時間は画面に故障ログの
確認メニューが現れる前に、故障が1時間30分23秒起
こっていた事を示します。（故障ログの確認中、故
障ログに故障が加えられる場合は、時間は新しい故
障として表示されます。24時間以上前からの故障の
場合は、時間は24時間以上と表示されます 。）

•	5行目は、故障コードを提供します。セクション
8.3.1の故障コードと情報を用いて、故障に関する詳
細とその訂正の為の追加の推奨事項を得て下さい。

NOTE:次に説明する方法に加え、セーフティコントロー
     ラからの電源取り外しは、故障ログを消去します。

Fig.8-6　故障ログ画面―OBI

8.6.2	 故障ログの消去―OBI

故障ログを消去するには、診断メニュー（Fig.8-7参照）
から故障の消去を選択しOKを押して下さい。

Fig.8-7　故障ログの消去―OBI

故障が消去されたら、OKを押して故障診断メニューに戻
り、それからESCを二回押してRUNモードメニューに戻っ
て下さい。

Fig.8-8　故障ログ消去完了―OBI
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診断メニュー

現在の故障確認
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＜続けるにはOKを押して下さい＞

矢じりは更なる故障画面の場所を指定します。

システム故障

確認されていない

時間：00:05:00

コード：4.14

構成
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出力故障

時間：00:06:30
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同時性故障
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デバイス..................................ページ

保護（安全）停止............................７６

インターロックされたガードやゲート..........７７

光学センサ..................................８１

両手操作コントロール........................８３

セーフティマット............................８６

非常停止プッシュボタン......................８９

ロープ/ケーブル式スイッチ...................９１

イネーブリングデバイス......................９３

バイパススイッチ（バイパス安全防護）........９５

ミュートセンサペア..........................９７

A.1　安全回路インテグリティとISO13849-1  
      （EN954-1）安全回路原則

安全回路は、危害のリスクのレベルを最小限に抑える機
械の安全関連機能を含みます。これらの安全関連機能は
開始を防止する事ができ、または危険の停止や取り除く
事ができます。安全関連機能やその関連安全回路の故障
は通常、危害の増加したリスクをもたらします。

安全回路のインテグリティは、耐故障性、リスク削減、
信頼性があり試験済みのコンポーネント、試験済みの安
全原則、そして他の設計配慮を含むいくつかの要因によ
って異なります。機械または、その操作に関連したリス
クのレベルに応じて安全回路性能の適切なレベル（すな
わち、インテグリティ）は、その設計に組み込まれなけ
ればなりません。安全性能水準を詳述する規格は、制御
システムのANSI/RIA R15.06産業ロボット、ANSI B11工作
機械、OSHA 29CFR1910.217機械式動力プレス、そしてISO 
13849-1（EN954-1)安全関連部品を含みます。

安全回路完全性レベル
異常が発生した場合にそれらのインテグリティを維持す
る能力に応じて、国際とヨーロッパの規格の安全回路
は、カテゴリに分割されています。安全回路完全性レベ
ルを詳述する最も認められた規格は、5のレベルを確立す
るISO13849-1（EN954-1）です。カテゴリB、1、2、3と、
最も厳しいカテゴリ４。

アメリカ合衆国では、安全回路インテグリティの標準レ
ベルを「信頼できる制御」と呼ばれています。一般的に
信頼できる制御は、冗長制御と自己チェック回路を取り
入れ、ISO13849-1 カテゴリ3と4とゆるく同等視されてい
ます（CSA Z432とANSI B11.TR4参照）。

ISO13849-1で説明される必要条件が実行される事である
場合、期待リスク削減が成し遂げられる事を確認するた
めに、適切なカテゴリを決定するには最初にリスクアセ
スメントを実行する必要があります。このリスクアセス
メントは、命令されている性能の最小レベルが適合する
事を確認する為に、米国の信頼できる制御またはヨーロ
ッパの「C」レベル規格のような国家規制も考慮に入れな
ければなりません。

以下のセクション（A.2～A.11）は、ISO13849-1(1999)で
説明されるようにカテゴリ２、カテゴリ３、そしてカテ
ゴリ４のアプリケーションだけを扱います。選択された
回路オプションに応じて、Fig.A-1は、各デバイスタイプ
に成し遂げられる事ができる起こりうる安全カテゴリの
スナップショットを提供します。適切な規格と同様に、
詳細に関しては下記のテキストセクションをご参照下さ
い。

故障排除
ISO 13849-1のカテゴリ要件範囲内の重要なコンセプト
は「障害発生の可能性」で、「故障排除」と呼ばれる技
術を使用して減少させる事ができる。論理的根拠は、特
定の明確な障害の可能性が結果として生じる故障を主に
無視する（これは「排除する」です）事ができるポイン
トまで減らす事ができることを前提とします。故障排除
は、デザイナーが制御システムとリスクアセスメントプ
ロセスの安全関連部品の進行の間に使用する事ができる
ツールです。故障排除は、デザイナーが様々な障害の可
能性をデザインアウトし、カテゴリ２、3、4の必要条件
を満たすためにリスクアセスメントプロセスを介してそ
れを正当化させます。詳細に関してはISO13849-1/2をご
参照下さい。

 警告。。。安全カテゴリ
安全回路インテグリティのレベルは、安全デバイスの
設計とインストールと、それらのデバイスのインター
フェイス方法によって大いに影響を受ける事がありま
す。リスクアセスメントは、期待リスク削減が成し遂
げられ全ての関連規則が適合する事を確認するために
ISO13849-1（EN 954-1）で説明される通り、適切な安
全回路完全性レベルまたは安全カテゴリを決定するよ
う実行されなければなりません。
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回路シンボル
非常停止 セーフテ

ィゲート
光学セ
ンサ

両手操作コン
トロール

ロープ式ス
イッチ

プロテクテ
ィブ停止

セーフティ
マット

イネーブ
リングマ
ット

Cat 2 Cat 2 Cat 2 - Cat 2 Cat 2 - -

Cat 3
Cat 2
Cat 3

Cat 2
Cat 3

Type llla 
Cat.1 

Type lllb 
Cat.3

Cat 3
Cat 2
Cat 3

-
Cat 2
Cat 3

Cat 2
Cat 3
Cat 4

Cat 2
Cat 3
Cat 4

Cat 2
Cat 3
Cat 4

Type llla 
Cat.1

Cat 2
Cat 3
Cat 4

Cat 2
Cat 3
Cat 4

-
Cat 2
Cat 3
Cat 4

Cat 4
Cat 2
Cat 3
Cat 4

Cat 2
Cat 3
Cat 4

Type llla 
Cat.1 

Type lllb 
Cat.3

Cat 4
Cat 2
Cat 3
Cat 4

-
Cat 2
Cat 3
Cat 4

-
Cat 2
Cat 3
Cat 4

Cat 2
Cat 3
Cat 4

-
Cat 2
Cat 3
Cat 4

Cat 2
Cat 3
Cat 4

-
Cat 2
Cat 3
Cat 4

-
Cat 2
Cat 3
Cat 4

- -
Cat 2
Cat 3
Cat 4

Cat 2
Cat 3
Cat 4

-
Cat 2
Cat 3
Cat 4

-
Cat 3
Cat 4

-
Type IIIc 
Cat. 4

- - -
Cat 3
Cat 4

-
Cat 3
Cat 4

-
Type IIIc 
Cat. 4

- - -
Cat 3
Cat 4

- - - - - -
Cat 2
Cat 3

-

NOTES
•	 安全定格デバイスを使用しない時は、Cat.Bまたは１が推定されます。
•	 全安全入力デバイス接点はON/アクティブ状態に示されます。（例：武装状態の非常停止、閉鎖状態のセーフティゲート、クリア状態のエ

リアセンサ、等）
•	 両手操作コントロールを除くCat.B/1、2、3、4は、ISO 13849-1 (EN 954-1)になります。
•	 両手操作カテゴリはISO 13851になります。

SC22-3とSC22-3Eセーフティコントローラ

取扱説明書
付録A

Fig.A-1　入力デバイス、回路オプション、それらの潜在的安全カテゴリ

 警告。。。ソリッドステート出力による
              入力デバイス
これらの端子上の入力信号がソリッドステート出力と
共に入力デバイスによってもたらされている場合、セ
ーフティコントローラは入力間または+24Vへの入力か
らショートを検出しません。
これらのショートを検出する事ができるデバイスを用
いる事は、ユーザーの責任になります。（例：弊社
EZ-SCREEN® エリアセンサは、その２つのソリッドステ
ート出力間または+24Vへの各出力からショートを検出
する事ができます）

 警告。。。カテゴリ２または３の入力ショート
それらが同じソース（例：３端子接続のデュアルチャ
ンネルのコントローラからの同じ端子、または外部
の24V供給からの同じ端子）を介して供給される場合
は、2つの入力チャンネル（接点入力。補助接点ではあ
りません）間のショートの検出は、２つの接点がクロ
ーズの場合、可能でありません。
両方の接点がオープンで、ショートが少なくとも2秒間
存在する時に限り、そのようなショートを検出する事
できます。
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SC22-3とSC22-3Eセーフティコントローラ

取扱説明書
付録A

A.2　プロテクティブ（安全）停止

 プロテクティブ（安全）停止は、安全防護（プロテ
クティブ）デバイスと補助装置を含み得る雑多なデバイ
スの接続（「安全デバイスの追加」画面の他に記載して
いない限り）のために設計されます。この停止機能は、
目的を安全防護する為の規則正しい動きの停止を許す動
作の一種の中断です。機能は、自動または手動で起動す
る事ができ、手動的または自動的にリセットする事が可
能です。

A.2.1　プロテクティブ（安全）停止要件

必須の安全回路完全性レベルはリスクアセスメントで決
められ、許容できる制御性能水準（例：カテゴリ４、信
頼できる制御）を示します。セクションA.1とA.1.1をご
参照下さい。プロテクティブ停止回路は、危険な状況の
停止を引き起こし機械アクチュエータから電源を取り外
す事によって、安全防護された危険を制御しなければな
りません。ANSI NFPA 79とIEC60204-1によって説明され
るように、これは通常、機能停止カテゴリ0または1で
す。
ユーザーは、デバイスメーカーの設置、操作、メンテナ
ンスの手順、そして全ての関連規則に従わなければなり
ません。セーフティコントローラに接続されているデバ
イスに関するご質問がある場合は、裏表紙にある番号で
弊社へお問い合わせ下さい。

A.2.2　プロテクティブ（安全）停止接続オプション

全ての図は、OFF（停止）状態の入力デバイスを示しま
す。
単一チャンネル（1端子、2端子、またはPNPデバイス）：
出力デバイスの安全定格に応じて、これらの回路は、通
常ISO 13849-1カテゴリ２の必要条件を満たす事ができま
す。 最低でも、安全定格デバイスがカテゴリ２を成し遂
げるのに用いられなければなりません。 １端子とPNPデ
バイス回路は、別の動力源にショートを検出する事がで
きません。2端子接続はパルスモニタリングを使用し、別
の動力源へのショート検出する事ができます。 故障排除
は、安全回路インテグリティのより高いレベルをもたら
すのに用いられなければなりません。

デュアルチャンネル（2端子または3端子）：出力デバ
イスの安全定格と設置に応じて、この回路は、通常ISO 
13849-1カテゴリ２またはカテゴリ３の必要条件を満たす
事ができます。 デュアルチャンネル3端子接続はパルス
モニタリングを使用し、別の動力源へのショート検出す
る事ができます。 ショートが2秒以上存在する場合、接
点がオープンになる際に、2端子と3端子の両方の接続が
チャンネル間でショートを検出する事ができます。

P/N JP13348776

デュアルチャンネル（PNPデバイス）：出力デバイスの安
全定格、設置、そして故障検出（例：ショート）性能に
応じて、この回路は、ISO 13849-1カテゴリ２、３、また
は４の必要条件を満たす事ができます。セーフティコン
トローラは、この構成でショート検出を提供しません。

デュアルチャンネル（４端子）：出力デバイスの安全定
格と設置に応じてこの回路は、ISO 13849-1カテゴリ２、
３、または４の必要条件を満たす事ができます。この回
路は、チャンネル間または別の動力源へのショートを検
出する事ができます。

補助（２端子または３端子）：出力デバイスの安全定格
と設置に応じてこの回路は、ISO 13849-1カテゴリ２、３
、または４の必要条件を満たす事ができます。この回路
は、チャンネル間のショートを検出する事ができます。
作動状態で（例：S1オープン/S2クローズ）、閉じた接点
を超えるショートは、応答時間にデバウンスタイムに基
づいて増加をもたらす事があります。この状況で応答時
間は（選択された）デバイ運スタイムに基づき、指定よ
り長くなる事があります。セクション3.2.2をご参照下
さい。

補助（PNP）：出力デバイスの安全定格と設置に応じて
この回路は、ISO 13849-1カテゴリ２、３、または４の
必要条件を満たす事ができます。この回路は、チャンネ
ル間のショートを検出する事ができます。作動状態で（
例：S1 OFF/S2 ON）、閉じた接点を超えるショートは、
応答時間にデバウンスタイムに基づいて増加をもたらす
事があります。この状況で応答時間は（選択された）デ
バイ運スタイムに基づき、指定より長くなる事がありま
す。セクション3.2.2をご参照下さい。
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A.3　インターロックされたガードやゲート

 セーフティコントローラの安全入力はインターロ
ックされたガードやゲートを電気的にモニタする為に使
用される場合があります。
安全回路完全性レベル

必要条件は、インターロックされたガードのアプリケー
ションで、信頼できる制御、またはISO13849-1（EN954-1
）の安全カテゴリのレベルのために広く変化します。 弊
社が全てのアプリケーションで高水準の安全性を常に薦
めていますが、問題なく各安全システムをインストー
ル、操作、そして維持し、すべての関連した法律や規制
に従う事はユーザーの責任になります。

安全性能（インテグリティ）は、機械のリスクアセスメ
ントによって見つけ出された確認済み危険から、リスク
を減らさなければなりません。 ISO 13849-1によって解
説される通り必要条件が満たされられるかのガイダンス
に関してはセクションA.1ご参照下さい。

このセクションで述べられる必要条件に加えて、インタ
ーロッキングデバイスの設計と設置は、ANSI B11.19また
はISO14119に応じなければなりません。

SC22-3とSC22-3Eセーフティコントローラ

取扱説明書
付録A

A.3.1　安全インターロックスイッチ必要条件

以下の一般的な必要条件と考慮すべき事柄は、安全防護
の目的でインターロックされたガードとゲートのインス
トールに適用します。また、ユーザーは全ての必要な要
求に応ずることを確認する為に関連規則を参照する必要
があります。

インターロックされたガードによって防護される危険
は、ガードが閉まるまで操作を防がなければなりませ
ん。危険が存在する間にガードが開く場合は、防護され
た機械に停止コマンドが表示される必要があります。単
独でガードを閉じるには、危険な運動を開始するべきで
はありません。別の手順は、動きの開始を必要としなけ
ればなりません。安全スイッチは、機械式またはトラベ
ルの終わりの停止として使用してはいけません。

ガードは危険なゾーンから十分な距離を置き（危険にア
クセスできるように十分にガードを開ける前に、危険に
止まる時間があるように）、保護領域ではなく、危険か
ら側面に沿って、または離れて開かなければなりませ
ん。ガードも単独で閉まり、インターロッキング回路を
作動させる事ができてはいけません。更に、危険へのガ
ードに手を伸ばし、手を下にし、手を後ろに回し、手を
通す事からインストールは人員を守らなければなりませ
ん。どのガードの開口部も、危険への接近を可能にして
はいけません（OSHA 29CFR1910.217表O-10、ANSI B11.19
、ISO 13857、ISO14120/EN953または適切な規格参照）。
ガードは、防護領域内の危険を阻止するのに十分強くな
くてはいけません。それは機械によって放出し、落とさ
れ、発される場合があります。

それらを簡単に破る事ができないように、安全インター
ロッキングスイッチとアクチュエータは設計され設置さ
れなければなりません。それらを移動する為に、ツール
を必要とする信頼できる留め具を用いて安全に取り付け
る必要があり、その為それらの物理的配置は変わる事が
できません。

ポジティブオープニング安全インターロッキングスイッ
チ

安全インターロックスイッチは、いくつかの必要条件を
満たす必要があります。各スイッチは、電気的に絶縁さ
れた接点を提供しなければなりません：最低でも、それ
ぞれ個々の取り付けられたスイッチから１つのノーマル
クローズ（NC）接点。IEC60947-5-1で解説されるよう
に、接点は安全性に準拠した１つ以上の通ノーマルクロ
ーズ接点による「ポジティブオープニング」（ダイレク
トオープニング）設計でなければなりません。スイッチ
アクチュエータがそのホームポジションから外される
か、動かされる際スプリングを使わないポジティブオー
プニングの操作はスイッチがこじ開けられる原因になり
ます（例に関しては弊社安全カタログ参照）。

またガードが開く際は、そのホームポジションからアク
チュエータを動かし/外し、ノーマルクローズ接点を開く
ためにスイッチは「ポジティブモード」で取り付けられ
る必要があります。

磁気によって操作される安全インターロッキングスイッ
チ

安全性能のより高いレベルで、デュアルチャンネル磁気
スイッチの設計は通常、いつでも1つのチャンネルがオー
プンで、1つのチャンネルがクローズである補助スイッチ
ングを用います。 これは、一般のモード異常が原因で切
り替え機能の損失の可能性を最小限に抑えるために、冗
長性（2つの接触）と多様性（作動の異なる原則）を提供
します（例：第二の磁場）。磁気スイッチをモニタして
いる回路またはセーフティコントローラは、補助状態の
損失をもたらす異常を検出し反応します（例：チャンネ
ル間のショートまたは他の動力源へのショート）。

コード化された磁気スイッチと非コード化された磁気ス
イッチは破られ、そして一般のモード異常に耐えるため
に、スイッチの能力に影響を及ぼします。非コード化さ
れたスイッチは、単純な磁場の存在によって簡単に破ら
れ、隠れた位置にマウントされる必要があります。交互
の磁極を用いるコード化された磁気スイッチは、安全性
能のより高いレベルを必要とするアプリケーションで使
用されなければなりません。

スイッチとその磁石は、適切な操作のための磁化された
素材または鉄の素材から最小距離にマウントされなけれ
ばなりません。スイッチか磁石が磁化することができる
素材上に（例えば鉄のような、鉄を含む金属）マウント
される場合、切換距離が影響を受けます。この距離は、
メーカーによって説明されます。
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SC22-3とSC22-3Eセーフティコントローラ

取扱説明書
付録A

A.2　プロテクティブ（安全）停止
直列接続安全インターロックスイッチのモニタ

2つの個々に取り付けられた安全スイッチをモニタ
する際（Fig.A-2参照）、ガードの開きとの切り替
えに失敗した場合、不完全なスイッチが検出されま
す。この場合、入力条件が満たされるまでコントロ
ーラはその安全出力（OSSDs）の電源を切り、その
リセット機能を無効にします（不完全なスイッチは
交換されます）。しかし、複数の安全インターロッ
クスイッチが直列接続である際、システム内の1つ
のスイッチの故障が覆い隠され、全く検出されない
場合もあります（Fig.A-3とA-4参照）。

直列接続インターロックスイッチ回路は、不適切な
リセットの可能性、または安全停止信号の潜在的損
失が原因で、OSHA信頼できる制御またはISO 13849
（EN954-1）安全カテゴリ４を満たさない場合があ
ります。これは、安全インターロックスイッチの異
常を除外する故障への典型的無能によります。この
タイプの複数の接続は、安全停止信号または不適切
なリセットの損失が重大なけがや死亡事故に繋がり
えるアプリケーションで使われてはいけません。以
下の2つのシナリオは、各ガードの上で両方とも第2
のガードのスイッチに直列で接続された2つのポジ
ティブオープニング安全スイッチを推定します。

1.	異常のマスキング。ガードが開かれるのにスイ
ッチは開くことができない場合は、冗長な安全
スイッチは開き、コントローラにその出力の電
源を断たせます。不完全なガードが閉じられる
のに、1つのチャンネルが開かないために、両方
のコントローラの入力チャネルも閉まる場合、
コントローラはリセットされません。しかし、
不完全なスイッチが交換されず、そして第2の「
良い」ガードが循環する場合（両方のコントロ
ーラの入力チャネルのオープンとクローズ）、
コントローラは修正の失敗を考慮します。明ら
かに満たされた入力条件により、コントローラ
はリセットを許します。このシステムはもはや
不要でなく、第2のスイッチが失敗した場合、非
安全な状態をもたらす場合があります（安全機
能の損失をもたらしている故障の蓄積）。

2.	異常の非発見。良いガードが開かれる場合、セ
ーフティコントローラは、その出力の電源を断
ちます（通常の反応）。しかし、良いガードが
再度閉められる前に不完全なガードが開閉され
る場合、不完全なガードは検出されません。必
要な際に第2の安全スイッチが変わる事ができな
い場合、このシステムももはや不要でもなく、
安全性の低下をもたらす場合があります。

どちらのシナリオのシステムも、単一故障の検出と
次のサイクルの防止の安全性規格の要件に、本質的
に応じません。直列接続安全スイッチを使用してい
る複数のガードシステムでは、それぞれ個々にイン
ターロックされたガードの機能的インテグリティを
定期的にチェックすることが重要です。機械の作動
に関連したオペレータ、メンテナンス人員と他の人
は、そのような異常を認識するように訓練され、す
ぐにそれらを修正するように指示されなければなり
ません。

コントローラの出力がチェック手順を介して正しく
動くことを確認している間、各安全装置を別に開閉
して下さい。必要であれば、マニュアルリセットに
よる各安全装置クロージャに従って下さい。接点の
セットが失敗した場合は、コントローラはそのリセ
ット機能を有効にしません。コントローラがリセッ
トをしない場合は、スイッチは失敗している場合が
あります。そのスイッチは、すぐに交換される必要
があります。

最低でも定期的な点検の間、このチェックが実行さ
れ、全ての故障を削除しなければなりません。アプ
リケーションがこのタイプの異常を除外し、そのよ
うな異常がけがや死亡事故につながる危険性がある
場合、安全スイッチの直列接続は使用してはいけま
せん。

直列接続と安全回路完インテグリティの考慮

カテゴリ２：ショートは安全機能の損失をもたらし
うるので、単一チャンネルのインターロックされた
ガードアプリケーションは通常、回路性能のカテゴ
リ２レベルを提供します。故障排除の原則は、安全
機能の損失をもたらしうる故障の可能性のリスクの
許容できる（最小限の）レベルを除くか、減らすた
めに設計と設置に取り込まなければなりません。

Fig.A-2　カテゴリ２回路

P/N JP13348778
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カテゴリ３：単一異常は安全性の低下をもたらさないの
で、DC+24Vを変えているデュアルチャンネル接続は、通
常カテゴリ３アプリケーションになります。1つのチャ
ンネルの切換措置の損失は、ガードの開閉の発動によっ
て検出されます。そして、安全入力のモニタリング機能
がチャンネル間の相違を検出するのを許可します。しか
し、入力チャネルや安全出力間のショートは、検出され
ない場合があります。故障の蓄積が安全機能の損失をも
たらす場合がある点に注意する必要があります。故障排
除の原則は、安全機能の損失をもたらしうる未検出の故
障または破滅的な/一般のモードの異常の可能性のリスク
で許容できる（最小限の）レベルを除くか、減らすため
に設計と設置に取り込まなければなりません。

Fig.A-3　カテゴリ３回路

カテゴリー４：自己モニタリング安全入力は、カテゴリ
４安全性のレベルを成し遂げるために連結する事ができ
ます。故障排除の原則は、安全機能の損失をもたらしう
る破滅的な/一般のモードの異常の可能性のリスクの許容
できる（最小限の）レベルを除くか、減らすために設計
と設置に取り込まなければなりません。

Fig.A-4　カテゴリ４回路
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A.3.2　インターロックスイッチ接続オプション

NOTE:　全ての図は、クローズまたはRUN状態のゲート

（ガード）を示します。安全接点は、通常  
シンボルをつけられたポジティブオープニング設
計（特に明記しない限り）である通常閉じた接点
であると考えられます。

単一チャンネル（1端子、2端子、またはPNPデバイス）：
スイッチの設計と設置に応じてこれらの回路は、通常ISO 
13849-1カテゴリ２の必要条件を満たす事ができます。 
最低でもスイッチがカテゴリ２レベルを達成するのに安
全定格デバイスでなければなりません。 １端子とPNPデ
バイス回路は、別の動力源にショートを検出する事がで
きません。2端子接続はパルスモニタリングを使用し、別
の動力源へのショート検出する事ができます。 故障排除
は、安全回路インテグリティのより高いレベルをもたら
すのに用いられなければなりません。

デュアルチャンネル（４端子）：スイッチの設計と設置
に応じてこの回路は、ISO 13849-1カテゴリ２、３、また
は４の必要条件を満たす事ができます。この回路は、チ
ャンネル間または別の動力源へのショートを検出する事
ができます。

デュアルチャンネル（2端子または3端子）：スイッチの
設計と設置に応じてこの回路は、通常ISO 13849-1カテ
ゴリ２またはカテゴリ３の必要条件を満たす事ができま
す。 デュアルチャンネル3端子接続はパルスモニタリン
グを使用し、別の動力源へのショート検出する事ができ
ます。接点が2秒以上オープンになる場合、2端子と3端子
の両方の接続がチャンネル間でショートを検出する事が
できます。

単一ガードに取り付
けられた単一スイッ
チは、通常カテゴリ
２のアプリケーショ
ンです。

単一ガードに個々に
取り付けられた２つ
のスイッチは、通常
カテゴリ３のアプリ
ケーションです。

デュアルチャンネル（PNPデバイス）：デバイスの安全定
格、設置、そして故障検出（例：ショート）性能に応じ
てこの回路は、ISO 13849-1カテゴリ２、３、または４の
必要条件を満たす事ができます。セーフティコントロー
ラは、この構成でショート検出を提供しません。

単一ガードに個々に
取り付けられた２つ
のスイッチは通常カ
テゴリ４のアプリケ
ーションです。マル
チガードのスイッチ
の直列接続は、通常
カテゴリ３のアプリ
ケーションです。

単一ガードに取り付
けられた１つのスイ
ッチは、通常カテゴ
リ２のアプリケーシ
ョンです。

補助（２端子または３端子）：スイッチの設計と設置に
応じてこの回路は、ISO 13849-1カテゴリ２、３、または
４の必要条件を満たす事ができます。この回路は、チャ
ンネル間のショートを検出する事ができます。コード化
された磁気スイッチは通常このスタイルを使用します。
ガードクローズされた状態で（示された通り）、閉じた
接点を超えるショートは、応答時間にデバウンスタイム
に基づいて増加をもたらす事があります。セクション
3.2.2をご参照下さい。

単一ガードに取り付けられた単一のコード化
された磁気スイッチは、用いているガードの
設置と周波数（クローズ・オープン・クロー
ズ）により、カテゴリ３か４を満たす事がで
きます。詳細に関しては、GM-FA-10Jデータ
シート(p/n 60998)をご参照下さい。
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補助（PNP）：スイッチの設計と設置に応じてこの回路
は、ISO 13849-1カテゴリ２、３、または４の必要条件
を満たす事ができます。この回路は、チャンネル間のシ
ョートを検出する事ができます。ガードクローズされた
状態で（示された通り）、閉じた接点を超えるショート
は、応答時間にデバウンスタイムに基づいて増加をもた
らす事があります。この状況で、応答時間は（選択され
た）デバイ運スタイムに基づき、指定より長くなる事が
あります。セクション3.2.2をご参照下さい。

P/N JP133487 81

2x補助（４端子または５端子）：スイッチの設計と設置
に応じてこの回路は、ISO 13849-1カテゴリ４の必要条件
を満たす事ができます。コード化された磁気スイッチは
通常このスタイルを使用します。ガードクローズされた
状態で（示された通り）、閉じた接点を超えるショート
は、応答時間にデバウンスタイムに基づいて増加をもた
らす事があります。この状況で、応答時間は（選択され
た）デバイ運スタイムに基づき、指定より長くなる事が
あります。セクション3.2.2をご参照下さい。

単一ガードに取り付けられた２つ
のコード化された磁気スイッチ
は、カテゴリ４を満たす事ができ
ます。

2x補助（PNPデバイス）：デバイスの設計と設置に応じて
この回路は、ISO 13849-1カテゴリ４の必要条件を満た
す事ができます。この回路は、チャンネル間のショート
を検出する事ができます。コード化された磁気スイッチ
は通常このスタイルを使用します。ガードクローズされ
た状態で（示された通り）、閉じた接点を超えるショー
トは、応答時間にデバウンスタイムに基づいて増加をも
たらす事があります。この状況で応答時間は（選択され
た）デバイ運スタイムに基づき、指定より長くなる事が
あります。セクション3.2.2をご参照下さい。

A.4　光学センサ

セーフティコントローラの安全入力は、検出方法
としてのライトに使用する光学ベースのデバイス
をモニタするのに用いられる場合があります。

安全回路完全性レベル

必要条件は、光学安全防護のアプリケーションで信頼で
きる制御、またはISO13849-1（EN954-1）の安全カテゴリ
のレベルのために広く変化します。 弊社が全てのアプリ
ケーションで高水準の安全性を常に薦めていますが、問
題なく各安全システムをインストール、操作、そして維
持し、すべてのメーカー指導とすべての関連した法律や
規制に従う事はユーザーの責任になります。

安全性能（インテグリティ）は、機械のリスクアセスメ
ントによって見つけ出された確認済み危険から、リスク
を減らさなければなりません。 ISO 13849-1（EN954-1）
によって解説される通り必要条件が満たされられるかの
ガイダンスに関してはセクションA.1ご参照下さい。

このセクションで述べられる必要条件に加えて光学安
全防護デバイスの設計と設置は、ANSI B11.19または
IEC61496（全パーツ）に応じなければなりません。

A.4.1　光学センサ必要条件

安全防護として使用される時、これらのデバイスは
IEC61496-1/-2/-3によって「アクティブ光電子プロテク
ティブデバイス」（AOPD）と「拡散反射に応答してアク
ティブ光電子プロテクティブデバイス」（AOPDDR）と説
明されます。

AOPDは、安全エリアセンサ（カーテン）と安全グリッド
と点を（マルチ/単一ビームデバイス）含みます。これ
らのデバイスは、タイプ2またはタイプ4の設計必要条件
を満たしていると述べられます。 タイプ2デバイスは
ISO13849-1のカテゴリ２アプリケーションで用いられ、
タイプ4デバイスがカテゴリ４アプリケーションで用いら
れる事ができます。

AOPDDRは、エリアまたはレーザースキャナにもなりえま
す。最高でカテゴリ３のアプリケーションの使用の為、
これらのデバイスの主な指定は、タイプ3です。

 警告 … 不完全な情報
これらのデバイスを適切に使用するのに必要な多くの
インストール上の問題は、この資料にカバーされませ
ん。 デバイスの安全な使用を確認する為の適切なデバ
イスインストール指示をご参照下さい。

適用できる規格に従って光学安全デバイスも、適切な安
全距離（分離距離）で設置されなければなりません。こ
れらのデバイスは異なるものになるので、特定の計算を
ここであげる事は実用的でありません。適切な計算の為
に、適用できる規格とデバイスの特有のメーカー資料を
ご参照下さい。計算の為に、追加のクローズ・オープン
デバウンスタイムをプラスしても、セーフティコントロ
ーラデフォルト反応は0.010秒です。デバウンスタイムが
調節される場合、6msを上回る時間は（=デフォルト　ク
ローズ・オープン　デバウンスタイム）規定された反応
に追加しなければなりません。セクション2.2の仕様参
照。また、特定のコントローラの応答時間への速いアク
セスを得ることの指示に関しては、セクション5.2と5.4
をご参照下さい。
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デュアルチャンネル（PNPデバイス）：入力デバイスの安
全定格、設置、そして故障検出（例：ショート）性能に
応じて、この回路は、ISO 13849-1カテゴリ２、３、また
は４の必要条件を満たす事ができます。セーフティコン
トローラは、この構成でショート検出を提供しません。

SC22-3とSC22-3Eセーフティコントローラ

取扱説明書
付録A

A.4.2　光学センサ一般の接続

全ての図は、ノーマルオープン状態またはOFF状態の作動
させられた光学センサを示します。

単一チャンネル（1端子、2端子、またはPNPデバイス）：
入力デバイスの安全定格に応じてこれらの回路は、通常
ISO 13849-1カテゴリ２の必要条件を満たす事ができま
す。 最低でも、安全定格デバイスがカテゴリ２安全水準
を成し遂げるのに用いられなければなりません。 １端子
とPNPデバイス回路は、別の動力源にショートを検出する
事ができません。2端子接続はパルスモニタリングを使用
し、別の動力源へのショート検出する事ができます。 故
障排除は、安全回路インテグリティのより高いレベルを
もたらすのに用いられなければなりません。

デュアルチャンネル（４端子）：入力デバイスの安全定
格と設置に応じてこの回路は、ISO 13849-1カテゴリ２、
３、または４の必要条件を満たす事ができます。この回
路は、チャンネル間または別の動力源へのショートを検
出する事ができます。

デュアルチャンネル（４端子）：スイッチの設計と設置
に応じてこの回路は、ISO 13849-1カテゴリ２、３、また
は４の必要条件を満たす事ができます。この回路は、チ
ャンネル間または別の動力源へのショートを検出する事
ができます。

デュアルチャンネル（2端子または3端子）：入力デバ
イスの安全定格と設置に応じてこの回路は、通常ISO 
13849-1カテゴリ２またはカテゴリ３の必要条件を満たす
事ができます。 デュアルチャンネル3端子接続はパルス
モニタリングを使用し、別の動力源へのショート検出す
る事ができます。 ショートが2秒以上存在する場合、接
点がオープンになる際に、2端子と3端子の両方の接続が
チャンネル間でショートを検出する事ができます。

補助（２端子または３端子）：入力デバイスの安全定格
と設置に応じてこの回路は、ISO 13849-1カテゴリ２、３
、または４の必要条件を満たす事ができます。この回路
は、チャンネル間のショートを検出する事ができます。
作動状態で（例：S1オープン/S2クローズ）、閉じた接
点を超えるショートは、応答時間にデバウンスタイムに
基づいて増加をもたらす事があります。この状況で応答
時間は（選択された）デバイ運スタイムに基づき、指定
程長くなる事があります。セクション3.2.2をご参照下
さい。

補助（PNPデバイス）：入力デバイスの安全定格と設置に
応じてこの回路は、ISO 13849-1カテゴリ２、３、また
は４の必要条件を満たす事ができます。この回路は、チ
ャンネル間のショートを検出する事ができます。作動状
態で（例：S1 OFF/S2 ON）、閉じた接点を超えるショー
トは、応答時間にデバウンスタイムに基づいて増加をも
たらす事があります。この状況で応答時間は（選択され
た）デバイ運スタイムに基づき、指定程長くなる事があ
ります。セクション3.2.2をご参照下さい。
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A.5 両手操作コントロール

機械サイクリングが機械オペレータによってコン
トロールされる時、ほとんどの電源投入された機
械の最初のデバイスとして、セーフティコントロ
ーラが使用される場合もあります。

危険が存在する間、両手操作コントロールシステムを使
用する事はオペレータを実質的に「人質」にします。こ
のように危険にさらす事を制限、または防ぎます。オペ
レータがボタンの一方または両方をリリースでき、危険
に近づくことができる前に危険な動きが完了、または止
められるように両手操作コントロールアクチュエータは
位置されなければなりません（セクションA.5.1、分離位
置参照）。

両手操作コントロールのための手操作コントロールの作
動をモニタするのに用いられるセーフティコントローラ
の安全入力は、IEC60204-1とISO 13851のタイプIII条件
と両手操作コントロールのためのANSI NFPA79の条件の機
能に対応します。それは以下を含みます。

•	500ms以内のタイムフレームの両手による並列の作動

•	この制限時間を上回る場合は、作動が開始される前
に両手操作コントロールをリリースする必要があり
ます

•	危険な状態の間の連続作動

•	どちらかの手操作コントロールをリリースする場
合、危険な状態の停止

•	危険な運動または状態（すなわち、「反制限」）を
再度始めるための両手操作コントロールのリリース
と再作動

•	リスクアセスメントで決定した安全定格の機能の適
切な性能レベル（例：信頼できる制御、カテゴリま
たはSIL）。

詳細に関しては、セクション3.6.2をご参照下さい。

成し遂げられる（例えばISO 13849-1 カテゴリ）安全性
のレベルは、選ばれる回路タイプのパーツによります。
セクションA.5.2をご参照下さい。

手操作コントロールのインストールは、以下の事を考慮
しなければなりません。

•	手操作コントロールのリリースを検出せずに終わる
ショート、壊れたスプリング、機械の発作等をもた
らす故障モード

•	リリースまたは手操作コントロールの誤ったON状態
時に遅い応答を引き起こし得る深刻な汚染または他
の環境影響（例：機械的結合の固着）

•	思いがけない動作や予想外の動作からの保護(例：取
り付け位置、リング、ガードまたはシールド)

•	破損の可能性を最小限に抑える事（例：手操作コン
トロール）は、それらが片腕の使用で操作ができな
いように、十分に離れてなければなりません。通常
ISO 13851による直線の550mm以上

•	機能信頼性と外部ロジックデバイスの設備

•	NECとNFPA79またはIEC 60204の適切な電気設備

単一サイクルまたは単一ストローク方式で使用される
際、新しいサイクルが始められる前に、オペレータが各
機械サイクル後に両手操作コントロールアクチュエータ
をリリースしなければならないよう機械制御は反繰り返
し機能を提供しなければなりません。機械制御の反繰り
返しに加えて、セーフティコントローラ入力は、機械サ
イクルを停止し、反繰り返し制御の提供を支援するのに
用いられる事もできます（下記の注意参照）。

 警告...防護している作業点
きちんと設置される時、両手操作コントロールデバイ
スは保護を機械オペレータの手だけに提供します。人
員を危険な機械から保護するために、それはセーフテ
ィライトスクリーンやハードガードといったさらなる
安全防護を設置する必要がある場合があります。きち
んと危険な機械を守らない場合は、重大なけがや死亡
事故につながる危険な状態をもたらす事があります。

 注意...手操作コントロール
手操作コントロールが設置される環境は、作動の手段
に悪影響を与えてはいけません。
ひどい汚染または他の環境影響は、遅い反応または機
械式か人間工学的なボタンの間違ったON状態を引き起
こす場合があります。これは、危険にさらされている
場合があります。

 警告...思いがけない動作を防ぐために手操作コン
トロールをインストールして下さい。
両手操作コントロールシステムの破損からの完全保護
は、可能でありません。ただし、ユーザーは故障また
は思いがけない動作の可能性を最小限に抑えるため
に、手操作コントロールをアレンジし保護することを
OSHA規制で義務づけています。

 警告...機械制御は反繰り返し制御を提供なければ
なりません。
適切な反繰り返し制御は機械制御によって提供されな
ければならず、単一ストロークや単一サイクル機械の
米国と国際規制によって必要とされます。
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A.5.1 両手操作コントロール分離（安全）距離

複合公式(米国とEUが認めたインストール用)

両方の手操作コントロールは、危険運動が終わる前にオ
ペレーターが手や他の体の一部で危険に近づく事ができ
ない最も近い危険点から十分に離れて配置される必要が
あります。これは「分離距離」（「安全距離」）であ
り、以下の通りに計算される場合があります。

米国インストールの公式

部分回転クラッチ機械用　ここで機械サイクルの危険な
部分の間、機械とその制御が機械をストップモーション
にさせます。以下の公式を用いて下さい。

Ds = K x (Ts + Tr + Th)

フル回転クラッチ機械用　ここで一度起動させると、機
械とその制御が完全な全機械サイクルを完了するように
設計されています。以下の公式を用いて下さい。

Ds = K x (Tm + Tr + Th)

EUが認めたインストールの公式

最も近いアクチュエータから危険地帯までの最小安全距
離を計算するのに用いられる公式は、以下の通りです。

S = ( K x T ) + C

全ての場合において、ここでは：

D
s
 =インチ単位の分離（安全）距離

S = mm単位の最小安全距離

K = OSHA/ANSIとISO 13855　1600mm/秒のハンドスピー
ド定数（下記NOTE1）

T = 検出機能の作動から全運動の最終停止までで測られ
る、機械の全体の停止時間

T
s
 =「停止」信号のアプリケーションから全運動の

最終停止までが測られ、全ての関連した制御要素の
停止時間を含む、最大の機械速度で測られる機械の
停止時間（秒単位）（NOTE 2参照）

T
r
 =どちらか一方の手操作コントロールによって停止を

示す時間から測られる通りのセーフティコントロー
ラの応答時間。（コントローラのデフォルト応答
は、0.010秒で、それに更なるクローズ・オープンデ
バウンスタイムになります。デバウンスタイムが調
節される場合、6msを上回る時間（=クローズ・オー
プンデバウンスタイムをデフォルトにします）は、
定められた応答に加えられなければなりません。セ
クション2.2の仕様をご参照下さい。）

T
h
 =最も遅い手操作コントロールの応答時間（手がその

制御を離す時からスイッチが開放するまで。NOTE3参
照）

Tm =機械が始動した後にそれが全運動を停止する最大の
時間（秒単位）。たった1つの保証点によるフル回
転クラッチプレスの為に、Tmはにクランク軸の1.5
回転に要する時間に相当します。１つ以上の保証点
によるフル回転クラッチプレスのために、Tmは以下
の通りに計算されます。
T
m
 =（1/2 + 1/N）x Tcy：
ここでは：

N=各回転のクラッチ保証点の数
T
cy
=クランク軸の1回転を完了するのに要する時間

   （秒単位）

C =深度侵入要因のための更なる距離：ISO 13855の
250mm。進入のリスクが除かれる場合は、ISO13855
「C」要因を0に減らす事ができますが、安全距離は常
に100mm以上である必要があります。

NOTE：
1.	 ハンドスピード定数（K）は、さまざまな研究によっ

て測定され、これらの研究は1600mm/秒、2000mm/秒
の速度を2540mm/秒以上まで示しますが、それらは最
終的測定でありません。使用されるKの値を測定する
際、雇用者はオペレータの物理的能力を含む全ての
要因を考慮しなければなりません。

2.	 T
s
は、通常、停止時間測定デバイスによって測られ

ます。指定された機械停止時間が用いられる場合
は、ブレーキシステム劣化を説明するセーフティフ
ァクタとして少なくとも20%を加えて下さい。2つの
二重化機械制御要素の停止時間が等しくない場合
は、2つの時間の内より遅いものが分離距離を計算す
るのに用いられる必要があります。

3.	 T
h
は、単に機械的スイッチにとって通常重要であり

ません。 ただしT
h
は、電子手操作コントロールや電

気機械（すなわち、動力）手操作コントロールを使
用する際、安全距離計算のために考慮されなければ
なりません。 弊社自己診断タッチボタン（STB）応
答時間= 0.02秒。
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A.5.2　両手操作コントロール接続オプション

デバイスには動作しない、あるいはOFF状態中と表示され
ます。「タイプ」表記とISO 13849-1カテゴリ条件の詳し
い説明については、ISO13851をご参照下さい。

デュアルチャンネル（２端子、３端子、または４端子）
：ISO 13851によって解説されるように、下記の図はタイ
プIIIa両手操作コントロール回路で、通常ISO 13849-1
（EN 954-1）カテゴリ１の必要条件を満たす事ができま
す。下記図Dで示すように、各両手操作コントロールか
らの二重化接点が、各チャンネル（つまり、各直列に２
つ）で、またはパルスモニタリングを用いる3端子接続と
共に使用され、別の動力源へのショートを検出が可能な
場合は、タイプIIIbとカテゴリ３を実現する事ができま
す。ショートが2秒以上存在する場合、接点がオープンで
ある際は、2端子と3端子の両方の接続がチャンネル間で
ショートを検出する事ができます。4端子回路はチャンネ
ル間で、または別の動力源へのショート検出が可能です
(Fig.C)。

NOTE：弊社の自己診断タッチボタンSTBVR81...を使用す
      る場合は、このオプションを選択して下さい。

デュアルチャンネル（PNPデバイス）：ISO13851によって
解説されるように、下記の図はタイプIIIa両手操作コン
トロール回路で、通常ISO13849-1（EN 954-1）カテゴリ
1必要条件を満たす事ができます。 セーフティコントロ
ーラは、この構成のチャンネル間でショート検出を提供
しません。

2x補助（４端子または５端子）：ISO13851によって解説
されるように、下記の図はタイプIIIc両手操作コントロ
ール回路で、通常ISO13849-1（EN 954-1）カテゴリ4必要
条件を満たす事ができます。動作状態（例：下記のS1オ
ープン/S2クローズ）で、クローズ接点間のショートは、
応答時間がデバウンスタイムに基づいて増加する原因に
なることがあります。この状況で、応答時間は（選択さ
れた）デバウンスタイムに基づいて、指定された通り長
くなる事があります。セクション3.2.2をご参照下さい。

2x補助（PNPデバイス）：ISO13851によって解説されるよ
うに、下記の図はタイプIIIc両手操作コントロール回路
で、通常ISO13849-1（EN 954-1）カテゴリ4必要条件を満
たす事ができます。動作状態（例：下記のS1オープン/S2
クローズ）で、クローズ接点間のショートは、応答時間
がデバウンスタイムに基づいて増加する原因になること
があります。この状況で、応答時間は（選択された）デ
バウンスタイムに基づいて、指定された通り長くなる事
があります。セクション3.2.2をご参照下さい。

NOTE：弊社の自己診断タッチボタンSTBVP6...を使用する
      場合は、このオプションを選択して下さい。
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セーフティコントローラは、圧力機密性の高いセ
ーフティマットとセーフティエッジ（センサ）を
モニタするのに用いられる場合があります。

セーフティコントローラのセーフティマット入力の目的
は、4芯存在検出セーフティマット（センサ）の適切な作
動を確認する事です。複数のマットは、直列に1つのコン
トローラ入力の最大150Ω（セクションA.6.2参照）に切
り替えられる事があります。

NOTE：コントローラは、2芯マット、バンパー、エッジを
モニタするようには設計されていません（検出レ
ジスタの有無に関わらず）。

故障が検出されると、その機能は接点（接触板）と１つ
以上のセーフティマットの配線の故障をモニタし、機械
が再起動するのを防ぐ事になっています。オペレータが
セーフティマットから外れた後のリセットルーチンは、
セーフティコントローラによって提供可能になるか、コ
ントローラがオートリセットモードで使用される場合、
リセット/再起動機能は機械コントロールシステムによ
って提供されなければならなりません。これはマットの
掃除後、制御された機械が自動的に再起動するのを防ぎ
ます。

セーフティマットシステム設計と構造

セーフティマットシステムセンサ、セーフティコントロ
ーラ、そして全ての追加デバイスは軽く、そして速くマ
ット検出表面（関連する期間によって100～200ms未満）
を個別にまたぐ可能性を減らす為に、十分速い応答時間
を持たなければなりません。

安全マットシステムのために、センサの最小物検出感度
が最低でも80mm直径円形のディスク試験片上で30kgの重
さを、ジョイントと接合を含むマット検出表面であれば
どこででも検出しなければなりません。効果的な表面や
領域検出は識別できる必要があり、１つ以上のセンサか
ら構成できます。セーフティマット供給者は、センサの
最小物検出感度として、この最小の重さと直径を説明し
なければなりません。

作動力と応答時間のユーザー調整は、許されていません
（ISO 13856-1）。センサは、検出感度の損失をもたらし
得る全ての合理的に予測できる故障（例：接触要素の酸
化）を防ぐために製造されなければなりません。

センサの防水仕様は、最低限のIP54を満たさなければな
りません。センサが水浸漬のために指定される際、セン
サの最小エンクロージャレベルはIP67でなければなりま
せん。相互接続配線は、特別な注意を必要とする場合が
あります。ウイッキングアクションはマットの中に、お
そらくセンサ検出感度の低下を与える液体の進入をもた
らす場合があります。相互接続ケーブルの末端は、適切
な防水仕様のあるエンクロージャに配置される必要があ
る場合があります。

センサは、システムが示す環境状況による悪影響を受け
ていてはいけません。予想できる液体と他の物質のセン
サへの影響を考慮にいれる必要があります。例えば、一
部の液体に長期でさらす事は、センサのハウジング機材
の劣化または膨張を引き起こすことがあります。また、
安全でない状態をもたらします。

センサの上面は、生涯のノンスリップ設計であるか、或
いはその反対で予想される動作状態下でスリップの可能
性を最小にする必要があります。

相互接続ケーブルとセンサ間の4芯接続は、安全でない
状況（例：急な引き、安定した引き、または連続的屈曲
が原因で壊れた接続）に怠ることなく、そのケーブルで
センサを引っぱり、または運ぶことに耐える必要があり
ます。そうでない場合は、別の手段がそのような故障を
避けるために採用されなければなりません。例えば、破
損のない切断を行ない安全な状況をもたらすケーブルで
す。

 警告。。。セーフティマットのアプリケーション

•	必要条件は、信頼できる制御のレベルやセーフ
ティマットのアプリケーションのISO 13849-1
（EN954-1）カテゴリのために広く変わります。メ
ーカーの推薦通りに問題なく各セーフティマット
（またはセーフティエッジ）システムを設置、操
作、維持し、全ての関連した規制に従う事は、ユ
ーザーの責任になります。

•	マットと相互接続ケーブルの範囲内の故障をもた
らしている機械サイクルの予想外の起動や再起動
の可能性のために、機械運動（例：存在検出デバ
イス開始アプリケーションで）を開始するトリッ
プ装置としてセーフティマットを使用しないで下
さい。

•	単にセーフティマット（例：制御局で）に立つ事
によって機械制御の危険な運動の開始を許す手段
を有効、または提供するためには、セーフティマ
ットを使用しないで下さい。この種のアプリケー
ションは、「誤」イネーブル信号をもたらし得る
逆/負論理と特定の故障（例：コントローラへの電
源喪失）を使用します。

A.6.1　セーフティマット必要条件

以下は、4芯セーフティマットセンサの設計、構造、設置
がセーフティコントローラと結びつけられる最低必要条
件です。これらの必要条件は、規制ISO 13856-1、ANSI/
RIA R15.06、ANSI B11.19の概要です。ユーザーは全ての
関連した適用可能規制と規格を確認し、完全にのとった
コントローラと全てのセンサに適用されなければなりま
せん。
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A.6.2　セーフティマット接続オプション

圧力機密性の高いマットと圧力機密性の高い床は、そ
れらが指定されて、マークされるカテゴリの必要条
件を満たさなければなりません。これらのカテゴリ
は、ISO13849-1（EN 954-1）で定義されています。

セーフティマット、そのセーフティコントローラ、そし
て全ての出力信号スイッチングデバイスは、最低限とし
て安全カテゴリ１の必要条件を満たさなければなりませ
ん。これらの必要条件を満たす為に、システムは最低で
もISO 13856-1（EN1760－1）の必要条件とISO13849-1
（EN 954-1）の関連した必要条件を満たさなければなり
ません。

セーフティコントローラは、4芯セーフティマットをモ
ニタするように設計されています。更に、セーフティコ
ントローラは、2芯デバイス（2本のワイヤと「検出」レ
ジスタによるマット、検出エッジ等）と互換性を持ちま
せん。

この回路は、通常、安全格付けとマットや他のセンサの
設置に従いISO 13849-1カテゴリ2またはカテゴリ3の必要
条件を満たす事が可能です。この回路は、チャンネル間
や別の動力源へのショートを検出する事ができます。

各センサは、メーカーの推薦通りに定期的に検査されテ
ストされる必要があります。 操作上の仕様を上回らない
ように注意しなければなりません。（例：スイッチング
動作の最大数）

各センサは、不注意な運動（潜行性の）や許可されてい
ない除去を防ぐ為に、しっかりと取り付けられる必要が
あります。 大きなマットのサイズと重さに加えて、方法
は、固定のエッジングや装備、不正開封防止装置や一方
向の留め具、そして埋め込みの床や取り付け表面を含み
ますが、これらに限定はされません。

トリッピング危険（特に機械の危険のため）を最小限に
抑える為に、各センサがインストールされなければなり
ません。 隣接する水平表面の高さの相違が4mm以上であ
る時は、トリッピング危険が存在する場合もあります。 
トリッピング危険はジョイント、接合、エッジで、そし
てさらなるカバーが使用される際に最小限に抑えられな
ければなりません。方法は、センサの設置平面上の設
置、または水平位置から20°を超えないランプを含みま
す。 ランプとエッジを識別するために、対照的な色や
マークを使用して下さい。人が検出される事なく危険領
域に入る事も、危険な状況が終わる前に危険に近づく事
もできないように、セーフティマットシステムは大きさ
を設定し配置されなければなりません。さらなるガード
や安全防護デバイスは、デバイスの検出表面の下や周辺
で、手を伸ばす事によって危険にさらされない事を確認
する為に必要とされる場合があります。

セーフティマット設置は、簡単に検出表面をまたぎ、検
出されないという可能性を考慮しなければなりません。
アプリケーションと関連規格に従い、ANSIと国際規格は
750～1200mmまであることをセンサ表面の最小被写界深
度（マットのエッジと危険の間の最小距離）に要求しま
す。センサを回避したり乗り越える為の機械サポートや
他の対象物を踏む可能性も、防ぐ必要があります。

A.6.3　セーフティマット設置

取り付け表面品質とセンサに対する準備は、センサのメ
ーカーによって説明される必要条件を満たさなければな
りません。床（または他の取付表面）のでこぼこは、セ
ンサの機能を弱める場合があり、許容範囲内の最低限ま
で減らされる必要があります。

取り付け表面は水平かつきれいでなければなりません。
センサの下、または周辺の液体貯蓄は、避ける必要があ
ります。センサまたは関連ハードウェアの下のほこり
や、回転している小片または他の物質の蓄積が原因の故
障のリスクは、阻止されなければなりません。異物がセ
ンサの下、または中に行かない事を確認する為に、セン
サ間のジョイントに特別な配慮がされなければなりませ
ん。

相互接続ケーブル（液体の存在下で）の外の絶縁ジャケ
ット、または、センサの外側のパーツへの全ての破損（
例：切断、裂傷、磨耗、または穴）は、すぐに修復され
るか、交換されなければなりません。マット付近にある
かもしれない物質（ほこりの粒子、虫、液体、湿気また
は回転している小片を含む）の侵入は、センサの腐食や
その検出を失う原因になる事があります。
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セーフティマット分離（安全）距離
独立型安全装置として単に起動/再起動を防ぐのに用い
られるだけか、単にクリアランス安全防護のために用い
られるだけでない限り、検出表面の外縁が分離（安全）
距離にあるか、またはそれを越えれるように、センサは
分離（安全）距離で設置されなければなりません(ANSI 
B11.19、ANSI/RIA R15.06とISO 13855参照)。

アプリケーションのために必要な分離（安全）距離は、
手の速度（または個々の）、全体のシステム停止時間（
いくつかの応答時間コンポーネント含む）、そして深度
侵入要因を含むいくつかの要因次第です。ユーザーは、
適切な距離を測定する関連規格、または個人が危険にさ
らされない事を確認する手段を参照しなければなりませ
ん。

米国インストールの公式
分離（安全）距離（DS）を計算するのに用いられる公式
は以下の通りです。

Ds = K x ( Ts + Tr ) + Dpf

EUが認めたインストールの公式
最小安全距離を計算するのに用いられる公式は、以下の
通りです。

S = ( K x T ) + C

Fig.A-5　セーフティマットによる安全距離（Ds）の測定

両方の場合において、ここでは：

D
s
 = インチ単位の分離（安全）距離

S  = mm単位の最小安全距離

K  = OSHA/ANSIとISO 13855　1600mm/秒のハンドスピー
     ド定数（下記NOTE1参照）

T  = 検出機能の作動から全運動の最終停止までで測られ
     る、機械の全体の停止時間
     （基本的に、T = Ts + Tr）

T
s
 =「停止」信号のアプリケーションから全運動の

最終停止までが測られる（全ての関連した制御要素
の停止時間を含む、最大の機械速度で測られる）機
械の全体的停止時間（NOTE 2参照）

T
r
 = セーフティマットシステムの応答時間：セーフティ

マットが踏まれた後、メーカーが記載する通りのセ
ンサの応答時間、そしてセーフティマットによって
停止を示す時間から測られる通りのセーフティコン
トローラの応答時間。（コントローラのデフォルト
応答は、0.010秒で、それに更なるクローズ・オー
プンデバウンスタイムになります。）デバウンスタ
イムが調節される場合、6msを上回る時間（=クロー
ズ・オープンデバウンスタイムをデフォルトにしま
す）は、定められた応答に加えられなければなりま
せん。セクション2.2の仕様をご参照下さい。）

Dpf＝深度侵入要因のための更なる距離：
ANSI B11.19の250mm。

C =  深度侵入要因のための更なる距離：
     ISO 13855の1200mm。

NOTE：

1.	 ハンドスピード定数（K）は、さまざまな研究によって測定され、
そして、これらの研究は1600mm/秒、2000mm/秒の速度を2540mm/秒
以上まで示しますが、それらは最終的測定でありません。使用さ
れるKの値を測定する際、雇用者はオペレータの物理的能力を含む
全ての要因を考慮しなければなりません。

2.	 Tsは、通常、停止時間測定デバイスによって測られます。指定さ
れた機械停止時間が用いられる場合は、ブレーキシステム劣化を
説明するセーフティファクタとして少なくとも20%を加えて下さ
い。2つの二重化機械制御要素の停止時間が等しくない場合は、2
つの時間の内より遅いものが分離距離を計算するのに用いられる
必要があります。
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A.7　非常停止プッシュボタン

セーフティコントローラの安全入力は非常停止プッシ
ュボタンをモニタするのに使用される場合があります。

安全回路完全性レベル

必要条件は、非常停止のアプリケーションで、信頼でき
る制御、またはISO13849-1（EN954-1）の安全カテゴリの
レベルのために広く変化します。 弊社が全てのアプリケ
ーションで高水準の安全性を常に薦めていますが、問題
なく各安全システムをインストール、操作、そして維持
し、すべての関連した法律や規制に従う事はユーザーの
責任になります。

安全性能（インテグリティ）は、機械のリスクアセスメ
ントによって見つけ出された確認済み危険から、リスク
を減らさなければなりません。 ISO 13849-1（EN954-1）
によって解説される通り必要条件が満たされられるかの
ガイダンスに関してはセクションA.1ご参照下さい。

このセクションで述べられる必要条件に加えて、非常停
止の設計と設置は、ANSI NFPA79 または ISO 13850に応
じなければなりません。

以下の図で示すように、非常停止スイッチは、１つか２
つの接点をスイッチが作動可能状態にされている時、ク
ローズされる安全性に提供しなければなりません。一旦
起動すると、非常停止スイッチは全てのその安全定格接
点をオープンし、作動可能状態な位置のクローズ接点に
戻ることを慎重な行動（例えば、ねじれている、引い
ている、錠が開いている）に要求しなければなりませ
ん。IEC 60947-5-1で解説されるように、スイッチは「ポ
ジティブオープニング」（ダイレクトオープニング）タ
イプでなければなりません。そのようなボタン（または
スイッチ）に適用される機械の力は、直接接点に送られ
ます。そして、それらをこじ開けます。これは、スイッ
チが動かされる時はいつでも、スイッチ接点がオープン
である事を確認します。

•	規格ANSI NFPA 79（IEC/EN 60204-1）、そして、
ISO 13850は、以下を含む更なる非常停止スイッチデ
バイス条件を指定します。

•	非常停止プッシュボタンは、各オペレータ制御局
に、そして緊急シャットダウンが必要である他の操
作局に位置されなければなりません。

•	停止と非常停止プッシュボタンは、位置される全て
の管制と操作局から連続的に使用可能ですぐにアク
セスできなければなりません。非常停止ボタンをミ
ュートまたはバイパスしないで下さい。

•	非常停止デバイスのアクチュエータは赤の色がつい
ています。すぐにデバイスアクチュエータあたりの
背景が黄色に色づけられます。プッシュボタン操作
されたデバイスのアクチュエータは、ヤシまたはキ
ノコ頭タイプです。

•	非常停止アクチュエータは、自己締ラッチングタイ
プでなければなりません。

NOTE：一部のアプリケーションには、更なる必要条件が
ある場合があります。ユーザーは、すべての関連
した規制に従わなければなりません。

安全回路完全性レベルと複数の非常停止ボタン
機械のための必須リスクアセスメントの一部とし
て、ANSI NFPA 79とIEC/EN60204-1は、リスクアセスメン
トで測定されて、安全性能（インテグリティ）が確認さ
れた危険からのリスクを減らさなければならないと述べ
ます。ISO13849-1（EN954-1）によって解説される必要条
件が満たされることになっている場合のガイダンスに関
しては、セクションA.1をご参照下さい。

A.7.1　非常停止プッシュボタン必要条件

 警告。。。非常停止機能
どの非常停止デバイスにもミュートやバイパスをしな
いで下さい。ANSI NFPA79とIEC/EN 60204-1は、非常停
止機能がいつでもアクティブのままである事を必要と
します。安全出力のミューティングやバイパッシング
は、非常停止機能を無効にさせます。
セーフティコントローラの非常停止構成は、非常停止
入力のミューティングやバイパッシングを防ぎます。 
ただし、ユーザーは、まだ非常停止デバイスがいつで
もアクティブのままである事を確認しなければなりま
せん。

 警告...必要とされるリセットルーチン
米国と国際規格は、リセットルーチンがそのクローズ
接点位置に非常停止スイッチを返した後に（非常停止
スイッチを作動可能状態にする時）実行されることを
義務づけます。オートリセットが使用される際、非常
停止スイッチが作動可能状態にされた後、交互の手段
はリセットルーチンを必要とするために確立されなけ
ればなりません。非常停止スイッチが作動可能状態に
されるとすぐに、機械をリセットさせる事は重大なけ
がまたは死亡事故につながる安全でない状態をもたら
します。
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上述の必要条件に加えて、非常停止デバイス（例えば、
スイッチ、ボタンまたはロープ式）の設計と設置は、安
全機能の損失をもたらし得るデバイスの破滅的な故障の
可能性が排除されなければならない（デザインアウト）
ようでなければなりません。 ISO 13849-2の故障削除が
適用できるように、デバイスはISO 13850必要条件を満た
さなければなりません。 IEC 60947-5-1AmexKに従って設
計され、メーカーの指示通りに設置される接点をもつは
電気機械デバイスは、非常停止デバイスが作動する時、
オープンする事になっています。

 警告...複数の非常停止スイッチ
2つ以上の非常停止スイッチが同じコントローラに接続
されている時はいつでも：
•	各スイッチの対応する棒の接点は、直列に一緒に
つながれなければなりません。 1つのコントロー
ラに平行して複数の非常停止スイッチの接点を決
してつながないでください。 そのような並列接続
は、コントローラの能力をモニタしているスイッ
チ接点を破り、重大なけがや死亡事故につながる
安全でない状態をもたらします。

•	各スイッチは個々に作動しなければならず（約
束）、それから再度作動可能にして、コントロー
ラはリセットします。 これは、コントローラが故
障を検出するために各スイッチとその配線をチェ
ックするのを許します。

•	このように個々に各スイッチをテストしない場合
は、検出されない故障をもたらし重大なけがや死
亡事故につながる安全でない状態をつもたらし得
ます。 このチェックは、定期的な点検の間、実行
されなければなりません。

カテゴリ２：ショートは安全機能の損失をもたらしうる
ので、単一チャンネルの非常停止アプリケーションは通
常、回路性能のカテゴリ２レベルを提供します。故障排
除の原則は、安全機能の損失をもたらしうる検出されな
い故障や異常の可能性のリスクの許容できる（最小限
の）レベルを除くか、減らすために設計と設置に取り込
まなければなりません。

Fig.　カテゴリ２非常停止回路

カテゴリ３：単一異常は安全性の低下をもたらさないの
で、DC+24Vを変えているデュアルチャンネル接続は通常
カテゴリ３アプリケーションになります。1つのチャンネ
ルの切換措置の損失は、非常停止、２つめのチャンネル
のオープニング、安全出力のモニタリング機能によって
検出されます。ただし、入力チャネルまたは安全出力間
のショートは、検出されない場合があります。故障の蓄
積が安全機能の損失をもたらす場合がある点に注意する
必要があります。

故障排除の原則は、安全機能の損失をもたらしうる未検
出の故障または破滅的な異常の可能性のリスクで許容で
きる（最小限の）レベルを除くか、減らすために設計と
設置に取り込まなければなりません。

カテゴリー４：自己モニタリング安全入力は、カテゴリ
４アプリケーションを成し遂げるために連結する事がで
きます。故障排除の原則は、安全機能の損失をもたらし
うる破滅的な異常や故障の可能性のリスクの許容できる
（最小限の）レベルを除くか、減らすために設計と設置
に取り込まなければなりません。

Fig.A-7　カテゴリ３非常停止回路

Fig.A-8　カテゴリ４非常停止回路
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A.7.2 非常停止接続オプション

デバイスは武装状態またはRUN状態で示されます。

単一チャンネル（1端子、2端子、またはPNPデバイス）：
スイッチの設計と設置に応じてこれらの回路は、通常ISO 
13849-1カテゴリ２の必要条件を満たす事ができます。 
最低でも、カテゴリ２を成し遂げるためにスイッチは安
全定格デバイスでなければなりません。 １端子とPNPデ
バイスは、別の動力源にショートを検出する事ができま
せん。2端子接続はパルスモニタリングを使用し、別の動
力源へのショート検出する事ができます。 故障排除は、
安全回路インテグリティのより高いレベルをもたらすの
に用いられなければなりません。

ロープ式（ケーブル式スイッチ）非常停止スイッ
チは銅線「ロープ」を使用します。それらは、コ
ンベアに沿うように連続的に距離以上の非常停止
作動を提供します。

IEC 60947-5-1で解説される通り、ロープ式非常停止スイ
ッチには「ポジティブオープニング」（またはダイレク
トオープニング）作動のような非常停止プッシュボタン
と多くの同じ必要条件があります。さらなる適用可能な
情報に関しては、非常停止プッシュボタンのセクション
A.7をご参照下さい。

どの方向の引きにも反応するだけでなく、ロープのゆる
みや壊れにも反応する能力があるロープ式非常停止スイ
ッチを使用する事を勧めます。通常これは、スイッチの
範囲内で分離接点によって遂行されます。ロープがきち
んと張られる際、両方のスイッチの接点は閉じられま
す。ロープが引かれると、ポジティブブレーク接点は開
きます。ロープが壊れるか、ゆるくなる場合は、接触の
第２セットが開きます。接続オプションについてはセク
ションA.8.2をご参照下さい。

一部のロープ式非常停止スイッチは作動後、マニュアル
リセットを必要とするラッチ機能を提供します。ロープ
が離された後にラッチ機能を提供しないスイッチを使用
する場合、別々のラッチ回路を必要とします。それはセ
ーフティコントローラによって提供される事ができま
す。

A.8 ロープ式/ケーブル式スイッチ

デュアルチャンネル（2端子または3端子）：スイッチの
設計と設置に応じて、この回路は、通常、ISO 13849-1カ
テゴリ３の必要条件を満たす事ができます。 デュアルチ
ャンネル3端子接続はパルスモニタリングを使用し、別の
動力源へのショート検出する事ができます。 ショートが
2秒以上存在する場合は、接点がオープンになる際に、2
端子と3端子の両方の接続がチャンネル間でショートを検
出する事ができます。

デュアルチャンネル（PNPデバイス）：スイッチの安全定
格、設置、そして故障検出（例：ショート）性能に応じ
てこの回路は、ISO 13849-1カテゴリ２、３、または４の
必要条件を満たす事ができます。セーフティコントロー
ラは、この構成でショート検出を提供しません。

デュアルチャンネル（４端子）：スイッチの設計と設置
に応じてこの回路は、ISO 13849-1カテゴリ４の必要条件
を満たす事ができます。この回路は、チャンネル間また
は別の動力源へのショートを検出する事ができます。
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A.8.1　ロープ式/ケーブル式スイッチの
       インストールガイドライン

•	 ワイヤロープは、その全ての長さに沿って簡単にア
クセスでき、確認できなければなりません。目印ま
たはフラグは、その可視性を増やすためにロープに
固定される場合もあります。

•	 支持点を含む取り付け点は、堅くなければなりませ
ん。

•	 ロープは、すべてのサポートで摩擦なしでなければ
なりません。プーリーをお勧めします。

•	 角のまわりにロープを送る時、あるいは、わずかに
でも方向が変わる時はいつでも、プーリーを使用し
て下さい。

•	 決してコンジットまたは他の管類にロープを通さな
いで下さい。

•	 決してロープに重しを取り付けないで下さい。

•	 温度はロープの張りに影響を及ぼします。温度があ
がるとロープは拡大し（延びる）、温度がさがると
縮小します（縮む）。重大な温度変化は、張り調整
の頻繁なチェックを必要とします。

•	 メーカーの推薦した最大ロープ長を上回らないで下
さい。

•	 スイッチを硬く固定された表面に、しっかりと取り
付けて下さい。

•	 ロープのための固定金具は、硬く固定され、ロープ
の安定した張りに耐える事ができなければなりませ
ん。

•	 ユーザーのリスクアセスメントで測定されたよう
に、動作環境の厳しさとスイッチ作動の頻度さに基
づき、各ロープ式非常停止設置は適切な間隔での適
当な作動をテストされ、検査されなければなりませ
ん。

•	 ロープと関連したプーリーと他の可動パーツは、定
期的に油をさされなければなりません。

デュアルチャンネル（2端子または3端子）：出力デバ
イスの安全定格と設置に応じてこの回路は、通常ISO 
13849-1カテゴリ３の必要条件を満たす事ができます。 
デュアルチャンネル3端子接続はパルスモニタリングを使
用し、別の動力源へのショート検出する事ができます。 
ショートが2秒以上存在する場合、接点がオープンになる
際に、2端子と3端子の両方の接続がチャンネル間でショ
ートを検出する事ができます。

A.8.2　ロープ式スイッチの接続オプション

デバイスは武装状態、またはRUN状態で示されます。

単一チャンネル（1端子、2端子、またはPNPデバイス）：
スイッチの設計と設置に応じて、これらの回路は、通常
ISO 13849-1カテゴリ２の必要条件を満たす事ができま
す。 最低でも、カテゴリ２を成し遂げるのにスイッチが
安全定格デバイスでなければなりません。 １端子とPNP
デバイス回路は、別の動力源にショートを検出する事が
できません。2端子接続はパルスモニタリングを使用し、
別の動力源へのショート検出する事ができます。 故障排
除は、安全回路インテグリティのより高いレベルをもた
らすのに用いられなければなりません。

デュアルチャンネル（PNPデバイス）：出力デバイスの安
全定格、設置、そして故障検出（例：ショート）性能に
応じてこの回路は、ISO 13849-1カテゴリ２、３、または
４の必要条件を満たす事ができます。セーフティコント
ローラは、この構成でショート検出を提供しません。

デュアルチャンネル（４端子）：出力デバイスの安全定
格と設置に応じてこの回路は、ISO 13849-1カテゴリ４の
必要条件を満たす事ができます。この回路は、チャンネ
ル間または別の動力源へのショートを検出する事ができ
ます。

補助（２端子または３端子）：出力デバイスの安全定格
と設置に応じてこの回路は、ISO 13849-1カテゴリ２、３
、または４の必要条件を満たす事ができます。この回路
は、チャンネル間のショートを検出する事ができます。
作動状態で（例：S1クローズ/S2オープン）、閉じた接点
を超えるショートは、応答時間にデバウンスタイムに基
づいて増加をもたらす事があります。この状況で応答時
間は（選択された）デバイ運スタイムに基づき、指定よ
り長くなる事があります。セクション3.2.2をご参照下
さい。
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連続的に1つの位置だけで作動させられる時、イネーブ
リングデバイスは危険な状況を許します。他のどの位置
でも危険が除かれ、防がれる機能を始める必要がありま
す。

非常事態に対する個々の反応は、グリップを放すか、ピ
ンと張ることのどちらかである場合があるので、多くの
規格は3つのポジションデバイスの使用を義務づけます。

•	ポジション#1：スイッチのOFF機能（アクチュエータ
は作動されません）。

•	ポジション#2：イネーブリング機能（アクチュエー
タは、その中間点で作動されます）。

•	ポジション#3：スイッチのOFF機能（アクチュエータ
はその中間を過ぎて作動されます）。

デバイスの中間イネーブルポジション（#2）、または圧
縮過去のリリースは、危険な動きまたは状況の即時の停
止を始めなければなりません。機械作動を再度始める事
ができる前に、イネーブリングデバイスをリリースし、
再作動する事が義務づけられます。可能な場合、2つのポ
ジションタイプのポジションは以下の通りです：

•	ポジション#1：スイッチのOFF機能（アクチュエータ
は、作動されません）。

•	ポジション#2：イネーブリング機能（アクチュエー
タは作動されます）。

停止機能は、機能的な停止カテゴリ0かカテゴリ１でなけ
ればなりません（ANSI NFPA79　セクション9参照）。イ
ネーブリングデバイスの設計と設置は、継続された起動
の人間工学的問題（力、姿勢、その他）を考慮しなけれ
ばなりません。デバイスがアクティブである事を示す視
覚の方法が必要の場合もあります。

それが他の安全装置をバイパスしている場合は、訓練さ
れ資格を有する個人だけがイネーブルデバイスを操作す
る事ができます。安全な仕事手順は含まなければなりま
せんが、デバイスの使用、関連する危険、そしてデバイ
スの使用を必要としている仕事に制限はされません。

二人以上の個人がイネーブリングデバイスの使用に安全
防護される事になっている場合は、それぞれ個人は自身
のデバイスを持っていなければなりません。機械動作が
始められる前に、各イネーブリングデバイスは並行して
作動されなければなりません。

生産モードに機械を戻す手段は、危険領域外に設置され
なければなりません。そこは、その領域内から近づく事
ができず予想外の動作から保護できます。またリセット
手順の間、リセットスイッチオペレータは全ての防護さ
れた領域の全景が眺められ、領域が個人から離れている
ことを確認しなければなりません。

SC22-3とSC22-3Eセーフティコントローラ

取扱説明書
付録A

補助（PNPデバイス）：出力デバイスの安全定格と設置に
応じてこの回路は、ISO 13849-1カテゴリ２、３、または
４の必要条件を満たす事ができます。この回路は、チャ
ンネル間のショートを検出する事ができます。作動状態
で（例：S1 ON /S2 OFF）、閉じた接点を超えるショー
トは、応答時間にデバウンスタイムに基づいて増加をも
たらす事があります。この状況で応答時間は（選択され
た）デバイ運スタイムに基づき、指定より長くなる事が
あります。セクション3.2.2をご参照下さい。

P/N JP133487 93

A.9　イネーブリングデバイス

イネーブリングデバイスは、連続的に動かされる
際、機械サイクルをスタートコントロールとともに始め
られる手動で操作されたコントロールです。イネーブリ
ングデバイスの設計とアプリケーションをカバーする規
格は、以下を含みます。

ISO 12100-1/-2

IEC 60204-1

ANSI/NFPA 79

ANSI/RIA R15.06

ANSI B11.19

詳細に関しては、セクション3.6.3をご参照下さい。

A.9.1　イネーブリングデバイスガイドライン

アプリケーションにより、個々のデバイス作動が危険な
状況にさらされる時、イネーブルデバイスの使用は監視
を必要とし限られた機械動作だけを許す場合がありま
す。イネーブリングデバイスが使用中の際、機械モーシ
ョンの制御はイネーブリングデバイスの機能を越える他
のソースから防がなければなりません。シンプルなイネ
ーブリングデバイスの作動は、危険をもたらしてはいけ
ません。
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SC22-3とSC22-3Eセーフティコントローラ

取扱説明書
付録A

P/N JP13348794

9.2 イネーブリングデバイスの接続オプション

デバイスは武装位置または停止状態で示されます。

デュアルチャンネル（2端子または3端子）：イネーブリ
ングデバイスの安全定格と設置に応じてこの回路は、通
常ISO 13849-1カテゴリ２またはカテゴリ３の必要条件
を満たす事ができます。 デュアルチャンネル3端子接続
はパルスモニタリングを使用し、別の動力源へのショー
ト検出する事ができます。 ショートが2秒以上存在する
場合は、接点がオープンになる際に2端子と3端子の両方
の接続がチャンネル間でショートを検出する事ができま
す。

デュアルチャンネル（PNPデバイス）：イネーブリングデ
バイスの安全定格、設置、そして故障検出（例：ショー
ト）性能に応じてこの回路は、ISO 13849-1カテゴリ２、
３、または４の必要条件を満たす事ができます。セーフ
ティコントローラは、この構成でショート検出を提供し
ません。

デュアルチャンネル（４端子）：イネーブリングデバイ
スの安全定格と設置に応じてこの回路は、ISO 13849-1カ
テゴリ２、３、または４の必要条件を満たす事ができま
す。この回路は、チャンネル間または別の動力源へのシ
ョートを検出する事ができます。

補助（２端子または３端子）：出力デバイスの安全定格
と設置に応じてこの回路は、ISO 13849-1カテゴリ２、３
、または４の必要条件を満たす事ができます。この回路
は、チャンネル間のショートを検出する事ができます。
作動状態で（例：S1オープン/S2クローズ）、閉じた接
点を超えるショートは、応答時間にデバウンスタイムに
基づいて増加をもたらす事があります。この状況で応答
時間は（選択された）デバイ運スタイムに基づき、指定
程長くなる事があります。セクション3.2.2をご参照下
さい。

補助（PNPデバイス）：出力デバイスの安全定格と設置に
応じてこの回路は、ISO 13849-1カテゴリ２、３、また
は４の必要条件を満たす事ができます。この回路は、チ
ャンネル間のショートを検出する事ができます。作動状
態で（例：S1 OFF/S2 ON）、閉じた接点を超えるショー
トは、応答時間にデバウンスタイムに基づいて増加をも
たらす事があります。この状況で応答時間は（選択され
た）デバイ運スタイムに基づき、指定程長くなる事があ
ります。セクション3.2.2をご参照下さい。

2x補助（４端子または５端子）：イネーブリングデバイ
スの設計と設置に応じてこの回路は、ISO 13849-1カテゴ
リ３かカテゴリ４の必要条件を満たす事ができます。こ
の回路は、チャンネル間のショートを検出する事ができ
ます。ガードが閉じた状態で（例：S1オープン/S2クロー
ズ）、閉じた接点を超えるショートは、応答時間にデバ
ウンスタイムに基づいて増加をもたらす事があります。
この状況で応答時間は（選択された）デバイ運スタイム
に基づき、指定より長くなる事があります。セクション
3.2.2をご参照下さい。

2x補助（PNPデバイス）：イネーブリングデバイスの設計
と設置に応じてこの回路は、ISO 13849-1カテゴリ３か
カテゴリ４の必要条件を満たす事ができます。この回路
は、チャンネル間のショートを検出する事ができます。
作動状態で（例：S1 OFF/S2 ON）、閉じた接点を超える
ショートは、応答時間にデバウンスタイムに基づいて増
加をもたらす事があります。この状況で応答時間は（選
択された）デバイ運スタイムに基づき、指定より長くな
る事があります。セクション3.2.2をご参照下さい。
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安全防護デバイスをバイパスすることは、「ミューティ
ング」と混同されてはいけません。それは危険でない部
分の機械サイクルの間の、安全防護デバイスの安全防護
機能による一時的な自動中止です。ミューティングは、
材料が停止コマンドを出すことなく、手動または自動的
に機械に送りこみ、またはプロセスを可能にします。バ
イパスと通常混乱される別の用語は「ブランキング」
で、それは光学安全防護デバイスの1部の検出フィールド
を鈍らせます。（例：特定の遮光が無視されるようにセ
ーフティライトカーテンの１つ以上の光軸を無効化）

安全な働く手順とトレーニング
個人が保護装置を回避することができて、保護を復帰さ
せることができることもできなかったという可能性につ
いても述べなければならないか、他の人員に保護装置の
回避された調子を知らせることもできてはいけません。
ユーザーは、個人が安全防護デバイスをバイパスする事
ができ、そして安全防護を元に戻す事に失敗または他の
人員に安全防護デバイスのバイパスされた状態を知らせ
る事に失敗する可能性に対処する必要があります。どち
らの場合も、安全でない状態をもたらし得ます。これを
防止する1つの考えられる方法は、安全な仕事手順を展開
し、人員が訓練を受け正しく手順に従う事を確認する事
です。安全な仕事手順は、個人が特定の仕事と関連する
危険の書面にした手順を用いることにより、危険にさら
す事を制御する方法を提供します。そのような手順も、
ベースドキュメンテーションを訓練計画に提供します。
もう一度、人員は安全装置の使用とバイパスの利用にお
いて訓練されなければなりません。

ロックアウト/タグアウト
予想外の通電、スタートアップ、保存されたエネルギの
放出がけがをもたらし得る機械メンテナンスとサービス
を提供している状況で、OSHA 29CFR1910.147「危険な
エネルギの制御（ロックアウト/タグアウト）」または
ANSI2244.1「エネルギ源のロックアウト/タグアウト」に
順守しなければなりません。ユーザーは、安全防護デバ
イスをバイパスすることがその規格内で含まれる必要条
件と対立しないことを確認するために、これらの規格を
参照する必要があります。

SC22-3とSC22-3Eセーフティコントローラ

取扱説明書
付録A

A.10 バイパススイッチ
      （バイパスをつけている安全装置）

セーフティコントローラは、安全防護デバイスの
バイパスを始めるスイッチをモニタするのに用いられる
場合があります。

「バイパス」または「オーバーライド」している安全防
護デバイスは、管理支配下の安全装置の通常の機能の手
動中断または一時中止になります。それは、機械セット
アップ、Webアライメント/調整、ロボットティーチ、ト
ラブルシューティングのプロセスを容易にするために、
キースイッチを用いて作動のバイパスモードを選ぶこと
で通常は処理されます。詳細に関しては、セクション
3.6.5をご参照下さい。

A.10.1 バイパスをつけている安全装置の要件

安全防護デバイスをバイパスする為の必要条件は下記を
含みます*。

•	バイパス機能は一時的でなければなりません。

•	バイパスを選ぶ、または有効にする方法は、監督す
る事ができなければなりません。

•	自動機械作動は、動き、速度、または力の制限する
範囲によって（例：インチ、ジョッグ、または遅い
速度モードで使用されるだけの）防がれなければな
りません。バイパスモードは、生産用に使用しては
いけません。

•	補足的安全防護装置は提供される必要があります。
人員を危険にさらしてはいけません。

•	バイパス手段は、回避される安全装置の全景の範囲
内でなければなりません。

•	作動の開始は、制御のホールド・トゥー・ランタイ
プを通してなければならないだけです。

•	すべての非常停止は、アクティブなままでなければ
なりません。

•	バイパス手段は、安全装置と同じ信頼性レベルで使
用されなければなりません。

•	安全防護デバイスがバイパスされたという可視指示
は、提供され、安全装置の位置からすぐに観察可能
でなければなりません。

•	人員は、安全装置の使用において、そしてバイパス
の利用において訓練されなければなりません。

•	リスクアセスメントとリスク削減（関連した規格
の）が処理されてなければなりません。

•	安全防護デバイスのリセット、作動、またはイネー
ブリングは、危険な動きを始めたり、危険な状況を
つくってはいけません。

*この概要は、以下と他のソースからの引用です：ANSI NFPA79、ANSI/

   RIA R15.06、ISO 13849-1（EN954-1）、IEC60204-1、ANSI B11.19
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SC22-3とSC22-3Eセーフティコントローラ

取扱説明書
付録A

P/N JP13348796

A.10.2　バイパススイッチの接続オプション

デバイスは、非武装またはOFF（停止）状態で示します。

デュアルチャンネル（2端子または3端子）：バイパスス
イッチの安全定格と設置に応じて、この回路は、通常ISO 
13849-1カテゴリ２またはカテゴリ３の必要条件を満たす
事ができます。 デュアルチャンネル3端子接続はパルス
モニタリングを使用し、別の動力源へのショート検出す
る事ができます。 ショートが2秒以上存在する場合、接
点がオープンになる際に2端子と3端子の両方の接続がチ
ャンネル間でショートを検出する事ができます。

デュアルチャンネル（PNPデバイス）：バイパススイッ
チの安全定格、設置、そして故障検出（例：ショート）
性能に応じてこの回路は、ISO 13849-1カテゴリ２、３
、または４の必要条件を満たす事ができます。セーフテ
ィコントローラは、この構成でショート検出を提供しま
せん。

デュアルチャンネル（４端子）：バイパススイッチの安
全定格と設置に応じてこの回路は、ISO 13849-1カテゴリ
２、３、または４の必要条件を満たす事ができます。こ
の回路は、チャンネル間または別の動力源へのショート
を検出する事ができます。

補助（２端子または３端子）：バイパススイッチの安全
定格と設置に応じてこの回路は、ISO 13849-1カテゴリ２
、３、または４の必要条件を満たす事ができます。この
回路は、チャンネル間のショートを検出する事ができま
す。作動状態で（例：S1オープン/S2クローズ）、閉じた
接点を超えるショートは、応答時間にデバウンスタイム
に基づいて増加をもたらす事があります。この状況で応
答時間は（選択された）デバイ運スタイムに基づき、指
定程長くなる事があります。セクション3.2.2をご参照下
さい。

補助（PNPデバイス）：バイパススイッチの安全定格と設
置に応じてこの回路は、ISO 13849-1カテゴリ２、３、ま
たは４の必要条件を満たす事ができます。この回路は、
チャンネル間のショートを検出する事ができます。作動
状態で（例：S1 OFF/S2 ON）、閉じた接点を超えるショ
ートは、応答時間にデバウンスタイムに基づいて増加を
もたらす事があります。この状況で応答時間は（選択さ
れた）デバイ運スタイムに基づき、指定より長くなる事
があります。セクション3.2.2をご参照下さい。

2x補助（４端子または５端子）：バイパススイッチの設
計と設置に応じてこの回路は、ISO 13849-1カテゴリ４の
必要条件を満たす事ができます。この回路は、チャンネ
ル間のショートを検出する事ができます。ガードが閉じ
た状態で（例：S1オープン/S2クローズ）、閉じた接点
を超えるショートは、応答時間にデバウンスタイムに基
づいて増加をもたらす事があります。この状況で応答時
間は（選択された）デバイ運スタイムに基づき、指定よ
り長くなる事があります。セクション3.2.2をご参照下
さい。

2x補助（PNPデバイス）：バイパススイッチの設計と設置
に応じてこの回路は、ISO 13849-1カテゴリ４の必要条
件を満たす事ができます。この回路は、チャンネル間の
ショートを検出する事ができます。作動状態で（例：S1 
OFF/S2 ON）、閉じた接点を超えるショートは、応答時間
にデバウンスタイムに基づいて増加をもたらす事があり
ます。この状況で、応答時間は（選択された）デバイ運
スタイムに基づき、指定より長くなる事があります。セ
クション3.2.2をご参照下さい。
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A.11.1　ミュートデバイス必要条件

アプリケーションによって、ミュートサイクルの始めと
終わりは、ミューティングデバイスのどちらの一組から
でも出力によってトリガされなければなりません。ミュ
ートデバイスペアは両方とも以下に記してあり、ノーマ
ルオープン接点をもち、または両方のミューティングデ
バイス必要条件を果たすPNP出力を持ちます。スイッチが
ミュートを開始するために作動する時、これらの接点は
クローズしなければならず、スイッチが作動せずOFFの
状態である時は、オープン（非導電）しなければなりま
せん。
コントローラは、それらの出力が互いに3秒以内にONにな
る事を確認する為に、ミュートデバイスをモニします。
入力がこの同時性条件を満たさない場合、ミュート状態
が起こることはできません。
いくつかのタイプとミュートデバイスの組合せが使用で
き、次を含みますが、それらに限定はされません。：リ
ミットスイッチ、光電子センサ、ポジティブドリブンセ
ーフティスイッチ、誘導近接センサ、そして「ウィス
カ」スイッチ。
(下記のミューティングデバイス条件、参照)
一般的なミュートデバイス条件
ミューティングデバイス（一般的にセンサまたはスイッ
チ）は、最低でも以下の要件に応じなければなりませ
ん。
1.	 最低2つの独立したハードワイヤードのミューティン

グデバイスがなければなりません。
2.	 ミューティングデバイス両方には、ノーマルオープ

ン接点、PNP出力（その両方は、仕様に記載される
入力条件を満たさなければなりません）または補助
切換措置がないといけません。スイッチが作動する
時、これらの接点の少なくとも1つはクローズし、そ
してスイッチが作動しない、またはOFF状態である時
は、オープンしなければなりません。

3.	 ミューティング機能への入力の起動は、別々のソー
スからでなければなりません。これらのソースは、
未調整、不整列または単一の共通モード故障から生
じている安全でないミューティング状態を防ぐため
に、別々に取り付けられる必要があります。(例え
ば、取付面への物理的損傷によって両方のミューテ
ィングデバイスがアライメントから退かされ、間違
ったミューティング入力信号をもたらします。)これ
らのソースのうちの1つだけが通り抜け、またはプロ
グラム可能なロジックコントローラや似たデバイス
によって影響をうける場合があります。

4.	 ミューティングデバイスが簡単に破られ、バイパス
されることができないように、ミューティングデバ
イスは設置されなければなりません。

5.	 ミューティングデバイスの物理的位置とアライメン
トが簡単に変更できるように、ミューティングデバ
イスは取り付けられなければなりません。

6.	 環境状況において、ミュート状態を開始する事は可
能であってはいけません（例：極端の空中汚染）。

7.	 ミューティングデバイスは、少しの遅れや他のタイ
ミング機能を使用するためにセットする必要はあり
ません。(１つのコンポーネント故障も危険の除去
を防がないように、そのような機能が達成されない
限り故障が修正されるまで次の機械サイクルは防が
れ、そして危険はミュートされた期間を延ばすこと
によって作成されません)。

A.11　ミュートセンサペア

ミューティング機能

ユーザーは、OSHAとANSIによって人員を保護し、安全装
置が破られる可能性を最小にするために安全システムを
準備、インストール、操作する事が要求されます。

適切に主要な安全装置をミュートするには、ミューティ
ングシステムの設計を下記の手順を行なわなければなり
ません。

1.	 機械サイクルの危険でない部分を特定して下さい。

2.	 適切なミューティングデバイスのより抜きを取り組
んで下さい。

3.	 それらのデバイスの適切な取り付け設置を含めて下
さい。

コントローラはモニタする事ができ、ミュートを開始す
る冗長性信号に応じる事ができます。ミュートは、ミュ
ーティング機能が割り当てられた入力デバイスの状態を
無視することによって、安全防護機能を停止します。例
えば、これは物や人が停止コマンドを生成することなく
セーフティライトスクリーンの検査領域を通り抜けるの
を許します。(ブランキングと混同しないで下さい。それ
はセーフティライトスクリーンでより大きな最小検出体
をもたらす１つ以上の光軸を無効にします。)

ミュートは、いろいろな外部デバイスでトリガされる場
合もあります。この特徴は、システムを特定のアプリケ
ーションの必要条件に合わせるために、様々なオプショ
ン（以下のセクション参照）を提供します。

一対のミューティングデバイスは、同時にトリガされる
必要があります（お互い3秒以内）。これは、共通モード
の故障や打破の機会を減らします。

詳細に関しては、セクション3.6.4をご参照下さい。

 警告。。。ミューティング制限。
ミュート入力のために2つのNO接点で１つのスイッチ、
ミューティングは危険でない部分の機械サイクル中に
限り許されます。
ミューティングアプリケーションは、１つのコンポー
ネント破損でも停止コマンドを防ぐ事がでず、または
破損が修正されるまでに次の機械サイクルを許す事が
できないように、設計されなければなりません（OSHA 
1910.217(c)(3)(iii)（d）とANSI B11.19）。

 警告...ミュート入力は冗長でなければな
         りません。
ミュート入力のために2つのNO接点で１つのスイッチ、
デバイス、またはリレーを使用する事は、許容できま
せん。システムが不適切な時刻にミュートされるよう
に、複数の出力による単一デバイスが、破損するかも
しれません。これは、危険な状況をもたらす場合があ
ります。
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ミューティングセンサとスイッチの例

光電センサ（透過型）：

光軸パスがふさがれる時、ミュートされる状態を開始す
る透過型のセンサは、ダークオペレート（DO)のために設
定され、電源がOFF状態のオープン出力接点をもたなけれ
ばなりません。各ペアからの両方の投光器と受光器は、
共通モード故障の可能性を減らすために、同じソースか
ら電力を供給されなければなりません。

光電センサ（偏光回帰反射型）：ユーザーは、検出対象
物の光沢や反射光による誤動作がないことを確認しなけ
ればなりません。リニア偏光による弊社「LP」センサは
この影響を大いに減らし、または除くことができます。

ミュートを開始するるならば、回帰反射のターゲットま
たはテープが検出される（例：ホームポジション）時、
ライトオン（LOまたはNO）のために設定されるセンサを
使用して下さい。遮光パスがミュートされる状態（例：
入り口/出口）を開始する時、ダークオペレータ（DOまた
はNC）のために設定されるセンサを用いて下さい。両方
の状況は、電源がOFF状態のオープン出力接点がなければ
なりません。

ポジティブオープニング安全スイッチ：ミュートサイク
ルを開始する最低1つのクローズ安全接点による各々の2
つの（または4）独立したスイッチが、一般的に使用され
ます。１つのアクチュエータと2つのクローズ接点による
単一スイッチを用いるアプリケーションは、安全でない
状況をもたらす事があります。

近接センサ：一般的に金属面が検出されると、近接セン
サはミュートされたサイクルを開始するのに用いられま
す。間違ったON状態を引き起こしている過度の漏出電流
により、2芯センサが使われる事にはなっていません。別
々のPNPがある3芯または4芯センサだけ、または入力電力
と別であるハード接点出力だけが使用されなければなり
ません。

A.11.2　ミューティングデバイスの接続オプション

コントローラはミューティングデバイスに構成オプショ
ンを提供します。1組か2組のミューティングデバイス（
一般的にセンサかスイッチ））が使用されていないとい
けません。これらの組はM1-M2とM3-M4に指定されます。
下記の回路図で、各接点や出力がカテゴリ３とカテゴリ
４へえ個々のデバイスによって生成される事が推定され
ます。

デュアルチャンネル（2端子または3端子）：ミュートデ
バイスの設置に応じて、この回路は、通常ISO 13849-1カ
テゴリ２またはカテゴリ３の必要条件を満たす事ができ
ます。 デュアルチャンネル3端子接続はパルスモニタリ
ングを使用し、別の動力源へのショート検出する事がで
きます。 ショートが2秒以上存在する場合、接点がオー
プンになる際に、2端子と3端子の両方の接続がチャンネ
ル間でショートを検出する事ができます。

P/N JP13348798

 警告...危険な設置を避けてください
危険が存在しなくなった後にだけそれらが閉まり、サ
イクルが完全になり、あるいは危険が再び存在する時
に再び開かれるように、2つまたは4つの独立した位置
切替器（M1-M2またはM3-M4で）がきちんと調節され、
設置されないといけません。不適切な調節や設置は、
怪我または死亡事故につながるおそれがあります。
ユーザーには、どんな特定のアプリケーションででも
安全器材の使用に関して全てのローカル、州、国家
の、法律、規則、コードと規制を満たす責任がありま
す。すべての適切な機関条件が満たされ、そして適切
な説明書に含まれるすべてのインストールとメンテナ
ンス指示が従われることを確認する事は、とても重要
です。

デュアルチャンネル（PNPデバイス）：ミュートデバイス
の設置、そして故障検出（例：ショート）性能に応じて
この回路は、ISO 13849-1カテゴリ２かカテゴリ３の必
要条件を満たす事ができます。セーフティコントローラ
は、この構成でショート検出を提供しません。

デュアルチャンネル（４端子）：ミュートデバイスの設
置に応じてこの回路は、ISO 13849-1カテゴリ２、３、ま
たは４の必要条件を満たす事ができます。この回路は、
チャンネル間または別の動力源へのショートを検出する
事ができます。

補助（２端子または３端子）：出力デバイスの安全定格
と設置に応じてこの回路は、ISO 13849-1カテゴリ２、３
、または４の必要条件を満たす事ができます。この回路
は、チャンネル間のショートを検出する事ができます。
接点がクローズの際に３端子の接続は、別の動力源への
ショートを検出する事ができます。

カテゴリ４の条件を満たすためには、ユーザーやインストーラーは、「デザインアウト」する
必要があり、あるいはその反対で入力チャネル間でショートの可能性をなくします。（セクシ
ョンA.1の故障削除参照）
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補助（PNPデバイス）：出力デバイスの安全定格と設置に
応じてこの回路は、ISO 13849-1カテゴリ２、３、また
は４の必要条件を満たす事ができます。この回路は、チ
ャンネル間のショートを検出する事ができます。作動状
態で（例：S1 OFF/S2 ON）、閉じた接点を超えるショー
トは、応答時間にデバウンスタイムに基づいて増加をも
たらす事があります。この状況で応答時間は（選択され
た）デバイ運スタイムに基づき、指定より長くなる事が
あります。セクション3.2.2をご参照下さい。

A.11.4　ミュートランプ出力（ML）

一部のアプリケーションは、安全デバイス（例：エリア
センサ）がいつミュートされるかについて示すのに用い
られるランプ（または他の手段）を必要とします。

コントローラは、状態出力を通してこれの準備をしま
す。モニタされた出力信号が必要である（下記注意を参
照）場合、状態出力O9とO10はモニタされた出力のために
構成される事ができます。表示故障が検出された後、モ
ニタされた出力は、ミュートの開始を防ぎます。アプリ
ケーションがUL 61496の順守を必要とする場合は、ラン
プモニタリングは選択され、使用されるランプは適用で
きる必要条件を満たさなければなりません。

A.11.3　ミュートイネーブル（ME）

ミュートイネーブル入力は、非安全定格入力です。入力
がクローズの時は、コントローラはミュート状態が起こ
るのを可能にします。システムがミュートされる間は、
この入力をオープンにしても何も影響はありません。

ミュートイネーブルの一般的な使用は次を含みます。

•	 機械制御ロジックが始めるミューティングの為に「
ウインドウ」を作成させることを可能にするため。

•	 起こることからミューティングを妨げるため。

•	 チャンスを無許可または故意でないバイパッシング
のチャンスや安全システムの失敗を減らすため。

同時性タイマリセット機能

ミュートイネーブル入力は、ミュート入力の同時性タイ
マをリセットするのにも用いられる事ができます。第2の
入力がアクティブになる前に、1つの入力が3秒以上アク
ティブである場合、同時性タイマはミュートサイクルが
起こるのを防ぎます。これは、1つのミュートデバイスと
同時性時間切れの阻止をもたらす場合のある組立てライ
ンの通常の停止によることができました。

1つのミュート入力がアクティブな間、ME入力が循環す
る（クローズ・オープン・クローズ）場合、同時性タイ
マはリセットされ、そして、第2のミュート入力が3秒以
内にアクティブになる場合、通常のミュートサイクルが
開始します。クローズ・オープン・クローズのタイミン
グ必要条件は、マニュアルリセット機能と類似していま
す。まず最初に、入力は1/4秒以上アクティブ（クロー
ズ）である必要があり、それから1/4秒以上2秒以下オー
プンになり、そして同時性タイマをリセットするために
再度閉じて下さい。機能は、ミュートサイクルにつき、
一度だけタイマをリセットできます（すなわち、全ての
ミュート入力M1-M4は、別のリセットが起こる前にオープ
ンにしないといけません）。

 注意...ミュート状態は、すぐに観察されなければ 
           なりません。
安全デバイスがミュートされる表示は、提供され、す
ぐに観察可能でなければなりません。
この表示の故障は検出可能で、次のミュートを防がな
ければならず、または表示の作動は適切な間隔で確認
されなければなりません。
アプリケーションがUL 61496の順守を必要とする場
合、ランプモニタリングは選択されなければなりませ
ん。

A.11.5 ミューティング時間制限(バックドアタイマ)

ミューティング制限時間（バックドアタイマ）は、ミュ
ーティングが起こらせれる最大の期間をユーザーに選択
させる事が可能です。この特徴は、不適切なミュートを
開始するために、ミューティングデバイスの意図的な破
損を邪魔します。それも、アプリケーションで全てのミ
ュートデバイスに影響を及ぼす共通モード故障を検出す
る事に役立ちます。

第2のミューティングデバイスが同時性条件（最初のデバ
イスの3秒以内）を作る時、タイマが始まり、ミュートが
所定の時間の間続く事ができます。タイマ切れた後、ミ
ュートは終了します。 ミュートデバイスからの信号がた
とえ何であっても、指示されます。ミュートされている
入力デバイスがOFF状態である場合、マップされたOSSD出
力はOFFになり、手動でリセットされなければなりませ
ん（入力デバイスが手動リセットのために設定される場
合）。

 警告...ミューティング時間制限
機械のリスクアセスメントによって決定され許される
ように、不適切または予想外のミュートサイクルの可
能性が最小限にされる場合だけ、バックドアタイマ（
すなわち、無効化）のための無限の時間が選ばれなけ
ればなりません。これが危険な状況をもたらさない事
を確認するのは、ユーザーの責任です。
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A.11.6 電源投入時のミュート

選択される場合（セクション1.6参照）、電源が投入され
る際に、電源投入時のミュート機能のはミュートを開始
し、ミュートイネーブル入力はクローズになり（構成さ
れるならば）、安全デバイス入力はアクティブになり（
クローズ）、M1-M2かM3-M4（全4ではない）は、クローズ
になります。

オートリセットが構成される場合は、コントローラは電
源投入時にすぐにアクティブにならない場合のあるシス
テムに対応するためにアクティブ（クローズ）になる入
力デバイスのための2秒を許します。

マニュアルリセットが構成される場合、他の全ての状況
が満たされるならば、出力デバイスがアクティブ（クロ
ーズ）になった後の最初の有効なリセットは、ミュート
サイクルをもたらします。

A.11.8　複数の存在検出安全デバイス

個人が見つけられることも、機械制御に停止コマンド
をだすこともなく、防護領域に入ることが可能である
限り、複数の検出範囲による存在検出安全デバイス
（PSSD）またはPSSDをミュートする事は推薦されませ
ん。コーナー反射鏡（セクションA.11.7参照）の使用と
同様に、検出範囲がミュートされるならば、人員が検出
されることなく保護領域に入るためにミュートされた領
域またはアクセスポイントを通って移動することができ
るという可能性があります。例えば、パレットがセルに
入ることによってミュートサイクルを開始する入り口/出
口アプリケーションでは、入り口と出口PSSDの両方がミ
ュートされる場合は、個人がセルの「出口」を介して防
護領域にアクセスすることは可能な場合があります。適
切な解決案は、別々の安全防護デバイスで入り口と出口
をミュートすることになります。

 警告。。。電源投入時のミュート
電源投入時のミュート機能は下記のアプリケーション
にのみ使用されなければなりません。
•	 電源が投入された時に、システムのミューティン

グ（M1とM2は、クローズ）が必要とされる
•	 それを使うことは、どの状況であっても人員を危

険にもさらしてはいけない。

A.11.7コーナー反射鏡、光学安全システムとミュート

ミラーは、セーフティライトスクリーンと単一/複数の光
軸安全性システムで危険な領域の複数の側を守るのに通
常用いられます。セーフティライトスクリーンがミュー
トにされている場合、安全防護機能は至る所に停止され
ます。個人が検出も機械制御に出される停止コマンドも
なく防護領域に入ることは可能であってはいけません。
この補足的な保護は、主要な安全装置がミュートされる
間、アクティブのままであるさらなるデバイスによっ
て、通常提供されます。したがって、ミラーは通常アプ
リケーションをミューティングするのを許しません。

 警告。。。安全防護している複数の領域
システムがミュートされる間、人員が危険な領域に入
ることができ、機械に停止コマンドを出す補足的な保
護によって検出されない場合は、ミラーや複数の検出
範囲による複数の領域を安全防護しないで下さい。
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A.11.9　ミュートタイミングシーケンス

電源

セーフティエリアセンサ

ミュートイネーブル

ミュートセンサ１

ミュートセンサ２

バックドアタイマ

安全出力

最大
時間

最大
時間

バックドアタイマの期限が原因で
終了するミュートサイクル

ミュートイネーブル入力のオ
ープンが原因で阻まれたミュ
ートサイクル

Fig.A-9　２つのミュートセンサ、ミュートイネーブル、セーフティエリアセンサ、そして制限されたミュート時間によるミュートタイミング
         図。オートリセット用に設定されたミュータブル安全デバイス。

最大
時間

最大
時間

Fig.A-10　４つのミュートセンサ、ミュートイネーブル、セーフティエリアセンサ、そして制限されたミュート時間によるミュートタイミング
          図。オートリセット用に構成されたセーフティエリアセンサ。

電源

セーフティエリアセンサ

ミュートイネーブル

ミュートセンサ１

ミュートセンサ２

ミュートセンサ３

ミュートセンサ４

バックドアタイマ

安全出力
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A.11.9　ミュートタイミングシーケンス（続き）

P/N JP133487102

電源

両手操作入力

ミュートイネーブル

ミュートセンサ１

ミュートセンサ２

バックドアタイマ

安全出力

最大
時間

最大
時間

ミュートイネーブル入力の
オープンが原因で阻まれた
ミュートサイクル

Fig.A-11　２つのミュートセンサ、ミュートイネーブル、両手操作コントロール、そして制限されたミュート時間によるミュートタイミング図
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付録Ｂ　　設定チュートリアル―PCインターフェイス（PCI）

PCベースのユーザーインターフェイス（PCI）は、セーフ
ティコントローラ用の構成ファイルを作成し、管理する
為の主要なツールです。PCIは、I/Oとシステム状態や故
障情報を取得、表示、保存するのにも用いられます。

以下のチュートリアルは、セーフティコントローラのPC
インターフェイス（PCI）を用いて、サンプル構成を作成
する為に必要な手順を説明します。構成は、セーフティ
コントローラに接続され、それらの入力デバイスとセー
フティコントローラ出力間の関係を確立するよう、入力
デバイスを定義する為に用いられます。

重要：このチュートリアルは、セーフティコントローラ
とPCIが用意する全機能に関する包括的レッスンを提供す
る事を目的としません。それはご自身でその機能の検索
を必要とする基本スキルとプロセスを提供するように設
計されています。また、セーフティコントローラの操作
を説明する事を目的としていません。完全な操作上の説
明に関しては、この説明書のセクション1―8をお読み下
さい。
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B.1　PCインターフェイスソフトウェアの
       インストール

•	弊社のセーフティコントローラCDを挿入して下さ
い。

•	PCインターフェイスプログラムのインストールを選
択して下さい。

メニュー選択は、ソフトウェアがインストールされるご
使用のコンピュータ上の場所を指定します。ほとんどの
場合、この場所は変更する必要がなく、次へが選ばなけ
ればなりません。異なる場所にソフトウェアをインスト
ールする為に、参照を選択しソフトウェアをインストー
ルする為の場所を選んで下さい。場所を選択したら、次
へをクリックして下さい。

•	PCIプログラムインストールを完了させる為に、PCを
再起動して下さい。

B.2　PCインターフェイスプログラムを開く

PCIを開くには、

•	ご使用のデスクトップ上にある  のアイコンを 
ダブルクリックして下さい。

－または－

•	次の一連のメニューオプションを選択して下さい。
スタート→プログラム→バナーエンジニアリング→
バナーセーフティコントローラ

•	スタートアップページの警告をよくお読みになり、
ご理解してからOKをクリックして下さい。

www.bannerengineering.co.jp



P/N JP133487104

SC22-3とSC22-3Eセーフティコントローラ

取扱説明書
付録B

B.3　インターフェイス要素：ツールバー、
     I/Oプロパティファイル、資料

アプリケーションが起動する際に、メインスクリーンが
コンピューター上に表示されます。このチュートリアル
の間は、ウィンドウの各セクションの機能を使用しま
す。

B.4　資料

画面に示される配線図は、その番号をつけられた端子台
を表示します：

入力デバイス用のS1～S22(安全と非安全の両方)

DC+24VのA1とDC0VのA2

コントローラとI/Oステータス表示用のO1～O10

安全出力への接続用のSO1（1Aと1B）、SO2（2Aと2B）
、SO3（3Aと3B）

SR、コントローラのシステムリセット端子台(プッシュ
ボタンシンボルで表示)

•	配線図のちょうど上にあるラダーロジックダイヤグ
ラムタブをクリックして下さい。ロジック回路要素
は、まだ配置されていません。

•	ラダーロジックダイヤグラムタブのちょうど隣にあ
る構成概要タブをクリックして下さい。

一部のデフォルトシステム設定に限り確認できます。
構成が展開するにつれ、図と構成概要は具体化しま
す。

Fig.B-1　PCIメインスクリーン、設定可能な状態

ツールバー

I/Oプロパティ
プロパティ設定にアクセスする
にはダブルクリックをして下さい。

資料セクション
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非常停止ボタンプロパティを選択

•	安全入力追加のデバイスメニューにある非常停止ア

イコン  をダブルクリックして下さい。ES01プロ
パティメニューが表示されます。（省略され、連続
して番号をつけられたデバイス名が自動的に割り当
てられますが、変更も可能です。）

B.5 構成の作成

•	ツールバーの右側ににあるシステム設定のアイコン

 をクリックして下さい。

ポップアップシステム設定のメニューが表示されます。

•	CFG1と構成ファイルに名前を付けて下さい。
（最大１６の英数字が使用できます。）

•	創造者ボックスにご自身の名前をご記入下さい。
 （最大１０の英数字が使用できます。
     必要であれば省略。）

•	下記にあげられたデフォルト設定を保持して下さ
い。

パワーアップモード：　通常

ミュートオンパワーアップ：　チェックマークなし

監視システムリセット：　チェックマークあり
（チェックマークを選択、または削除するには、
チェックボックスをクリックして下さい。）

システム設定メニューは下記のようになっていなけ
ればなりません。

•	OKをクリックして下さい。

非常停止ボタン入力の追加

•	配線図がまだ画面上に表示されていない場合は、配
線図タブをクリックして下さい。

•	ツールバー中央の安全入力追加ボタンをクリックし
て下さい。安全入力デバイス追加のポップアップメ
ニューが表示されます。

役立つヒント：デバイスに関する詳
細と、どの回路タイプがどのレベル
の安全性を提供するかについての詳
細にアクセスしたい場合、Infoボタ
ンをクリックして下さい。表示され
た入力デバイスの情報を提供するこ
の説明書の付録Ａからのセクション
を直ちに表示します。

•	名前：ES01のままにして下さい。

•	回線タイプ：デュアルチャンネル、４端子台のまま
にして下さい。（他の回路オプション
を見るには、ドロップダウン回路タイ
プのフィールドを使用して下さい。）

•	リセットロジック：デフォルトのマニュアルのまま
にして下さい。

•	マップ先：３つの安全出力全てにマップされるES01
のままにして下さい。（SO1、SO2、SO3）

•	OKをクリックして下さい。

マニュアルリセット信号が非常停止ボタンから選ばれた
事により、OKを選択しES01プロパティのメニューを閉じ
る際、RS01プロパティマニュアルリセット画面が自動的
に表示されます。

P/N JP133487 105
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構成名

創造者名

パワーアップモード

ミュートオンパワーアップ

監視システムリセット

システム設定

構成名

創造者名

パワーアップモード

ミュートオンパワーアップ

監視システムリセット

ノーマル

ノーマル
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マニュアルリセット

RS01プロパティメニューが表示されます。

•	回路タイプを単一チャンネル、２端子台に変更して
下さい。

•	OKをクリックして下さい。

この単一の「共通」マニュアルリセット信号は、安全出
力の全てをリセットします。（このチュートリアルの目
的の為に、1つの共通マニュアルリセット信号は、安全
出力の全てをリセットするのに用いられます。実際のア
プリケーションでは、必要であれば、安全出力ごとに別
々のリセットを割り当てる事が可能です。これをする為
に、回路タイプをリセットプロパティメニューから選
び、そしてリセットデバイスがリセットするべき安全出
力を選択して下さい。マニュアルリセットによる入力デ
バイスに制御される全ての安全出力がリセットに割り当
てられるまで、個々のリセットプロパティメニューが表
示されます。）

配線図は下記のようになっていなければなりません。

ラダーロジックダイヤグラムは下記のようになっていな
ければなりません。
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他の安全入力デバイスの追加

他の安全入力デバイスを追加する為に必要とされる手順
は、上記に説明されたのと同様です。構成にゲートスイ
ッチを追加してください。

•	ツールバー上の安全入力の追加ボタンをクリックし
て下さい。

•	ゲートスイッチアイコンをダブルクリックして下さ
い。
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•	下記に記載されているプロパティによるゲートスイ
ッチ構成を作成して下さい。

名前：GS01

回路：単一チャンネル、２端子台

リセット：オート

端子台：S5とS6

マップ先：SO1とSO2　

　　　（選択または削除するには、チェックボックスを
           クリックして下さい。）

ゲートスイッチプロパティメニューは、上記のようにマ
ッチしていなければなりません。

•	OKをクリックして下さい。

両手操作コントロール入力デバイスの追加

•	安全入力の追加をクリックして下さい。

•	両手操作コントロールアイコンをダブルクリックし
て下さい。

•	下記に記載してあるプロパティによる両手操作コン
トロールの構成を作成して下さい。

名前：THC01

回路：２X補助、PNPスイッチ

端子台：S7、S8、S9、S10

マップ先：SO3　

•	OKをクリックして下さい。

NOTE：リセットロジックは、両手操作コントロールデバ
イス用にオートに設定されます。他にリセットオ
プションはありません。

光学センサ入力デバイスの追加

•	安全入力の追加をクリックして下さい。

•	光学センサアイコンをダブルクリックして下さい。

•	下記に記載してあるプロパティによる光学センサの
構成を作成して下さい。

名前：OS01

回路：デュアルチャンネル、PNPスイッチ

リセット：オート

端子台：S11とS12（必要であれば、端子アサインを
変更する為に、ドロップダウン端子番号フ
ィールドを使用して下さい。）

マップ先：SO1とSO2　

•	OKをクリックして下さい。
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ミュートセンサの組の追加

•	安全入力の追加をクリックして下さい。

•	ミュートセンサアイコンをダブルクリックして    
下さい。

•	下記に記載してあるプロパティによるミュートセン
サの構成を作成して下さい。

名前：M1＋M2

回路：デュアルチャンネル、４端子台

端子台：S13、S14、S15、S16

（必要であれば、端子アサインを変更する為に、ド
ロップダウン端子番号フィールドを使用して下さ
い。）

マップ先：OS01

時間制限：1分０秒

•	OKをクリックして下さい。

NOTE:ミュートセンサは、ミュートである安全入力デバ
イスにマップされます。安全出力へはマップされま
せん。

外部デバイスモニタリング入力の追加

•	安全入力の追加をクリックして下さい。

•	外部デバイスモニタリングアイコンをダブルクリッ
クして下さい。

•	下記に記載してあるプロパティによる外部デバイス
モニタリングの構成を作成して下さい。

名前：EDM01

回路：単一チャンネル、１端子台

リセット：オート

端子台：S17（必要であれば、端子アサインを変更す
る為に、ドロップダウン端子番号フィールドを使用
して下さい。）

マップ先：S01

•	OKをクリックして下さい。

更なる外部デバイスモニタリング入力の追加
各安全入力につき１つの、２つ以上の外部デバイスモニ
タリング入力を追加して下さい。
•	それらにEDM02とEDM03と名前を付けて下さい。
•	それぞれに単一チャンネル、１端子台の回路タイプ
を使用して下さい。

•	端子台S18をEDM02へ、端子台S19をEDM03へ割り当て
て下さい。

•	EDM02をSO2へ、EDM03をSO3へマップして下さい。
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状態出力の追加

•	ツールバーの状態出力ボタン＜＜ICON＞＞をクリッ
クして下さい。

（または画面のプロパティフィールドにあるO1アイ
コンをダブル左クリックをして下さい。）

O1プロパティのポップアップメニューが表示されま
す。

名前：　ES01

機能：　トラック入力

ドロップダウンソースフィールドが表示されます。

ソース：　ES01

信号コンベンション：　DC24V＝RUN

（ES01がRUN状態の場合、O1はDC24Vです。

ES01が停止状態の場合、O1はDC0Vです。）

•	OKをクリックして下さい。
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別の状態出力の追加

•	状態出力O2を選択して下さい。

•	下記に記載されているプロパティによる状態出力O2
を設定して下さい。

名前：　リセットが必要

機能：　リセットを待っている出力

ソース：　SO1

信号コンベンション：DC24V＝必要とされるリセット

•	OKをクリックして下さい。

配線図は、下記のようになっていなければなりません。

ラダーロジックダイヤグラムは、下記のようになってい
なければなりません。
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構成検証のプロセスは数秒かかり、完了すると確認ウィ
ンドウが表示されます。

•	左の列のプロパティに一致する事を確認する為、右
の列のプロパティを確認して下さい。

デバイスプロパティに変更が必要な場合は、このセ
クションの最後にある構成の編集をご参照下さい
（P.110)。

両方の列が一致する場合は、各デバイスの確認を選
択して下さい。

確証画面は、各プロパティの確認を完了した時に作成さ
れる概要を表示します。

各デバイスが確認されると、そのデバイス用のデバイス
プロパティウインドウは圧縮し、最後はチェックリスト
だけを表示します。

B.6　構成確認

構成確認が安全防護アプリケーションで使用される前
に、この新しい構成を確認する必要があります。この為
に、USBケーブルを用いてセーフティコントローラをご使
用のコンピュータに接続する必要があります。確認プロ
セスには、2つの役割があります。
1.	 セーフティコントローラのマイクプロセッサは、全

てのセーフティクリティカルな設定が適切であると
確かめる為に、構成のコピーを受信し確認します（
構成検証）。

2.	 コントローラは、最後の手動確認チェックプロセス
の間、構成のコピーをPCインターフェイスに送り返
します（構成確認）。

CFG1を確認する為に、下記の手順に従って下さい。

•	CFG1を保存して下さい。

•	USBケーブルを用いて、セーフティコントローラをPC
に接続して下さい。（セクション1.3.1参照）

•	DC24Vの電源をコントローラに印加して下さい。

電源投入されたコントローラが接続される時、PCIツール
バーの受信、送信、確認ボタンはアクティブになり、グ
レイスケールからフルカラーに変わります。

•	確認ボタンをクリックして下さい。

コントローラの既存構成のコピーを保存したいかどうか
を尋ねるメッセージが表示されます。

NOTE：構成プロセスの間に使用されるコントローラに
は、既存の（工場出荷時またはユーザー定義の）
構成がある場合もあります。コントローラに既に
にロードされた全ての構成は、この確認プロセス
の間に上書き（従って、失われます）されます。 
必要に応じて、既存の構成を保存する事は、ユー
ザーの責任になります。

•	構成を保存する為にYESを選択、またはコントローラ
の既存構成の上書きを進めない為にNOを選択して下
さい。

•	構成確認のポップアップメニューにパスワード（工
場出荷時は0000となっています）を入力して下さ
い。

•	OKをクリックして下さい。

•	ポップアップ警告メッセージが、続けたいか尋ねて
きます。YESを選択して下さい。

•	確立されたデバイスプロパティを確認する為には、
チェックボックスをクリックして下さい。そのデバ
イス用のデバイスプロパティウインドウが拡大しま
す。

•	手動確認が完了している時、OKをクリックして下さ
い。

•	コントローラは、RUNモードに入る為にシステムリセ
ット（またはサイクル発電）を必要とします。

•	両手操作コントロール（THC）入力が接続されてい
ないので、コントローラはロックアウトモードに入
ります（コントローラのステータス表示は赤に点滅
し、フロントパネルディスプレイはSO3のライン５上
で「ES01：停止」とそれから「THC01：故障」を示し
ます。
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構成の編集

•	 構成プロセスの間にプロパティの1つを編集する必要
がある場合、編集を選択して下さい。

•	 編集ボタンを選択するとデバイスのプロパティメニ
ューが開きます。変更をしてからOKを選択して下さ
い。

構成のマニュアル検証段階の間、1つ以上のデバイス
プロパティを変更する場合は、コントローラはコー
ドを再び認証する事が必要です。

•	 編集が完了しOKを選択すると、他のデバイスも編集
を実行したいか、または構成プロセスを再起動した
いか尋ねるメッセージが現れます。

構成がうまく確認されると、前に記載したようにコント
ローラはRUNモードに切り替わり、システムリセットを待
ちます。

XMカードに構成を送信（セクション4.5.4参照）

PCIからXMカードに構成のコピーを送信するには、下記の
手順が必要です。

•	USBケーブルを用いて、SC-XMPプログラミングツール
をPCに接続して下さい。(セクション1.3.1参照)

•	XMカードをプログラミングツールに挿入して下さ
い。

•	PCIツールバーの開くボタン  をクリックし、対
象とする構成ファイルを開いて下さい。

•	PCIツールバーの左上にあるファイルメニューを開い
て下さい。

•	XMカードに送信を選択して下さい。

操作が完了するとメッセージが現れます。

NOTE:確認された構成と未確認の構成の両方は、
     XMカードから送信や受信ができます。

XMカードをロック（セクション4.5.5参照）

保存した構成が変更できないようにXMカードをロックす
るには（この操作は元に戻せません）、下記の手順が必
要です。

•	XMカードをプログラミングツールに挿入して下さ
い。

•	PCIツールバーの開くボタン  をクリックし、対
象とする構成ファイルを開いて下さい。

•	正しいファイルがXMカードに保存されているか確認
して下さい。

•	PCIツールバーの左上にあるファイルメニューを開い
て下さい。

•	XMカードのロックを選択して下さい。

コントローラのパスワード変更（セクション4.5.6参照）

PCIからコントローラのパスワードを変更するには、下記
の手順が必要です。

•	USBケーブルを用いて、コントローラをPCに接続して
下さい。

•	DC24Vの電源をコントローラに印加して下さい。

•	PCIツールバーの左上にあるファイルメニューを開い
て下さい。

•	セーフティコントローラのパスワード変更を選択し
て下さい。

•	必要に応じ、表示されるメニューに記入して下さ
い。

•	新しいパスワードを記録しOKをクリックして下さ
い。

B.7　他の機能

コントローラから構成の受信（セクション4.5.1参照）

コントローラから構成を受信（アップロード）し、PCIに
表示するには、下記の手順が必要です。

•	USBケーブルを用いて、セーフティコントローラをPC
に接続して下さい。（セクション1.3.1参照）

•	DC24Vの電源をコントローラに印加して下さい。

•	ツールバーの受信ボタンをクリックして下さい。

コントローラに構成を送信（セクション4.5.2参照）

PCIからコントローラに構成を送信(ダウンロード)するに
は、下記の手順が必要です。

•	USBケーブルを用いて、セーフティコントローラをPC
に接続して下さい。（セクション1.3.1参照）

•	DC24Vの電源をコントローラに印加して下さい。

•	ツールバーの開くボタンをクリックし、対象とする
構成ファイルを開いて下さい。

•	ツールバーの送信ボタンをクリックして下さい。

NOTE:構成の確認はコントローラへの構成の送信もしま
     す。

XMカードから構成を開く（セクション4.5.3参照）

XMカードから構成のコピーを開きPCIで表示する為には、
下記の手順が必要です。

•	 USBケーブルを用いて、SC-XMPプログラミングツール
をPCに接続して下さい。(セクション1.3.1参照)

•	 XMカードをプログラミングツールに挿入して下さ
い。

•	 PCIツールバーの左上にあるファイルメニューを開い
て下さい。

•	 XMカードから開くを選択して下さい。

操作が完了するとメッセージが現れます。

NOTE:確認された構成と未確認の構成の両方は、
     XMカードから送信や受信ができます。
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文章のエクスポート（セクション4.5.7参照）

構成配線図、ラダーロジックダイヤグラム、そして構
成概要文書は、.pdfまたは.dxfファイルのどちらとし
ても保存する事が可能です。更なるネットワークタブ
は、.pdf、.dxfまたは.csvファイルとして保存する事が
可能です。

構成ファイルをエクスポートするには、下記の手順が必
要です。

•	保存したい構成ファイルを開いて下さい。

•	PCIツールバーの左上のファイルメニューを開いて下
さい。

•	エクスポートを選択して下さい。

•	エクスポートする構成文章を選択して下さい。

•	ファイル名が正しい事を確認し、ドロップダウンフ
ィールドから適切なタイプとして保存のファイルオ
プションを選択して下さい（.pdfもしくは.dxfのフ
ァイルフォーマット）。

•	＜完了＞をクリックして下さい。

プリントオプション（セクション4.5.8参照）

構成ファイルをプリントするには、下記の手順が必要で
す。

•	プリントしたい構成ファイルを開いてください。

•	PCIツールバーの左上のファイルメニューを開いて下
さい。

•	プリントを選択して下さい。

•	プリントしたい構成文書を選択して下さい。ページ
セットアップメニューが表示されます。

•	ページとプリンターを選択しOKをクリックして下さ
い。

故障ログ

PCIを用いてコントローラの内部故障ログにアクセスする
には、下記の手順が必要です。

•	USBケーブルを用いて、セーフティコントローラをPC
に接続して下さい。

•	DC24Vの電源をコントローラに印加して下さい。

•	PCIツールバーの確認メニューを開いて下さい。

•	故障ログを選択して下さい。

故障ログ画面が現れ、セーフティコントローラによって
検出されたI/O故障やシステム故障を表示します。

•	スケジュールされた故障ログキャプチャ

•	コントローラのI/O故障とシステム故障の情報は、コ
ンピュータファイルに記録する事ができます。コン
トローラから故障データをキャプチャする為に、記
録期間を設定するには、故障ログメニューにアクセ
スして下さい。

•	USBケーブルを用いて、セーフティコントローラをPC
に接続して下さい。

•	DC24Vの電源をコントローラに印加して下さい。

•	ツールバーの確認メニューを開いて下さい。

•	故障ログを選択して下さい。

•	編集ボタンを選択して下さい。

•	ドロップダウンフィールドを用いて、開始時間と終
了時間を設定して下さい。

•	ファイルの場所を参照して下さい。

•	OKをクリックして下さい。

故障データは、エクセルファイルとしてこのファイルの
場所に保存されます。
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ライブディスプレイ

PCIからライブのコントローラ情報にアクセスする為に
は、

•	USBケーブルを用いて、セーフティコントローラをPC
に接続して下さい。

•	DC24Vの電源をコントローラに印加して下さい。

•	ツールバーのライブディスプレイボタン  を
クリック、または確認→ライブディスプレイを開い
て下さい。

ライブディスプレイ画面が表示されます。
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付録C  設定チュートリアル―オンボードインターフェイス(OBI)

セーフティコントローラのオンボードユーザーインター
フェイス（OBI）は、コントローラ自身の内蔵の特徴を用
いて、セーフティコントローラ用の構成ファイルを作成
し管理する為のツールです。OBIは、I/Oとシステムの状
態と故障両方の情報を取得、表示、そして保存するのに
も使用されます。イーサネット構成は、OBIを用いて確認
する事ができますが、このインターフェイスを用いて構
成する事はできません。

以下のチュートリアルは、セーフティコントローラのオ
ンボードインターフェイス（OBI）を用いて、サンプル構
成を作成するのに必要な手順を説明します。構成は、セ
ーフティコントローラに接続される入力デバイスを定義
し、それらの入力デバイスとセーフティコントローラ出
力間の関係を確立するのに用いられます。

重要：このチュートリアルは、セーフティコントローラ
とOBIが用意する全ての特徴について包括的レッスンの提
供を目的としていません。それはご自身でその機能の検
索を必要とする基本スキルとプロセスを提供するように
設計されています。セーフティコントローラの操作上必
要条件のカバーも目的としていません。完全な操作上の
手順の為に関しては、この説明書のセクション1-8をご参
照下さい。

構成モードの入力

構成作成の最初のステップは、構成モードに入る事で
す。RUNモードディスプレイから構成モードに入るにはOK
を押してメインシステムメニューを表示して下さい。シ
ステムメニューにて、構成モードがディスプレイ上でハ
イライトされるまで、下向き矢印ボタンを押してからOK
を押して下さい。

P/N JP133487 115

パスワードの入力

デフォルトパスワードは、0000です。左向き/右向き矢
印キーを使用し変更するパスワード数字を選択して下さ
い。上向き/下向き矢印ボタン選択されたパスワード数字
を変更して下さい。

パスワードを入力したらOKを押して構成モードに入って
下さい。

構成モードに入る際、安全出力がOFFになる事に関する注
意を読んだ後、OKを押して下さい。

構成の編集
構成モードメニューから構成を編集するには、構成ファ
イルを選択しOKを押して下さい。

構成ファイルメニューが表示されると、構成の編集を選
択しOKを押して下さい。

変更可能な構成の最初のプロパティがその名前になりま
す。

左向き/右向き矢印キーを使用して、変更する文字を選択
して下さい。（最大16文字）

上向き/下向き矢印キーを使用して、文字を変更し（A-
Z、0-9、－、＋、スペースが選択可能です）OKを押して
下さい。

入力デバイスの追加

このチュートリアルでは、下記の入力デバイスを追加し
ます。

•	非常停止（E-stop）入力

•	ゲートスイッチ入力

•	両手操作コントロール入力

•	リセット入力

•	光学センサ入力

•	外部デバイスモニタリング入力

•	ミュートセンサのペア入力

NOTE:セーフティマット、プロテクティブ停止、
ロープ式スイッチ、イネーブリングデバイス、バ
イパススイッチデバイスは、このチュートリアル
ではカバーされていません。
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システムオプション
構成モードの終了

構成の確認

構成ファイル
構成の編集

ファイルをXMへ送信
ファイルをXMから受信

構成の削除

構成名の入力
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パスワード入力
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構成概要
型番

構成モード
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非常停止入力の追加

非常停止入力を追加するには、以下のメニューの入力を
選択しOKを押して下さい。

入力デバイス名の入力
非常停止入力デバイスの追加を選択後、表示される次の
メニューは名前の入力メニューです。
左向き/右向き矢印キーを使用して、変更する文字を選
択して下さい。（最大10文字）
上向き/下向き矢印キーを使用して、文字を変更して下
さい。（A-Z、0-9、－、＋、スペースが選択可能です）
この場合、非常停止入力の名前はES01のデフォルト値に
設定されます。この時、デバイス名を変更せずOKを押す
だけにして下さい。入力の追加を選択しOKを押して下さい。

NOTE:このメニューの他のオプション、入力の削除と
入力の編集は、このチュートリアルではカバーさ
れていません。これらの選択は、既存の構成を変
更させます。

入力デバイスは、安全入力または非安全入力のどちらか
として分類されます。非常停止ボタンは、安全入力とし
て分類されます。安全入力を選択しOKを押して下さい。

次のメニューは、追加する入力デバイスのタイプを選択
するのに用いられます。入力タイプ用のアイコンは、よ
り早く選択できるようにする為に用いられます。左向き/
右向き矢印キーを用いて追加する入力のタイプを選択し
（この場合、非常停止アイコンを使用して下さい）OKを
押して下さい。

入力デバイスプロパティの設定

次のパラメータは、各非常停止入力デバイス用に設定さ
れていなければなりません。

•	名前

•	回路タイプ

•	端子アサイン

•	詳細設定

•	リセットロジック

•	出力マッピング

入力プロパティのメニュー

表示される次のメニューは、入力プロパティのメニュー
です。

入力の回路タイプの設定

入力プロパティのメニューから回路タイプの選択を選び
OKを押して下さい。

ディスプレイは、回路タイプの選択メニューを表示しま
す。

左向き/右向き矢印キーが入力デバイスの回路タイプを選
択します。回路タイプ、デュアルチャンネル、４の端子
台を選択しOKを押して下さい。

回路タイプが選択されると、ディスプレイは入力プロパ
ティのメニューに戻ります。

端子アサインの編集

入力回路タイプが選択されると、セーフティコントロー
ラは自動的に端子台を入力デバイスに割り当てます。こ
れらの端子アサインは確認する事ができ、端子台の編集
を選択しOKを押すと変更できます。
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ES01
回路タイプの選択

出力のマップ
リセットロジック

端子台の編集
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回路タイプの選択

出力のマップ
リセットロジック

端子台の編集
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左向き/右向き矢印キーを用いて、変更する端子アサイン
を選択して下さい。

上向き/下向き矢印キーを用いて、端子アサインを変更し
て下さい。

端子アサインをS1、S2、S3、S4に設定しOKを押して下さ
い。
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端子アサインの編集後、ディスプレイは入力プロパティ
のメニューに戻ります。

出力のマップ

入力がどの安全出力を制御するか選んで下さい。入力プ
ロパティの出力のマップを選択しOKを押して下さい。

入力を出力にマップする為には、上向き/下向き矢印キー
を用いて出力を選択しOKを押して下さい。出力の隣にあ
る塗りつぶされた円は、入力がその出力にマップされる
事を示します。 入力マッピングを削除するには、出力を
選んでOKを押してください。 白丸は、入力がその出力に
マップされない事を示します。

非常停止を３つの安全出力全てにマップし、保存を選択
してOKを押して下さい。

入力を安全出力にマップした後、ディスプレイは入力プ
ロパティのメニューに戻ります。

リセットロジックの設定
リセットロジックを設定するには、リセットロジックを
選択しOKを押して下さい。

左向き/右向き矢印キーを用いてリセットロジックの設定
パラメータを選択して下さい。マニュアルを選択しOKを
押して下さい。

リセットロジックパラメータの設定後、ディスプレイは
入力プロパティのメニューに戻ります。

入力デバイスパラメータの保存
全ての非常停止のパラメータが設定されました。パラメ
ータを保存するには、＜完了＞を選択しOKを押して下さ
い。

現在ディスプレイは入力パラメータが保存された事を示
しています。
続けるにはOKを押して下さい。

ディスプレイは入力メニューに戻ります。
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リセットロジックの設定

OKを押して下さい。

マニュアル

ES01
出力のマップ

詳細設定
＜完了＞

リセットロジック

ES01のマップ先
SO1

SO3
保存

SO2

入力
入力の追加

入力の編集
入力の削除
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続けるにはOKを押して下さい。
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他の入力デバイスの追加
他の入力デバイスを追加するのに必要な手順は、先程完
了した手順と似ています。
下記の手順で提供されるプロパティーと共に、次の入力
デバイスを作成して下さい。

•		 ゲートスイッチ、GS01

•		 両手操作コントロール、THC01

•		 リセット入力、RS01

•		 光学センサ、OS01

•		 外部デバイスモニタ、EDM01/EDM02/EDM03

•		 ミュートセンサのペア、M1+M2

安全入力：ゲートスイッチ―GS01

端子台：S5とS6

回路タイプ：
単一チャンネル、
２端子台接点スイッチ

マップ先：SO1、SO2

オートリセットロジック

安全入力：両手操作コントロール―THC01

回路タイプ：
2X補助、
PNPスイッチ

端子台：
S7、S8、S9、S10

マップ先：SO3

非安全入力：リセット入力―RS01

回路タイプ：
単一チャンネル
２端子台接点スイッチ

端子台：S21とS22

マップ先：
SO1、SO2、SO3

安全入力：光学センサ―OS01

回路タイプ：
デュアルチャンネル、PNP

端子台：S11とS12

マップ先：SO1とSO2

オートリセットロジック

安全入力：ミュートセンサ―M1＋M2
次の入力は前の追加された入力とは少し違います。です
ので、もう少し詳細を説明致します。
ミュートセンサを追加する為に選択し、その名前を入力
した後、下記の通り回路タイプと端子アサインを設定し
て下さい。

回路タイプ：
デュアルチャンネル接点スイッチ

端子台：13、14、15、16

出力へのマッピングの代わりに、ミュートセンサ入力は
それらがミュートになる入力にマップされます。特定の
種類の入力デバイスに限りミュートにできます。
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単一チャンネル、 
２端子台

THC01 
端子台番号

GS01のマップ先
SO1

SO3
保存

SO2

リセットロジッ
クの設定

OKを押して下
さい。

オート

2X補助PNP

THC01のマップ先
SO1

SO3
保存

SO2

単一チャンネル、
２端子台

RS01　端子台番号

RS01のマップ先
SO1

SO3
保存

SO2

デュアルチャンネル
PNP

OS01　端子台番号

OS01のマップ先
SO1

SO3
保存

SO2

リセットロジッ
クの設定

OKを押して下
さい。

オート

デュアルチャンネル、　
４の端子台

M1＋M2　 　端子台番号
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セーフティコントローラは、ミュートにできる現在の構
成内の入力のリストを作成します。
ミュートセンサプロパティのメニューから入力のマップ
を選択しOKを押して下さい。

上向き/下向き矢印ボタンを用いて、入力のリストから
OS01を選択しOKを押して下さい。OS01の左にある塗りつ
ぶされた丸は、ミュートセンサのペアM1+M2がOS01にマッ
プされる事を示します。

安全入力：外部デバイスモニタ―EDM01

NOTE: この場合、ミュートセンサのペアはOS01の
みにマップされますが、ミュートセンサのペアは
１つ以上の入力にマップ可能です。

保存を選択しOKを押して、入力マッピングのプロセスを
完了して下さい。
ミュート時間制限の設定
ミュート時間制限は、入力をミュートできる最大限の時
間を定義します。ミュートセンサプロパティのメニュー
からミュート制限タイマの設定を選択しOKを押して下さ
い。

次のメニューが表示されたらOKを押してミュート時間制
限イネーブルメニューを表示して下さい。
上向き/下向き矢印ボタンを用いて、時間の変更を選択し
OKを押して下さい。

NOTE:イネーブル時間制限の前のボックスにチェックが
入っていない場合は、イネーブル時間制限を選択し
OKを押して時間制限を有効にして下さい。

ミュート時間制限を１分に変更して下さい。左向き/右向
き矢印を用いて変更する数字を選択し、上向き/下向き矢
印を用いて数字(0-9)を変更してOKを押して下さい。

ミュート時間制限イネーブルメニューにて、＜完了＞を
選択しOKを押して下さい。
ミュートセンサプロパティのメニューにて、＜完了＞を
選択しOKを押してミュートセンサの追加を完了して下さ
い。

回路タイプ：
単一チャンネル、
１端子台

端子台：S17

マップ先：SO1

安全入力：外部デバイスモニタ―EDM02

回路タイプ：
単一チャンネル、
１端子台

端子台：S18

マップ先：SO2

安全入力：外部デバイスモニタ―EDM03

回回路タイプ：
単一チャンネル、
１端子台

端子台：S19

マップ先：SO3

全ての入力が追加されました。OKを押して下さい。入力
メニューが表示されたら、ESCを押して構成の編集メニュ
ーを表示して下さい。（次のページ参照）
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M1+M2のマップ先
GS01

OS01
保存

THC01

M1+M2
入力のマップ

詳細設定
＜完了＞

ミュート制限タイマの設定

OS01
イネーブル時間制限

時間の変更
＜完了＞

  00分30秒

時間制限の入力
__分＿＿秒

OKを押して下さい。

（30分0秒～0秒）

単一チャンネル、
１端子台

EDM01
     端子台番号

出力の選択

S01

OKを押して下さい。

単一チャンネル、
１端子台

EDM02
     端子台番号

出力の選択

S02

OKを押して下さい。

単一チャンネル、
１端子台

EDM03
     端子台番号

出力の選択

S03

OKを押して下さい。



P/N JP133487120

SC22-3とSC22-3Eセーフティコントローラ

取扱説明書
付録C

   入力の編集メニュー	　   

ディスプレイは、状態出力プロパティのメニューに戻り
ます。現在、ディスプレイのトップラインは状態出力に
割り当てられた名前を表示しています。

状態出力の設定
状態出力を設定するには、出力/システム設定を選択しOK
を押して下さい。

状態出力を選択しOKを押して下さい。

左向き/右向き矢印キーを用い、設定する状態出力を選択
して下さい。状態出力01を選択しOKを押して下さい。

次の表示されるメニューとは、状態出力プロパティのメ
ニューです。このメニューから状態出力の設定が可能で
す。
構成：
•	ES01の状態を追跡する状態出力01
•	安全出力SO1に必要とされる際、信号を送る状態出力
02

状態出力01の構成
名前の変更を選択しOKを押して、01の名前を変更して下
さい。

左向き/右向き矢印キーを用いて、変更する文字を選択し
て下さい。（最高10文字）
上向き/下向き矢印キーを用いて、文字を変更して下さ
い。（A-Z、0-9、－、＋、スペースが選択可能です）
名前をES01に設定しOKを押して下さい。

入力を追跡する為に状態出力を設定して下さい。機能の
選択を選択しOKを押して下さい。

左向き/右向き矢印キーを用いて、トラック入力を選択し
OKを押して下さい。

ディスプレイは状態出力プロパティのメニューに戻り
    ます。
状態出力を設定し、非常停止入力、
    ES01を追跡して下さい。
ソースの選択を選択しOKを押して下さい。

左向き/右向き矢印キーを用いて、ES01を選択しOKを
押して下さい。

ディスプレイは状態出力プロパティのメニューに戻り
ます。
状態出力01は現在設定されています。設定を保存するに
は、＜完了＞を選択しOKを押して下さい。

ディスプレイは出力/システム設定のメニューに戻り
ます。

追加の状態出力を設定するには、状態出力を選択、設定
する状態出力を選択、そして状態出力01の為に実行され
た手順を繰り返して下さい。
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入力
入力の追加

入力の編集
入力の削除

   構成の編集メニュー

CFG1
入力

構成概要
出力/システム設定

構成の保存

CFG1
入力

構成概要
出力/システム設定

構成の保存

出力/システム設定
安全出力

システム設定
状態出力

状態出力の選択

OKを押して下さい。

O1

01
名前の変更

ソースの選択
機能の選択

信号コンベンション

名前の入力
ES01

OKを押して下さい。

01
名前の変更

ソースの選択
機能の選択

信号コンベンション

01
名前の変更

ソースの選択
機能の選択

信号コンベンション

機能の選択

トラック入力

OKを押して下さい。

01
名前の変更

ソースの選択
機能の選択

信号コンベンション

ソースの選択

ES01

OKを押して下さい。

01
機能の選択

信号コンベンション
ソースの選択

＜完了＞

出力/システム設定
安全出力

システム設定
状態出力



状態出力02の設定
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機能：

ソース：
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最後の状態出力が設定されましたら、ESCを押す事で構成
の編集メニューに戻って下さい。

   入力の編集メニュー	　   

構成の確認
新しく作成された構成を保存する前に、構成概要を選択
しOKを押す事でその構成を確認して下さい。

構成概要メニューは下記の事が可能です。

•	各入力用に入力回路と端子アサインを確認

•	各入力のマッピングアサインを確認

•	各状態出力の構成を確認

端子アサインの確認
端子アサインを選択しOKを押して下さい。

ディスプレイは、最初の入力用の端子アサインを表示し
ます。左向き/右向き矢印キーを用いて、他の入力の為の
端子アサインを確認して下さい。

終了したらOKまたはESCを押して下さい。

入力/出力マッピングの確認
入力/出力マッピングを選択しOKを押して下さい。

ディスプレイは、最初の入力用の入力/出力マッピングを
表示します。左向き/右向き矢印キーを用いて、他の入力
を確認して下さい。

終了したらOKまたはESCを押して下さい。

状態出力設定の確認
状態出力設定を選択しOKを押して下さい。

ディスプレイは、最初の状態出力を表示します。左向き/
右向き矢印キーを用いて、他の状態出力を確認して下さ
い。

終了したらOKまたはESCを押して下さい。

構成概要の確認が終了したらESCを押す事で、構成の編集
メニューに戻って下さい。

www.bannerengineering.co.jp

システム設定

リセット待ち

OKを押して下さい。

ソースの選択

SO1

OKを押して下さい。

   構成の編集メニュー

出力/システム設定
安全出力

システム設定
状態出力

CFG1
入力

構成概要
出力/システム設定

構成の保存

CFG1
入力

構成概要
出力/システム設定

構成の保存

構成概要
端子アサイン

状態出力設定
入力/出力マッピング

構成概要
端子アサイン

状態出力設定
入力/出力マッピング

構成概要
端子アサイン

状態出力設定
入力/出力マッピング

トラック入力

リセットが必要
リセット待ち

割り当てられていない
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構成の保存
これまで、構成変更は一時的メモリロケーションに保管
されていました。 構成変更を永久的にするには、構成の
保存を選択しOKを押して下さい。

NOTE:構成編集メニュー中に変更を保存したくな
     い場合、ESCを押し、変更の保存をせずに終了する
     か尋ねられた際にYESを選択して下さい。

構成が保存されるとすぐに、ディスプレイは構成モード
メニューに戻ります。

構成の確認
安全防護アプリケーションで使用される前に、構成の変
更を確認する必要があります。構成を確認するには、構
成の確認を選択しOKを押して下さい。

構成の確認メニューが表示されます。

確認には、入力、安全出力、システム設定のセーフティ
クリティカルな構成チェックが必要です。構成の確認メ
ニューのボックスにチェックが入っていない事は、セー
フティクリティカルな設定がまだ確認されていない事を
示します。

入力の構成確認
構成の確認メニューから入力を選択しOKを押して下さ
い。
次のメニューは、構成内の全ての安全入力を表示しま
す。
非常停止ES01を確認するには、それを選択しOKを押して
下さい。

次の一連のメニューは、この入力のセーフティクリティ
カルな構成を表示します。各設定確認後OKを押して下さ
い。

各入力の構成プロセスを繰り返して下さい。
全入力が確認されましたら、ディスプレイは下記のよう
になります。

構成の確認を続けるには、＜完了＞を選択しOKを押して
下さい。
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CFG1
入力

構成概要
出力/システム設定

構成の保存

構成モード
構成ファイル

システムオプション
構成の確認

構成モードの終了

構成の確認
入力

システム設定
安全出力

＜完了＞

入力の確認
ES01

THC01
GS01

OS01

ES01のマップ先
SO1

SO3
SO2

リセットロジック

マニュアル

確認するには＜OK＞
を押して下さい。

同時性

同時

確認するには＜OK＞
を押して下さい。

ES01
確認済み

続けるには＜OK＞
を押して下さい。

入力の確認
EDM02

M1+M2
EDM03

＜完了＞



SC22-3とSC22-3Eセーフティコントローラ

取扱説明書
付録C

P/N JP133487 123

安全出力の構成確認
安全出力を選択しOKを押して下さい。

安全出力SO1の構成を確認するには、SO1を選択しOKを押
して下さい。

次の一連のメニューは、SO1のセーフティクリティカルな
構成を表示します。各設定確認後OKを押して下さい。

SO1が確認されたら、SO1の前にあるボックスにチェック
が付きます。

SO2とSO3の確認プロセスを繰り返して下さい.
終了したら、出力の確認画面は下記のようになります。

＜完了＞を選択しOKを押して下さい。
構成の確認メニューは、現在入力と安全出力が確認され
る事を示しています。

最後の手順は、システム設定を確認する事です。システ
ム設定を選択しOKを押して下さい。

安全出力SO1の構成を確認するには、SO1を選択しOKを押
して下さい。

最後の構成手順
全てのセーフティクリティカルな構成設定が確認され、
そして構成は安全防護アプリケーションで使用される事
ができます。 構成に変更がある場合、構成プロセスは繰
り返される必要があります。

＜完了＞を選択しOKを押す事で構成の確認メニューを終
了して下さい。

構成モードの終了
構成モードの終了を選択しOKを押して、構成モードを終
了しRUNモードディスプレイに戻って下さい。

セーフティコントローラは構成されました。入力が接続
されている場合、ディスプレイ画面は下記と同じでなけ
ればなりません。

NOTE:入力が接続されていない場合、コントローラは
     ロックアウトを示します。
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構成の確認
入力

システム設定
安全出力

＜完了＞

出力の確認
SO1

SO3
SO2

＜完了＞

ディレータイプ：
ディレーなし

確認するには＜OK＞
を押して下さい。

SO1
応答時間
10ms

確認するには＜OK＞
を押して下さい。

SO1
確認済み

続けるには＜OK＞
を押して下さい。

出力の確認
SO1

SO3
SO2

＜完了＞

出力の確認
SO1

SO3
SO2

＜完了＞

構成の確認
入力

システム設定
安全出力

＜完了＞

システムリセット

モニタ

確認するには＜OK＞
を押して下さい。

パワーアップオプション

ノーマル

確認するには＜OK＞
を押して下さい。

ミュートオンパワーアップ

OFF

確認するには＜OK＞
を押して下さい。

構成の確認
入力

システム設定
安全出力

＜完了＞

構成モード
構成ファイル

システムオプション
構成の確認

構成モードの終了

CFG1
SO1:OFF

SO3:OFF
SO2:OFF

必要とされるシステムリセット
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付録Ｄ イーサネットリファレンス

イーサネット機能の情報は、この説明書の次のセクショ
ンに記載してあります。

1. 概要：サポートされたイーサネットプロトコルの説明
1.4.2 PCインターフェイス（PCI）：イーサネット
     機能にアクセス

1.5.2 バーチャル状態出力：警告参照

2.1 モデル：SC22-3Eのオプションとアクセサリの
     イーサネットコードセット

2.2 仕様：ネットワークインターフェイス仕様
3.9 バーチャル状態出力：オート確認機能を
     含む詳しい説明

4.2 構成ツール、Fig.4-1：PCIアイコンとフィールドの
     説明

4.3 設定作成、Fig.4-2：イーサネットサポート文章の例

D.1　イーサネット設定アクセス

イーサネット設定にアクセスするには、PCIのネットワ
ーク設定アイコンをクリックしイネーブルネットワーク
インターフェイスボックスにチェックを入れて下さい
（Fig.D-1参照）。デフォルトでは、セーフティコント
ローラはMotbus/TCPとイーサネット/IPを用いて通信し
ます。

IPアドレス

セーフティコントローラの工場出荷時のIPアドレスは：

192.168.0.254

サブネットマスク

セーフティコントローラの工場出荷時のサブネットマス
クは：

255.255.255.0

ゲートウェイアドレス

デフォルトでは、セーフティコントローラのゲートウェ
イアドレスは無効になっています。

リンクスピードとデュプレックスモードオプション

以下のスピードとデュプレックスオプションは、セーフ
ティコントローラに利用できます。工場出荷時の設定
は、オートネゴシエートです。ドロップダウンリストで
利用できる他のオプションは、以下の通りです。

100 Mbps / 全二重通信方式

100 Mbps /半二重通信方式

10 Mbps /全二重通信方式

10 Mbps /半二重通信方式

Fig. D-1 イーサネット設定メニュー（示される詳細ビュー）

詳細ネットワーク設定のリセット

これは、詳細ネットワーク設定を工場出荷時の設定に戻
します。

D.2　イーサネット/IP組立オブジェクト

入力（T―＞O）組立オブジェクト

以下のインスタンスIDがサポートされています。

• 4の16ビットワードのデータ長によるインスタント
    ID 100（0x64）
• 42の16ビットワードのデータ長によるインスタント
    ID 101（0x65）
• 140の16ビットワードのデータ長によるインスタント
    ID 102（0x66）

出力（O―＞T）組立オブジェクト

出力の組立オブジェクトは実装されません。しかし、一
部のイーサネット/IPクライアントは、それを必要としま
す。この場合には、2の16ビットワードのデータ長による
インスタンスID 112（0x70）を使用して下さい。

www.bannerengineering.co.jp



SC22-3とSC22-3Eセーフティコントローラ

取扱説明書
付録D

P/N JP133487 125

構成組立オブジェクト

構成組立オブジェクトは実装されません。しかし、一部
のイーサネット/IPクライアントは、それを必要としま
す。この場合には、0のデータ長によるインスタンスID 
128 (0x80)を使用して下さい。

D.3　サポートファイル

PCIのインストールの間、以下のサポートファイル
は、.csvと.pdfフォーマットでコンピュータのプログラ
ムファイルディレクトリ（C：\Program Files\Banner 
Engineering\Banner SC\Network Tables）にコピーされ
ます。これらのファイルは、ネットワーク通信情報と故
障診断情報を含みます。ファイルにアクセスするには、
ご使用のコンピュータのナビゲーションツール（例：「
マイコンピュータ」またはウィンドウズエクスプロー
ラ）を使用して下さい。

ファイルへのこの付録xのリファレンスは、これらのサポ
ートファイルを参照しています。これらのファイルの全
ては、www.bannerengineering.comでも有効です。

・	 故障インデックステーブル
        （全プロトコルに適用）

・	 MB故障ログ

・	 MBシステム情報

・	 EIP故障ログ

・	 EIP故障ログ明示的メッセージ

・	 EIPシステム情報明示的メッセージ

・	 PCCC故障ログ

・	 PCCCシステム情報

更なるファイルは、.edsフォーマットで含まれます。こ
のファイルは、製品を指定しネットワーク上で簡単にそ
れらの作動を助ける為に、ネットワーク構成ツールによ
り用いられるシンプルなテキストファイルです。

D.3.1　現在の故障情報の取得

現在存在する故障について、ネットワーク通信を介して
情報を取得する為に、以下の手順が用いられる場合があ
ります。

1.	 故障ログロケーションをお読み下さい。このロケー
ションが設定されている場合は、故障は存在しま
す。

2.	 故障インデックスロケーションをお読み下さい。こ
のロケーションのナンバーは、故障診断情報を含む
故障インデックステーブルファイルで使用されるイ
ンデックス値を提供します。

3.	 故障インデックスナンバーを使用して、故障インデ
ックステーブルファイルで、データにアクセスして
下さい。ファイルのデータは、特定の故障ナンバ
ー、短い故障説明、より長い故障説明と修復を提供
します。

D.3.2　故障ログ情報の取得

故障ログに含まれる故障について、ネットワーク通信を
介して情報を取得する為に、以下の手順が用いられる場
合があります。

1.	  適切なシステム情報ファイル内の電源投入から数秒
のロケーションのナンバーをお読み下さい。 そのナ
ンバーは、数秒でセーフティコントローラがどのく
らいONであったかを示します。

2.	  セーフティコントローラがリアルタイム参照による
電源投入から数秒のナンバーを用いて、電源投入し
た（例：時間、分、秒）リアルタイムを計算して下
さい。

3.	  故障ログファイル内のタイムスタンプロケーション
のナンバーをお読み下さい。 電源投入に対して故障
が起こった時、数秒でナンバーが表示します。

4.	 セーフティコントローラの手順2で計算された電源投
入時間によるタイムスタンプナンバーを用いて故障
が起きた際、リアルタイムを計算して下さい。

5.	 故障ログファイル内の故障インデックスロケーショ
ンをお読み下さい。そのナンバーは、故障診断情報
を含む故障インデックステーブルファイルで使用さ
れるインデックス値を提供します。

6.	 故障インデックスナンバーを使用して、故障インデ
ックステーブルファイルにて、データにアクセスし
て下さい。ファイルのデータは、特定の故障ナンバ
ー、短い故障説明、より長い故障説明と修復を提供
します。

D.4　表の行と列の説明

以下は、PCI、コンピュータ、弊社ウェブサイトで見つか
るレジスタマップ用の、表の行と列の説明（英数字順に
表示）です。

3X/4X(Modbus/TCP)

この列は、30000の入力レジスタまたは40000の保持レジ
スタの為のオフセットを表示します。

バーチャル出力#に対応(故障ログファイル)

故障ログファイルでは、これはバーチャル状態出力を介
して（割り当てられている場合）故障を入力や出力また
はシステムへリンクする別の方法を提供します。例え
ば、VSO7が配線に故障があるゲートスイッチを追跡する
よう割り当てる場合、このナンバーは7です。バーチャ
ル状態出力が割り当てられない場合は、このナンバーは
0です。

データタイプ

UINT=符号なし整数―16ビット

UDINT =符号なし二重整数-32ビット

Word（ワード）=ビット文字列-16ビット

Dword（Dワード）=ビット文字列-32ビット

String(文字列)=各ワードに２つのASCII文字(下記文字列
フォーマット参照)

Octet(オクテット)= それぞれのバイトがドットで区切ら
れる小数に変えたままで読込

Hex（１６進法）=それぞれのニブルが16進法に変わり、
対になり、スペースによって区切られたままで読込
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日付コードフォーマット(システム情報ファイル)
YYWWL - 年の後に製造の日付を示している週の2文字が続
く、２つのASCII文字。これは、製造場所の文字コードに
続きます。詳細に関しては、下記の「文字列フォーマッ
ト」をご参照下さい。

故障フラグ（詳細ビュー）
追跡されている特定の入力または出力がロックアウトを
引き起こす場合は、そのバーチャル出力と関連したフラ
グは1に設定されます。Modbus/TCPにおいて、これは離散
入力や入力レジスタまたは保持レジスタとして読む事が
できます。

故障インデックス（詳細ビュー）
故障フラグビットがこのバーチャル出力に設定されてい
る場合、このインデックスナンバーはセーフティコント
ローラについていたCDの.csvまたは.pdfファイルに示さ
れる故障インデックステーブルで、ポインタを特定の故
障コードとメッセージに提供します。

機能
そのバーチャル出力の状態を決定する機能。この機能
は、PCIソフトウェアを使用しているバーチャル出力の構
成の間に割り当てられます。

I/O／システムの名前（故障ログファイル）
故障が関係のあるシステムである場合は、「システム」
または「内部」の名前が用いられます。そうでなけれ
ば、故障と関連した入力または出力の名前が伝えられま
す。詳細に関しては、以下の「文字列フォーマット」を
ご参照下さい。

運転モード（システム情報ファイル）
０ 予約済み
１ 予約済み
２ マニュアルパワーアップモード―システムリセット
     待ち
３ 正常運転モード（I/O故障が存在する場合を含む）
４ 構成モード
５ システムリセット待ち（構成モードの終了）
６ システムロックアウト

REG:BIT
30000または40000からのオフセットがレジスタで特定の
ビットの後に続いた事を示します。

予約済み
弊社は、内部使用のこれらのレジスタを予約していま
す。

パワーアップから数秒（システム情報ファイル）
電源からあと数秒の時間は、セーフティコントローラに
投入されます。故障が起こった時間を確立する為に、故
障ログとリアルタイムクロック参照において、タイムス
タンプと共に使用される場合があります。

が原因でSO1/2/3はOFFです(詳細ビュー)
このバーチャル出力と関連した入力デバイスが、出力が
OFFになっている原因である場合、ビットは高く設定され
ます。

文字列フォーマット(イーサネット/IPとPCCCプロトコル)
デフォルト形式のイーサネット/IP文字列フォーマットに
は、文字列の前に来る32ビット長があります（Control-
Logixに適している）。PCIを使用しているネットワーク
設定を構成する際、この設定を標準CIP「文字列」に対
応する16ビット長に変更する為に「詳細」ボタンをクリ
ックする場合があります。ただし、16ビット長による文
字列を含む入力アセンブリを読む際に、文字列長はさら
に16ビットワード（0x0000）進められる点に注意して下
さい。

文字列自身は、ASCII（1ワードにつき2文字）にパック
されます。一部のシステムでは、文字順序が逆になって
いたりバラバラに表示される場合があります。例えば、
「system」が「yStsme」として読み出す事があります。
正しく読むように、PCIの詳細設定オプションによって文
字を「入れ替える」事もできます。

文字列フォーマット(Modbus/TCPプロトコル)
文字列フォーマットは、ASCII（1ワードにつき2文字）に
パックされます。一部のシステムでは、文字順序が逆に
なっていたりバラバラに表示される場合があります。例
えば、「system」が「yStsme」として読み出す事があり
ます。正しく読むように、PCIの詳細設定オプションによ
って文字を「入れ替える」事ができます。

文字列長が提供される間、それは通常Modbus/TCPシステ
ムに必要とされません。Modbus/TCPの為に文字列長を使
用する場合、長形式がイーサネット/IP用に使用される設
定と一致する点に注意して下さい。

タイムスタンプ(故障ログファイル)
故障が起きた時、数秒でこれは電源投入からの時間にな
ります。故障分析などのこの情報を使用するには、セク
ションD-4をご参照下さい。

バーチャル状態出力
参照指名者は、特定のバーチャル状態出力（例：VO10は
バーチャル状態出力10です）と関係付けます。

VOステータス
これは、バーチャル状態出力の状態を示すビットの位置
を特定します。Modbus/TCPの場合、入力レジスタまたは
保持レジスターの一部として、バーチャル状態出力の状
態は、離散入力と解釈される事ができます。与えられる
レジスタは、レジスタ内のビット位置があとに続く30000
または40000からのオフセットです。

www.bannerengineering.co.jp



P/N JP133487 127

以下の用語はこの説明書でよく使用されます。可能であ
れば、この説明書はセーフティコントローラの設計を支
配する米国や国際的製品性能基準からの定義を用いま
す。より多くの定義のために、www.bannerengineering.
comでサポートとトレーニングの下でオンライン学習部分
をご活用ください。

オートリセット：安全入力デバイスは、その関連入力デ
バイスの全てがRUN状態になる際に、割り当てられた安全
出力が自動的につく動作設定を制御します。マニュアル
リセット作動は、オートリセットのために設定された安
全入力デバイスだけで制御される際、安全出力をつける
必要はありません。

NOTE:オートリセットが選ばれる時、入力デバイスは
トリップモードで起動するように設定されると言わ
れている場合があります。

状態の変更（COS）：それがRUNから停止へ、または停止
からRUNへから切り替わる時の入力信号の変更。2つの構
成可能なCOS設定に、チャンネル間に存在することができ
る信号格差限度を故障状態が登録される前に、記述させ
るデュアルチャンネル入力信号：同時性と並行性。

• 同時性：故障状態になることなく、限られた時間の
ために入力デバイスの範囲内でチャンネル間の信号格
差を許す設定。信号格差が3秒以上存在する場合は、
故障状態が起こります。

• 並行性：故障状態になることなく、チャンネル間の
不明確な信号格差を許す設定。その結びついた信号
が停止状態に変わる前に停止信号がRUN信号に戻る場
合、故障状態が作成されます。デュアルチャンネルデ
バイスがRUN状態であるよう考慮される前に、両方の
信号は停止状態からRUN状態に変わらなければなりま
せん。

NOTE:同時性、対、並行性。同時性がアプリケーション
の必要条件または懸念である場合は、ユーザーは構
成の間、正しい選択をした事を確認しなければなり
ません。同時性と並列性の違いは、上で説明され
ます。

クローズのオープンデバウンスタイム：コントローラの
トリップしている妨害を防ぐために、神経質な入力信号
または入力接点のバウンシングをブリッジする時間。6ms
から100msまで調節可能。デフォルトは、ミュートセンサ
用に50ms、他のデバイス用に6msとなっています。

NOTE:より長いクローズのオープンデバウンスタイムは、
システムの応答時間や機械応答時間に影響も及ぼし
増加もさせます。

SC22-3とSC22-3Eセーフティコントローラ

取扱説明書
用語解説

用語解説

コード確認:いずれかの方法で構成コードは破損や変更が
されていない事を確認すために、コントローラによって
自動で実行される構成コードファイル検査プロセス。

試運転:制御システムがきちんと動いている事を確認する
ために、動いている機械でセーフティコントローラの設
置をチェックする操作上のプロセス。

補助接点:常に逆状態にある2セットの接点。

設定可能:いろいろな制御アプリケーション要求をかなえ
るために、選ばれ、または有効にする事ができるあらか
じめ定義され検査済みの操作上パラメータがある制御デ
バイスの記述。

構成:あらかじめ定義され検査された入力と出力デバイス
のプロパティの選ばれた設定と、セーフティコントロー
ラが危険な機械動作を制御するために使用する操作アル
ゴリズムを定義する論理関係。

確証:新しいまたは変更された構成がコード確認の為にコ
ントローラに送られ、そして確認されたコードのコピー
は手動パラメータ（I/Oとシステム設定）確認の為にコン
トローラからPCIへ送り戻される、２つの手順プロセス。

指名される者:適切に訓練され、特定の点検手順を実行す
る資格を与えられた、雇い主によって書面で特定され指
名される者。

多様な冗長性:冗長性を成し遂げ共通モード異常の可能性
を減らすために、異なる設計、構造または機能のコンポ
ーネント、回路または操作を用いる実績。
デュアルチャンネル：安全入力または安全出力ごとに冗
長な信号線を持つこと。

ミュート制限時間の有効化:ミュートセンサが安全入力デ
バイスにマップされるとすぐに、30台のデフォルト制限
時間はプロパティウインドウに表示されます。「時間制
限を有効にする」ボックスのチェックをはずす事によっ
て、時間制限が使用不能になる事ができます。これは、
ミュータブル安全デバイスが無限にミュートされる時間
を広げます。

IEC:国際電気標準会議

入力/出力マッピング：入力信号の状態と出力信号の対応
している状態間の構成プロセス中に作成される可変論理
結合。

NOTE:入力が１つ以上の出力を制御するよう命じられた
後、これらの出力にマップされるよう、そして出力
がこの入力にマップされていると言われています。

ISO：国際標準化機構
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機械応答時間：デバイスを停止している機械の起動と、
機械の危険な部分がリセットをもたらす事によって安全
な状態に達する瞬間の間の時間。

マニュアルリセット：マニュアルリセットが事項された
後と他の関連する入力デバイスがRUN状態である場合に限
り、割り当てられた安全出力がつく安全入力デバイス制
御操作設定。

NOTE:マニュアルリセットが選ばれる時、入力デバイスは
ラッチモードで起動するように設定されると言わ
れている場合があります。制御された出力がOFF状
態にラッチされ、ONに戻るよう手動リセットに要
求する方法。このリセットは、時々マニュアルラ
ッチリセットと呼ばれています。

OFF信号:その関連入力デバイス信号のうちの少なくとも1
つが停止状態に変わる時に生じる安全出力信号。この説
明書では、信号が名目上DC0Vである際に安全出力はOFFで
あるかOFF状態であるよう言われています。

ON信号:その関連入力デバイス信号全てがRUN状態に変わ
る時に生じる安全出力信号。この説明書では、信号が名
目上DC24Vである際に、安全出力はONであるかON状態であ
るよう言われています。

オープン・クローズのデバウンスタイム：機械の不必要
なスタートを防ぐために、神経質な入力信号または入力
接点のバウンシングをブリッジする時間。10msから500ms
まで調節可能。デフォルトは50msです。

NOTE:より長いオープンクローズのデバウンスタイム
      は、コントローラの回復時間にも影響を
      及ぼします。

PELV:接地による回路用の保護された特に低い電圧電源。

IEC 61140:「PELVシステムは、通常の状況下、そして
他の回路の地絡を除外する単一故障状況下で、電圧が
ELV（AC25V rms、または60Vリップル　フリーDC）を上回
る事ができない電気システムです。」

資格を有する者：認められた学位または専門訓練証明書
の所有し、広範囲な知識、訓練、経験によって、主題と
仕事に関する問題を解決する能力をうまくやってみせる
者。

RUN信号:他の関連する入力信号もRUN状態である場合、検
出された時、１つ以上の安全出力をONにさせるコントロ
ーラによってモニタされる入力信号。この説明書では、
入力デバイスかデバイス信号のどちらかがRUN状態にある
と言われています。

安全定格デバイス：適用できる安全規格に設計されるデ
バイスで、きちんと適用されると、リスクのレベルを減
らします。

SELV:接地のない回路用の切り離された、または時に低い
電圧電源。

IEC 61140:「SELVシステムは、通常の状況下、そし
て他の回路の地絡を含む単一故障状況下で、電圧が
ELV（AC25V rms、または60Vリップル　フリーDC）を上回
る事ができない電気システムです。」

単一チャンネル:安全入力または安全出力のために1本の
信号線だけを持つこと。

起動試験:安全エリアセンサまたはセーフティゲートのよ
うな特定の安全デバイスのために、適切な機能のために
少なくとも1度電源投入時にデバイスをテストすること
は、利点にもなります。安全エリアセンサのために「起
動試験」が選択されていてエリアセンサが電源投入時に
クリアである場合、たとえコントローラがオートパワー
アップのために設定されていても、1度エリアセンサをサ
イクルする事が必要です（ONからOFFへ、そしてONに戻
る）。

停止信号:検出された時、１つ以上の安全出力をOFFにさ
せるコントローラによってモニタされる入力信号。この
説明書では、入力デバイスかデバイス信号のどちらかが
停止状態にあると言われています。

システムリセット:マニュアルパワーアップとロックアウ
ト（故障検出）状況のために設定される時、コントロー
ラのパワーアップ後に１つ以上の安全出力をONにするの
に必要とされるマニュアルシステムリセット操作を記述
するのに用いられる用語。

UL:保険業者研究所
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ANSI B11.5 Iron Workers
ANSI B11.6 Lathes
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ANSI B11.12 Roll Forming and Roll Bending
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ANSI B11.14 Coil Slitting Machines
ANSI B11.15 Pipe, Tube, and Shape
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ANSI B11.16 Metal Powder Compacting
Presses
ANSI B11.17 Horizontal Extrusion Presses
ANSI B11.18 Machinery and Machine
Systems for the Processing of Coiled 
Strip,
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ANSI B11.19 Performance Criteria for
Safeguarding
ANSI B11.20 Manufacturing Systems
ANSI B11.21 Machine Tools Using Lasers
ANSI B11.22 Numerically Controlled Turn-
ing
Machines
ANSI B11.23 Machining Centers
ANSI B11.24 Transfer Machines
ANSI B11.TR3 Risk Assessment
ANSI/RIA R15.06 Safety Requirements for
Industrial Robots and Robot Systems
ANSI NFPA 79 Electrical Standard for
Industrial Machinery

OSHA Regulations

OSHA Documents listed are part of: Code
of Federal Regulations Title 29, Parts 
1900 to
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OSHA 29 CFR 1910.212 General Requirements
for (Guarding of) All Machines

OSHA 29 CFR 1910.147 The Control of
Hazardous Energy (lockout/tagout)
OSHA 29 CFR 1910.217 (Guarding of)
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International/European Standards

ISO 12100-1 & -2 (EN 292-1 & -2) Safety
of Machinery – Basic Concepts, General
Principles for Design
ISO 13857 Safety Distances... Upper and
Lower Limbs
ISO 13850 (EN 418) Emergency Stop
Devices, Functional Aspects – Principles 
for Design
ISO 13851 (EN 574) Two-Hand Control
Devices – Functional Aspects – Principles 
for Design
ISO 62061 Functional Safety of Safety-
Related Electrical, Electronic and
Programmable Control Systems
ISO 13849-1 (EN 954-1) Safety-Related
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Protective Equipment in Respect to Ap-
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General Rules
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下記の規格のリストは、この弊社製品のユーザーにとって便利なものとして含まれます。下記の規格の包含は、製品
が特にこの説明書の仕様セクションで指定されるそれら以外の規格に従うことを意味するわけではありません。

詳細に関して：
お近くの弊社代理店、または弊社オフィスへお問い合わせ下さい。
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